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    　亥いの鼻はなちとせは、ラーメン店のカウンター席に座っていた。注文したラーメンが出されるのを、空腹に耐えながらじっと待つ。タイトスカートから伸びる膝ひざ小僧をぴたりと揃そろえ、居住まいを正してスーツの前ボタンを外した。


    　黄色い看板の『黄金のとんこつ亭』。この店で出される麺めんの量は多い。ただでさえ高カロリーのラーメンに、厚切りチャーシューをトッピングとして追加してしまった。


    　女子として覚える罪悪感を少しでも拭ぬぐうため、油でベトつくカウンターの上に、持ち込んだ烏龍ウーロン茶ちやを用意していた。脂肪の吸収を抑えるためだ。ラーメンは食べたい、しかし太りたくはない、という乙女おとめ心ごころのささやかな抵抗である。


    　カウンターの向こうで忙せわしなく動く店主を眺める。口をへの字に曲げた、いかにも無骨な職人かたぎの店主である。


    　この辺りでよく出されるのがあっさり塩味の鶏とりガラスープであるのに対し、とんこつ亭で食べられるラーメンは、より日本人の好みに近づけた醤しよう油ゆ味。そこに豚骨出だ汁しを足した豚骨醤油味であった。ラーメンの上にこんもりとモヤシをのせ、そこに厚切りチャーシューを加えた〝豚骨醤油ラーメン〟は、この店主が試し行こう錯さく誤ごの末に生み出した名作といわれている。


    　カウンター席しかない狭い店内に、ＢＧＭはない。聞こえてくるのはどんぶりが重なる音と、麺をすする音だけ。ちとせの右に座る客も、また左の客も、黙々と箸はしを口に運んでいる。


    　店内ではお静かに──そんな決まり事が課せられているわけではないが、その店は、のんびりダラダラと食事を楽しめるようにはできていない。食券を買って整列し、席が空いたら黙ってラーメンを掻かき込み、速すみやかに外に出る。一連の流れは暗黙の了解である。ちとせも慣れない初めのうちは、客や店主の視線にびくびくしながら席に着いたものだ。


    　緊張感に満ちた店内での食事は、決して心安まるものではなかった。それでも行列が途絶えないのは、つまりそれだけこの店で食べられる豚骨醤油ラーメンが魅力的なのだ。


    　カウンターの向こうから「お客さん、どうするの？」と仏ぶつ頂ちよう面づらした店主が尋ねてくる。


    　──来た。とちとせは改めて姿勢を正した。ここが最も緊張するステップである。無料トッピングはどうするのか、またその量を尋ねられている。大抵素人はここで躓つまずく。


    　質問の仕方さえ「トッピングはいかがしますか？」ではない。「どうするの？」なのだ。


    「ええと……。ニンニクノセノセ、セアブラと、味はコイメ……あ、モヤシは」


    　オーダーの仕方にはクセがあって、ここでもたつくと周りの常連客に鼻で笑われてしまう。ちとせは何度も胸中で繰り返したオーダーを告げたが、緊張からか少々まごついてしまった。


    　ギロリと店主がちとせの顔を凝視する。


    「あ、えと……モヤシは少なめで、お願いします……」


    　オーダーを聞いた店主から「承知しました」や「繰り返します」などの返事はない。果たしてオーダーは無事店主に届いたのか、それはラーメンが来てからでなくてはわからないのだ。


    　オーダーでまごついてしまったちとせは恥ずかしくなり、小さくなってうつむいた。


    　すぐにトン、と大きなどんぶりがカウンター前の台に置かれる。ちとせは台からずっしりと重さのあるどんぶりを持ち上げ、目の前に運んだ。湯気とともに、多めに入れてもらったニンニクの香りが匂い立ち、割り箸ばしを割った時にはもう、先ほどの失敗など吹き飛んでいる。


    　山盛りのモヤシから覗のぞく厚いチャーシュー……ぷりぷりの脂身付きを一目見ればそれだけで自然と唾だ液えきが溢あふれ、喉のどが鳴った。


    　髪は二つ結びで肩へ垂らしているため食事の邪魔にはならないが、頬ほおのそばに垂れる触角のような前髪は耳に掻かき上げた。レンゲを沈めてスープをすくい、「熱あつ、熱」と眉まゆを寄せながらも一口。醤しよう油ゆの香ばしさが口の中に広がり、心の底へ落ちていく。


    　続いてチャーシューを噛かみちぎったちとせは、恍こう惚こつの表情を浮かべた。


    「はあ、美お味いしい……」


    　人は脂を求めるものだ。この幸せには抗あらがえない。たとえ店内の居い心ごこ地ちが悪かろうが、乙女おとめ心ごころがカロリーを気にしようが、そんなもの、このぶ厚いチャーシュー様の目前においてはあまりに些さ細さい。取るに足らないことなのだ。


    　食の喜びに浸っているところに隣の席が空き、入れ替わりに新たな客が着席する気配。ちとせと同じように「どうする？」と尋ねられ、客は声を上げた。


    「モヤシノセノセ、ニンニクノセノセ、セアブラたっぷり、あとコイメ」


    「全部？」と聞き返され、「そう全部！」と返す。
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    　ちとせと違い、流りゆう暢ちようにトッピングを言ってみせた声は女性のものだ。女の子でトッピングをすべてのせる客は珍しい。一体どれほどの通なのか、と隣の客を覗のぞき見るちとせ。知っている顔がそこにあって、思わずレンゲにすくったスープを噴いた。


    「ちょ、喰くい神さんっ!?」


    「おぉ……？」


    　紫のフードに青い髪。パーカーにスカート、ショルダーバッグを肩に掛けたラティメリアは、目を丸くしてちとせを見返し、やや間を置いたあとに八重歯を覗かせた。


    「ああ。情報──」


    　屋、と続きを言う前に、ちとせは「わあ」とレンゲをラティメリアの唇くちびるの前に立てた。


    「人前でそれ言うのやめてくださいよ。……一応、隠おん密みつなんですから」


    　ラティメリアはカウンター前の台に置かれた豚骨醤しよう油ゆラーメンをテーブルに下ろし、割り箸ばしを割る。そのランランと輝く瞳ひとみはもう、どんぶりにしか向けられていない。


    「だって、じゃあ何て呼べば？」と片手間に尋ねながら、モヤシを掻き分ける。


    「亥いの鼻はなちとせでいいじゃないですか。私にだって名前はあるんです」


    「ほぉん」


    「わあ、適当な返事。呼んでくれないでしょ、絶対」


    「呼ぶよ、呼ぶ呼ぶ。覚えてたらねー」


    　言ってスープのよく絡んだ太ふと麺めんをすくい、吸った。ちゅるる。そして──。


    「んまぁいっ！」


    　緊張感の漂う店内においても、ラティメリアは満面の笑みを浮かべ、喜びの声を上げる。


    　マガツカミも脂を求めるらしい。喰くい神はラーメンをすすることに無む我が夢む中ちゆう。そのショルダーバッグから、「みゃ」とウミネコが顔を覗のぞかせた。
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    　大通りを横切るように連なる提ちょう灯ちんが、一斉に点灯した。


    　中華街は、夜にこそ活気づく。繁華街の入り口にある巨大な門がライトアップされ、煌こう々こうと光り輝く。真っ赤なネオンで彩いろどられる〝福〟の文字。〝豚まん〟〝餃子ギヨーザ〟〝大飯店〟。至る所で看板が光を点ともし、暮れなずむ夕空を明るく照らし出した。


    　店頭に並べられたセイロが蒸気を発し、道行く人たちの鼻先をくすぐる。羽根をむしられた北京ダックが吊るされ、その向かいの店ではインパクトを張り合うように、子豚を丸々吊るしていた。


    　表にチャイナドレスを並べた被服店や、狛こま犬いぬの石像に看板を噛かませた土産みやげ品ひん店てん。得体の知れない占い師から銅ど鑼らを連打する大道芸人まで、通りには様々な人が行き交っている。


    　中華街の片隅に、ひっそりと軒のきを構える『黄金のとんこつ亭』。その黄色い看板は、煌きらめく繁華街の中では地味な部類に入る。黄ばんだのぼりに黒ずんだ暖の簾れん。窓に貼られたメニュー表だけが、最近一新されたため、浮き立って真新しい。


    　看板の派手さも店舗の大きさも、どの飲食店にも劣っている。しかし『黄金のとんこつ亭』は、中華街のどの店よりも長い行列を作っていた。日が落ちて夕食時ともなれば、店の入り口へ繋つながる行列は、遥はるか向こうにまで続くことになる。


    　夏の終わりの生ぬるい風が吹く。蒸し暑いラーメン店の前にて。


    　鞄かばんに持参していた烏ウー龍ロン茶ちやを、ちとせはラティメリアに渡した。


    「はい。飲んでください喰くい神さん。烏龍茶ポリフェノールで脂肪の吸収を抑えるんです」


    「ええ？　もうお腹なかいっぱいで飲みたくないんだけど……」


    「ダメですよ、喰い神さんだって女の子でしょ？　スープまで全部飲んじゃうんだもん。だったらせめて、烏龍茶も摂取してくださいな。太っちゃいますよ」


    　ちとせに強く言われ、ラティメリアは渋々烏龍茶を受け取った。スープで満たされた胃袋は飲み物さえ拒んでいたが、冷たい烏龍茶の喉のど越しは爽さわやかで、ほっと息をつく。


    　両手でボトルを挟んで持ち、目を細めるラティメリアの横顔を、ちとせはそっと覗のぞき見る。彼女は人を喰うマガツカミ──喰い神で、人を傷つけるその残酷なやり口と戦闘力は、ちとせも何度か目まの当たりにしている。しかしこうしてそばに立ち、並んでラーメンを食べてみると、その中身も見た目と同じように、一〇代半なかばの可愛かわいらしい少女だ。


    「喰い神さんがいるってことは、古ふる川かわさんもいるんですか？」


    「いるよ。どっかに」


    「どうしてこんな遠くの中華街に？」


    「話せば長くなるわ……」


    　ラティメリアは中華街の雑踏を見つめながら、とつとつと語り出した。


    　古川家の柱に掛けられた電話が鳴ったのは、今朝のことだった。ジリリリリ、ジリリリリと喧やかましい呼び出し音に、いつだって不機嫌な古川七なの日かは、その時も家いえ着ぎである着流しを着たまま、やはり不機嫌に受話器を取った。


    「……はいはい、古川です」


    　中華街にてマガツカミが発生している。退治したいから協力してくれ、との仕事依頼だった。


    「ってことで、わざわざ来たの。ナノは仕事中。私はお留守番。終わり」


    「あ、終わりなんだ。結構短かったね……」


    　要は依頼を受けてマガツカミを退治しに来たのだ。


    　二人は店の前に立ったまま、ぼんやりと行き交う人々を眺めた。自転車や観光客が多かったが、中にはだらだらと走るジープなども見かける。


    　真っ赤なルージュを引くわりに地味な服を着た女が、軍服を着たアメリカ人二人に話しかけていた。にやけるアメリカ人を引き連れて、中華街の裏通りへと入っていく。華やぐ街の一方で、裏通りは狭くて暗く、閑散としていることをちとせは知っている。


    　煌こう々こうと表通りが輝けば輝くほど、その裏に濃い影が生まれる。アンダーグラウンドな組織や職業は確実に存在している。この街には、情報屋としてのちとせの仕事相手も多かった。


    「情報屋は──あ、ええと……？」


    　ラティメリアが話しかけてきたので、ちとせは向き直って微ほほ笑えんだ。


    「ちとせでいいですよ」


    「ちとせは何でここにいんの？」


    「私たちも、喰くい神さんたちと同じかな。マガツカミ課って知ってます？　今はまだ試用期間中なんですけど、私たちの署で新たに発足された課があるんです。私や鬼き怒ぬ川がわさんも、所属しているんですよ」


    　中華街で死体が見つかったのは、ほんの数日前のことだった。発生した二件の殺人がマガツカミの仕し業わざである可能性が高く、ちとせと鬼怒川は地元の警察署から要請を受けて、はるばる隣の県であるこの中華街へと調査しに来たのだった。


    「私たちの仕事は、発生した事件がマガツカミの仕業なのかを判断することなんですけど、すでに別の警察官たちが祈き祷とう士しを呼んじゃったらしくて──」


    



    　人の仕業なら事件、マガツカミの仕業であれば災害となるが、とにかく、二人目の被害者が見つかったのは中華街の裏にある、木造アパートの一室だった。六畳一間の中央にテーブルが一つ。その上に仰向けとなって倒れていた女の体には、青いビニールシートが被かぶせられていた。


    　捜査員や鑑識官たちの行き交う中、部屋に充満する血の臭いに耐えながら、ちとせは手帳にまとめた情報を読み上げる。


    「マル害の勤務先は中華街にある中華料理店です。ウエートレスとして働いていたそうですが、最近は皿洗いばかりしていたみたい。オーナー曰く、『体のサイズに合うチャイナドレスがなくなったから』とのこと。過剰な太りすぎが原因ですね」


    　部屋に散らばるスナック菓子の袋。飲みかけのペットボトルや食べかけの弁当箱に囲まれて、仰向けに倒れる被害者は確かに、肥満体だった。


    「鬼怒川さんの言った通り独身の二〇代前半で、これまた鬼怒川さんの言った通り、東北出身者でした。どうしてわかったんですか？」


    「仏さんを見りゃわかるさ。そんな顔してらあ」


    　短く刈り上げた髪に無精ひげ。見るからに無骨な鬼怒川刑事は、筋きん肉にく隆りゆう々りゆうとした逆三角形の[image: ]たくましい肉体を有している。白のワイシャツを腕うで捲まくりして、ゴミの散らかる畳の上を、目をぎょろつかせて歩き回る。


    　棚に並べられた子豚の置物に目を留めて、その頭を指で弾く。子豚は満面の笑みを浮かべながら、頭を右に左にとゆらゆら揺らした。


    　ちとせは手帳に視線を落とし、まだ告げていない項目を指でなぞった。


    「あと、それから。健康診断先の病院から情報を得ました。健康状態は良好、体重は……五一キロとなってますね。四月の診断書だから、今と変わってるかも……」


    「そりゃ変わってるな。こいつあ優に八〇を超えている」


    　鬼き怒ぬ川がわは、部屋の中央で山のように膨ふくらんだビニールに目をやる。死んでから間もないと聞いたが、秋の初めとはいえまだ残暑の続く季節である。早く回収してやらなければ、腐敗も進んでいくだろう。


    　ちとせはしかめた顔の鼻先に手の甲を当て、尋ねた。


    「鑑識は来てるのに、まだ運ばないんですか……」


    「遺体にゃ触れるな、との指示だよ。素人に触られると状態が悪くなる恐れがあるんだと」


    「素人って……私たち？　それ誰の指示です？」


    「祈き祷とう士しさ」


    　開きっぱなしのドアの向こうから、「お疲れ様です」と声が上がった。お疲れ様です、お疲れ様です、と捜査員たちが慌ただしく動き回り、玄関先に祈祷士を迎え入れる。


    　現れたのは、毛先を肩の上で切り揃そろえた、小柄な少女たちだった。一〇代後半といわれても納得できそうな若い祈祷士だ。制服にサーベル、肩にボストンバッグを担いだ少女が二人。


    　祈祷士は基本的に単独行動をしない。個体によって能力の違うマガツカミとの戦闘を想定し、たとえ一方が倒れても、もう一方が能力の情報を持ち帰れるよう、常に複数で任務に当たる。この少女たちが、今回地元の警察に呼ばれ、現場に赴おもむいたチームだった。


    　見ればサーベルを携たずさえる位置が右と左で違う。二人が横に並ぶ様は、鏡を一枚間に挟んでいるように左右対称。双子である。


    　二人は部屋に入ってくるなり、開口一番「出ていってください」と声を揃えた。


    　鬼怒川が眉み間けんに皺しわを寄せ、二人の前に立ちはだかる。


    「いや、いきなり現れてそりゃねえだろう。状況を説明させてくれ」


    「結構」と片方が言い。もう片方が続ける。


    「マガツカミ関連の事象は、素直に祈祷士にお任せください。〝マガツカミ課〟などという形ばかりの課を設け、私たち祈祷士の介入をより遠ざけるような真ま似ねは愚の骨頂と言わざるを得ません」


    「あなたたち警察官が面メン子ツを気にして現場を渡さないことで、より多くの市民がマガツカミの牙にかかることがわかりませんか」


    「少しでも市民を守る心があるのなら」「余計な手出しはしないこと」


    「それ以上の立派な公務がありましょうか」「ありません」「ですから」「出ていってください」


    「「今すぐに」」


    　一体どうやって意い思し疎そ通つうを図っているのか。双子は早口で交互に捲まくし立て、鬼き怒ぬ川がわが口を挟む余地を与えなかった。


    　一人が、にわかにビニールシートを捲めくり上げた。テーブルの上に仰向けになる遺体が露あらわになる。双子はサーベルを外してボストンバッグを下ろし、遺体に向かって頭を垂れた。黙もく禱とうを捧げているのだろう。静止したまま動かない双子の背後で、鬼怒川が頭を掻かく。


    「やれやれ、だな」


    「……鬼怒川さん。どういうことですか……？　どうして祈き祷とう士しが……」


    「ここの管かん轄かつの連中が早々に呼んじまったんだよ。どうも俺らのことは祈祷士以上に信用ならんらしい」


    　双子が頭を上げて、「遅いくらいです」と鬼怒川を睨にらみつけた。


    「一人目の被災者が出た時点で呼んでいただけていれば、この方が喰くわれることはなかったかもしれない。あなたたちの慢心ですよ、〝マガツカミ課〟」


    　とはいえ、鬼怒川たちが呼ばれたのも二人目の被災者が出てからである。しかし鬼怒川は余計な返答をせず、肩を竦すくめた。


    　ちとせは改めて、テーブルの上の遺体を見る。Ｔシャツが胸の下まで捲られ、腹部が露わとなっている。ただしその腹は大きく抉えぐられ、内臓はなくなっていた。異常なまでに凄せい惨さんな死体だ。一人目の遺体写真もまた、同じ状況だった。恐らく遺体を見た誰もが、マガツカミを連想しただろう。しかしすぐに祈祷士を呼ばなかった。警視庁と祈祷士協会は仲が悪い。たったそれだけの理由のために。


    　双子は畳の上に置いたボストンバッグの中から、蝋ろう燭そくや銀のお椀などを取り出していく。


    「何する気だ、あんたら」


    「この方の供養を行います。喰われたのであれば魂は持っていかれたかもしれませんが、先にご形けい骸がいをお慰めするのは礼儀ですので」


    「供養の邪魔です。〝出ていってください〟と言ったのが聞こえませんでしたか」


    　鬼怒川やちとせをはじめ、地元の捜査員や鑑識官たちも皆、アパートの廊下へと追い出された。


    「ったくよ。あんな若いのに、現場取られちまうとはな……」


    　鬼怒川は閉められたアパートのドアを睨みつけ、悔しそうに煙草たばこを咥くわえた。


    　その悔しさはきっと双子の仕打ちに対してではなく、何もできない自分自身に向けられたものだろうと、ちとせは思った。


    



    　ちとせは足のつま先に視線を落としながら、隣のラティメリアに話し続ける。


    「この間のエッグマン事件で部下を失ってから、鬼怒川さんは少し変わったように思います。マガツカミ課が発足された時、鬼怒川さんは真っ先に部署異動を嘆願しました。きっとマガツカミに対して、強い憎しみを抱いてるんです。あいつらを倒すためなら、何だって利用してやるって感じで……。けど結局私たちは、現場を追い出されちゃったんですけどね」


    「ふうん。もう帰るの？」


    「必要ないって言われちゃって。私たちはもう、明日には撤退する予定です。今日は半休。だからニンニクたっぷりトッピングしたんです」


    　微ほほ笑えむちとせのそばで、ラティメリアは飲み干した烏ウー龍ロン茶ちやのボトルを、空高く放った。そのままカゴのゴミ箱に落下し音を立てる。


    「けど、その人だよ。ナノに電話してきたの」


    「え？」


    　ラティメリアの意外な一言に、ちとせは目を丸くした。


    「今回の依頼者。今ナノが会ってるのは、その鬼き怒ぬ川がわって人だよ」


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　ピンク色のライトに照らされたステージの上で、パツンパツンのチャイナドレスを着た豊満な女性が、扇せん子すを手に踊っていた。艶なまめかしくゆらゆらと、時に床に座って足を上げ、客席に誘うような視線を送る。


    　ただし客の入りはまばらだ。紙し幣へいを振る中年男性や大声を上げる酔っ払い、膝ひざを揃そろえて畏かしこまる若い学生。前列に居並ぶ男たちは常連のファンなのかもしれないが、席の半ばで腕を組み眠っているスーツ姿の男性などは、営業回りから逃げて時間を潰つぶしているサラリーマンを思わせる。


    　光の当たらない後ろの席では、鬼怒川刑事が煙草たばこを燻くゆらせていた。空いた席を一つ挟んだ隣で、古ふる川かわ七なの日かが足を組んでいる。


    「吸うか」と差し出された煙草の箱を、七日は首を振って断った。


    　鬼怒川は煙草を胸ポケットに仕舞い、ステージを眺めながら尋ねた。


    「悪いな、わざわざ来てもらって。お前は警察なんて嫌いだろう」


    「好き嫌いで仕事は選びません。ただこういう所は、尻しりがムズムズしますけどね」


    「ははっ。刑事と犯罪者の密会にはお誂あつらえ向きだろう。お前は警察署襲撃の容疑者だからな。お前に手を出すと協会と揉もめることになるから止められてはいるが、警察の中にはお前を良く思っていない奴の方が多い。ま、明日になれば人員も減るはずだ。祈き祷とう士し様が来てるからな」


    「……じゃ明日呼んでくれよ」


    　しばらく二人して、ポールに体を絡ませる女性を眺めた。女性が太い分、ポールの細さが引き立たされる。しかしポールを引き立ててどうする、と七日は思う。


    　たった一人で踊るステージは、やけに広く感じられた。


    　鬼き怒ぬ川がわが短くなった煙草たばこを床に落とし、靴底で火を擦すり消した。


    「……鰯いわし水みずを覚えているか。お前が銃を撃たせた若い刑事だ。眼鏡めがねで生き真ま面じ目めな奴。この間、マガツカミに喰くわれて死んだ」


    「らしいですね」


    「エッグマン事件の時にな。現場のエレベーターでマガツカミと遭遇したんだ。至る所が噛かみちぎられていてな。酷むごい死体だった。戦場で砲弾食らったバラバラ死体を思い出したよ」


    「……」


    「まあ、あれからな。俺なりにいろいろ調べてみたんだ。マガツカミについて。文献を漁あさり、今まで起こった事件の記録を調べた。だが知れば知るほどわからなくなる。奴らの殺人には理由がない。怨えん恨こんも動機も執しゆう着ちやくもない。人はただ運悪く神に遭遇し、為なす術すべなく喰われるだけだ」


    　何なんだ、あいつらは。鬼怒川はそう付け加え、新たに煙草を咥くわえマッチを擦る。暗がりがポッと明るくなり、マッチが振られ消された後に、一筋の煙が立ち上る。


    「奴らは、人の想いから生まれるそうじゃないか。ってことは何だ。人がこの世に存在する限り、奴らも生まれ続けるのか。何の因果だ。人は罰を受けているのか？　生き続けることが、そんなに悪いことなのか？」


    　鬼怒川の言葉には、かつて会った時の強気な調子はなく、どこかやるせなさが含まれている。


    　深く座席に腰掛ける七なの日かは腹の上で手を組んだまま、ステージを見つめ続ける。


    「……あんたが知りたいのは、マガツカミとは何か、じゃなくて。自分の部下は、なぜ喰われなくてはいけなかったのか、でしょう。残念だけど、俺はあんたの望む回答を持っていない。あの時、運悪くエレベーターに乗っていたから。マガツカミに抵抗する力を持っていなかったから。それだけですよ」


    「……。そうか」


    　二人の間に沈黙が流れる。しばらくして、鬼怒川が思い切ったように尋ねる。


    「なあ、古ふる川かわ。なぜお前は喰い神を連れているんだ」


    「それが今回の事件と関係ありますか」


    「……ねえな」


    　ステージ上で女性がチャイナドレスのジッパーを下ろし、肩を晒さらした。一ひと際きわ大きな拍手と歓声が起こり、眠っていたスーツ姿の男が顔を上げた。腕時計を確認し、慌てて出口へと駆けていく。


    「あのステージで踊ってる女な。若く見えるが、小学生になる子どもがいる」


    　鬼怒川は体を起こし、前の席の背もたれに肘ひじを置く。


    「あの女、一度薬で捕まっているんだ。俺が捕まえた。あん時はぼろぼろの状態でよ。年とし端はもいかないガキを食わせなきゃいけないんだが、どうもうまい仕事にありつけず、自じ暴ぼう自じ棄きとなったとこを悪い男に捕まって、正しい道をズレちまったそうだ」


    　ピンク色のライトを浴び、女性はもったいつけるようにゆっくりと、ドレスを脱いでいく。


    「出てきたのは最近だ。子どもに会うことを勧めたんだがな、今のまんまじゃ怖くて会えないと言う。いつか日の当たるような仕事をして、胸を張って迎えに行くことが生きがいなんだとよ。じゃあこんなとこで踊ってないでさっさと辞めちまえばいいのに、やっぱり他に仕事がないんだと。勃たたねえよなあ、ったく。んな事情知ってるとよう」


    　鬼き怒ぬ川がわは深いため息をつき、続けた。


    「酔っ払いのじじいだとか、そこで硬くなってる学生とか見てても思うんだよ。こんな掃はき溜めみてえなとこにも一個一個人生があって、それなりに懸命に生きてんだなあってよ」


    　七なの日かは鬼怒川の横顔に視線を滑らせた。無精ひげの生はえた四角い顔が、ネオンに照らされピンク色に染まっている。


    「……俺は警察どころか、人間すべてが嫌いですけどね」


    　そう前置きをして、響き渡る音楽に言葉を重ねた。


    「それでも、喰くわれていい人間はいないと思っている。喰われなくちゃいけない人間なんていない。けど奴らにとっちゃ喰うのが本能であるのだから、人がいる限り喰い続けるのでしょう。共存はできない。喰うか斬られるかの足あ掻がき合いだ。この世に平穏なんてない」


    　ステージ上の女性がドレスを足あし下もとに落とし、男たちが手を叩たたく。


    「足掻いて足掻いて、疲れて休んで。その隙すき間まにほんの小さな安らぎを見つけて、それを幸せと呼んで自分たちを労ねぎらうんだ。悲観してはいられない。戦い続けるしかない。人間は嫌いですけどね。そうやってみっともなくがむしゃらに足掻く生き様は、わりと好きですよ」


    「……はは。俺もだ」


    　鬼怒川は再び背もたれに体を預ける。


    「相手が何であれ、戦わなきゃいけねえんだろうな。古ふる川かわ。俺はマガツカミをこの手で殺したい。部下の無念を晴らしてやりたい。協力してくれるか」


    「仕事としてなら受けましょう。そのために来たんですから」


    　その言葉に、鬼怒川は満足げに頷うなずいた。


    　ステージ上で胸を露あらわにした女性が鬼怒川の姿を見つけ、嬉うれしそうに手を振っていた。


    



    　劇場を出た二人は、口をへの字型に結び、仁に王おう立だちするちとせと出くわした。その背後から、ラティメリアが姿を現しこちらへ駆けてくる。


    「ナノ！　この、スケベぇナノ！」


    「何だ、スケベって」


    　再会の挨あい拶さつ代わりに繰り出されたハイキックを、腕を盾たてにして受ける七日。着地したラティメリアの続けざまの手刀はサーベルの鞘さやで防ぎ、同時に足払いを繰り出す。


    　足を引っ掛けられ、仰向けに倒れるラティメリアの背を、七日が抱くように支えた。ラティメリアの鼻先に近づけた顔をしかめる。


    「……っつか、何食ったらそんなニンニクくせーんだ」


    「豚骨醤しよう油ゆラーメンよ！　美お味いしかったわ！」


    　ラティメリアは七なの日かの腕からもんどり打って飛び出し、劇場入り口に掛けられたパネルに向かって走った。


    「ちとせから聞いたわ！　ここ、スケベぇな劇場なんでしょ？」


    　パンパンと叩たたくのは、先ほどの女性が艶なまめかしいポーズを取る、卑ひ猥わいなポスターである。ただし写真は古いものなのか、写る女性はスレンダーで、詐さ欺ぎに近いものを感じたが。


    「おっぱい見たの？」


    「見たけど」


    「スケベぇ！」


    　何が可お笑かしいのか、ラティメリアはショルダーバッグごとウミネコを抱き寄せて、キャッキャと笑う。


    　一方でちとせは、鬼き怒ぬ川がわに詰め寄っていた。


    「古ふる川かわさんを雇って捜査を続けるつもりだったんですね。どうして私に言ってくれないんです」


    「個人的にやってることだ。お前には関係ない。帰れ」


    「関係ないことありませんっ。私だって、今は鬼怒川さんの部下なんですから」


    「いらねえよ、部下なんて」


    「どうして？　私じゃ力不足ですか？　私が女だからですか」


    「うるせえなあ」


    　困ったように頭を掻かく鬼怒川。しかしちとせよりも、向こうから聞こえるラティメリアの声の方がうるさかったりする。


    「ねえナノ。私も見たいんだけど！」


    「お前が見たって楽しめねえと思うけどな」


    「ナノは知らないんだわ。私がどれだけおっぱいを好きかっ」


    「知る由よしもねえわ」


    　ラティメリアは七日への要求を諦あきらめ、ちとせに向かって駆けた。鬼怒川と相対するちとせに抱きつき、ずるずると劇場の方へ引きずっていく。


    「ちとせ、私たちも行こう！　おっぱいを見なきゃ」


    　ちとせは引きずられながらも、鬼怒川を指差し宣言する。


    「とにかく、鬼怒川さんが帰らないなら、私も絶対に帰りませんからっ」


    　男二人を置いて、ラティメリアとちとせはストリップ劇場の入り口に消えた。しばらくして、ちとせの悲鳴が聞こえてくる。


    「きゃあっ！　待って喰くい神さん私ダメ。こう見えていやらしい系は苦手で！」


    「……あいつら、いつの間に仲良くなったんだ」


    　七なの日かはラティメリアを置いて踵きびすを返し、今晩のホテルを探しに中華街へ向かった。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　七日が中華街を訪れた翌日。ちとせとラティメリアは再び『黄金のとんこつ亭』のカウンター席に座り、遅めの昼食を取っていた。


    「んまぁいっ！」


    　麺めんをすすったラティメリアの明るい声が、緊張に満ちた店内に響き渡る。一いつ心しん不ふ乱らんに箸はしを動かす客たちの中で、一人表情豊かに食事を楽しむラティメリアは目立っていた。


    　しかしそんなラティメリアを咎とがめる者はいない。普通であればお喋しやべりに厳しい店主までもが、ちらりとラティメリアの顔を一いち瞥べつしては、硬い頬ほおを僅わずかに緩ゆるませていた。美う味まい、美味いと連呼されれば、作る側としても嬉うれしいのだろう。


    「……ねえ、素朴な疑問なんですけど」


    　山のように盛られたモヤシを掻かき分けながら、ちとせが小声で尋ねる。


    「古ふる川かわさんと喰くい神さんって、昨晩ホテルに泊まったんですよね。……同じ部屋なんですか？」


    　七日とラティメリアの関係は、情報屋であるちとせにもわかりかねている。二人のやり取りを見れば仲の悪い兄妹みたいだが、一方は人間で一方はマガツカミ。よもや恋人同士であったりするのなら、生物学、ひいては禍まがツ神かみ学においても多大なスクープとなるのだろうが、ラティメリアはそれをあっさり否定した。


    「私とサキちゃんは同じ部屋だけど、ナノは車だよ」


    「……へえ。古川さんが車なんだ……」


    「資料とかは部屋で見てるけどね。寝る時は車。一部屋しか空いてなかったから」


    「二人は、同じベッドで寝はしないんですね……」


    「寝込み襲おそわれるのをびびって、逃げてるんだよ、あいつ」


    「寝込みを、襲う……！」


    「ナノが死んだら、私が喰うって約束なの。けどあいつなかなか死なないから、もういっそ私が殺してやろうと思ってんの。一番油断するのは寝てる時でしょ？」


    「ああ。だから寝込みを襲う……」


    「でもさ。あいつ、実は寝てる時でさえ隙すきがなくて。いつも失敗しちゃう。最悪返り討ちだわ。けどいつか、必ず喰ってやるって決めてんの」


    「すごい関係ですね……」


    「ん？」


    　ラティメリアがつぶらな瞳ひとみを向けて来たので、ちとせは曖あい昧まいな笑えみを返した。


    「いえ、あの。喰くい神さんは、古ふる川かわさんの捜査について行かないんですか？」


    「行かないよ。ナノは朝早くに出てった」


    「あー……。私とおんなじですね。ついてくって言ったのに、私も置いてけぼりですよ……」


    　二人して麺めんをすする。感嘆の笑みを浮かべ、目を細める表情まで同じ。ただしちとせのどんぶりはニンニク抜きのモヤシ少なめ。対してラティメリアのどんぶりには、こんもりとモヤシの山が上乗せされてあったが。


    「捜査ってつまんないんだもん。こうしてラーメン食べてる方が、何倍も幸せだわ」


    「確かにそれは否いなめませんねえ……」


    　乙女おとめとしての罪悪感はどこへやら。止まらない食欲に身を任せ、ちとせはレンゲでスープをすくった。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　一人目の遺体が見つかったのは、中華街の裏通りだった。マガツカミに襲おそわれた場所は二人目と違えど、いくつかの共通点がある。一つは、どちらもうら若き乙女であったこと。また、中華街の付近に住んでいたこと。


    「そして二人とも、八〇キロ以上の肥満体だったってことだ」


    　鬼き怒ぬ川がわは大きく紫煙を吐きながら言った。振って火を消したマッチを、無造作に投げ捨てる。


    　七なの日かは鬼怒川に連れられ、一人目の遺体が発見された路地裏を訪れていた。華やかな表街道とは打って変わって、裏通りは高い建物に遮さえぎられ、日の光すら届かない。重ねられた室外機が羽根を回しており、表通りよりもずいぶん蒸し暑かった。


    　錆さびた鉄パイプが伸びる壁際に、花束や缶ジュースが供そなえられている。二人目の被災者は東北から夢を見て出てきた出稼ぎ労働者だったが、最初の被災者はこの街で生まれ育った大学生だった。献花された花束に交じって、学友たちからの寄せ書きが添えられている。


    　七日はその前に屈かがみ、来る前に買ってきた竜りん胆どうの花束を置いて手を合わせた。


    　背後で鬼怒川が続ける。


    「遺体の発見者は、この辺りを根城にしている浮浪者だった。明け方、根ね城じろに戻る道すがら、そこに倒れている女を見つけたということだ。腹が大きく抉えぐられてたからな、そいつが言うには、てっきり犬に食われた腐乱死体かと思ったそうだ」


    「……あんたは相変わらず不ぶ躾しつけだな」


    「ああん？」


    　七日は静かに立ち上がり、辺りを見渡した。


    「マガツカミは、必ずしも魂をすべて喰い尽くすとは限らない。ここが殺された場所である以上、被災者の悔かい恨こんや怨おん念ねんのような強い感情が、どこかに宿っていてもおかしくありませんよ。彼女への悪口も聞かれてしまう」


    「いや……。別に、俺は悪口を言ったつもりじゃ……」


    「腐乱死体と呼ばれていい気分にはならないでしょう。女性なら特にだ」


    「っ……。すまない」


    　鬼き怒ぬ川がわは煙草たばこを靴底で揉もみ消し、七なの日かと入れ替わりに屈かがんで手を合わせた。当然だが、自分の呼んだこの男もまた、元祈き祷とう士しであったことを思い出した。


    「……殺されたのは夜か。普通、若い女性が深夜この辺りを歩くことはありませんよね」


    　七日は、鬼怒川から貰もらった資料を捲めくりながら尋ねる。


    「ああ。治安は良くない。女ならまず避けるような道だろうな」


    「なら、殺されて運ばれたのか、おびき寄せられたのか……」


    「運ぶったって、そんなことができるのか？　八〇……ああ、いや、結構なぽっちゃりさんだぞ……？」


    　死者に配慮してか、鬼怒川は体重を口にせず言い換える。


    「そんなことができるマガツカミなんでしょう」


    　一件目の殺人が起きたのは一週間も前のことだ。遺体はすでに回収され、通行規制も解かれている。現場に残る手掛かりは、遺体の痕こん跡せきとともに雨で洗い流されてしまっていた。


    　鬼怒川は難しい顔をして腕を組む。


    「何かわかるか」


    「……そうですね。人目を避けてこの場所を選んだのなら、それだけ知能の高いマガツカミなんでしょう。場所が選べるなら、喰くう相手も選べるはずだ。選えり好みしている」


    「……くそが。やっぱ肉付きのいい子を狙ねらって……？」


    「加えて若く、器量好よしを、ってとこですかね」


    　七日は、一人目の被災者の顔写真の載ったページを捲った。カメラに向かってピースする被災者の笑顔は、まだあどけなかった。


    



    「食べるのが本当に大好きな子で……」


    　一件目の被災者の住んでいた家は、中華街の裏手にある一軒家だった。七日と鬼怒川を迎え入れた母親は、座卓を挟んで膝ひざを曲げ、涙ながらに思い出を語った。


    「中華街が近くにあるからでしょうかね。よく夕食前に買い食いして、叱しかったもんです」


    　懐古して微ほほ笑えむ母親は、心労からかずいぶんとやつれていた。


    「娘さんの部屋を見せていただけますか」


    　七日が言って、通された部屋は被災者が死んでからも手付かずのまま。勉強机の上に、参考書や雑誌が散らばっている。


    　三面鏡の台の上、化粧品と並ぶ子豚の置物は、指でつつくと頭がふるふると震ふるえた。置物のそばにあった写真立てには、友人たちと写る被災者の写真が飾られている。


    「……これはいつの写真ですか」


    　母親に尋ねると、今年の夏休みに大学の友人たちと旅行に行った時のものだという。その写真に写る被災者は、七なの日かの持つ資料と比べて見違えるほど、痩やせていた。


    「つい最近までは細かったのにねえ。夏休みの間で急に丸くなりだして……」


    　母親は眉まゆ尻じりを下げて、またも寂しそうに微ほほ笑えんだ。


    



    「毎度毎度やりきれねえんだよな、こういうのは」


    　二人は母親に礼を言い、被災者の家を後にした。


    　門を出てすぐに、鬼き怒ぬ川がわは煙草たばこに火をつける。


    「被害者の家族に会うのが一番辛つれえんだ。気丈に振る舞う親御さんから根掘り葉掘り訊きかなきゃいけねえのによう、こっちも気張んなきゃ言葉に詰まっちまうぜ」


    　先を歩く鬼怒川がふと足を止めた。


    　金きん木もく犀せいの花咲く生け垣のそばで、サーベルを携たずさえる双子の祈き祷とう士しと鉢合わせする。


    「おや。まだこの街にいらしたのですか」


    「邪魔なのでお帰り願ったはずですよね」


    　双子は表情一つ変えず、平板な口調で言葉を連ねる。


    　鬼怒川は舌打ちし、露ろ骨こつに嫌な顔をした。


    「もう少しいさせてくれねえか。あんたらの邪魔はしないようにするから──」


    　しかし双子の片割れが目を丸くしているのに気づき、怪け訝げんに眉まゆ根ねを寄せた。「ああん？」とその視線を追って振り返るが、そこには仏ぶつ頂ちよう面づらの七日しかいない。


    「……そんな。まさか……ふ、古ふる川かわ七日……？」


    「古川七日？」ともう一方もまた目を見張る。「あの、堕おちた闇やみの祈祷士の……!?」


    　七日はその仏頂面を、さらに不機嫌に歪ゆがませて言った。


    「……それ誰が言ってんの、マジで」


    　七日の姿を見つけて、双子のまとう空気は一変した。ピンと胸を張った凜り々りしい姿はどこへやら、鬼怒川を押し退のけ七日の元へ駆け寄る姿は、憧れの人を前にした女学生のそれだ。


    「オ、オハッ……！」と一度しゃっくりのように声を裏返し、胸に手を当てて七日を見上げる。


    「お初にっ、お目にかかります。鏡かがみ炎えん華かと申しますっ」


    　一人が言うと、もう一人が自己紹介を重ねる。


    「鏡氷ひよう華かと申しますっ」


    「火っぽいのが私、炎華で、こっちの水っぽいのが氷華で──」


    「やめてよ、炎華っ！　水っぽいって言わないで。私、ビチャビチャしてるみたいじゃない」


    「いいじゃん覚えやすくて。こっちがビチャビチャの氷華で、私が──」


    「ボウボウの炎えん華かです」


    「ボーボーって言うな！　何だか嫌いやな響きっ」


    「だって、炎華がビチャビチャって言うんだもん」


    　呆ぼう然ぜんとする七なの日かの前で、二人は口くち喧げん嘩かを始めてしまった。


    「わかりましたか!?」と二人から同時に尋ねられ、「いやわからん」と小首を傾かしげる。


    　氷ひよう華かが手帳とペンを握り、もじもじと身を揺すっていた。


    「あの、もし良かったらでいいんですが、サインを……」


    　すると炎華も「あ、ずるい、私も」と内ポケットに手を入れ、手帳を取り出す。


    「サイン……？　何の？」


    「私たち、第零ぜろ三さん祈き祷とう部隊に──六りつ花か隊たいに憧れてて、特に〝大おお坂さか雪ゆき生お〟が好きで──〝大坂雪生〟に憧れて祈祷士になったっていうか──」


    「あ、もちろん〝紙し燭しよく龍りゆう之の介すけ〟も〝古ふる川かわ七日〟も好きですけど……！」


    「……ユキオって書こうか？」


    「え、すごい！　〝古川七日〟が書いた〝大坂雪生〟のサイン！　激レアです！」


    「……いいんだ」


    　目を輝かせた氷華は、〝ユキオ〟と適当に書かれた手帳を抱き締め、小こ躍おどりする。しかし鬼き怒ぬ川がわが「何だあんたら、こいつのファンなのか？」と声を掛けると、すっと表情を硬化させた。
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    「あら。まだいらしたのですか？　いい加減、消えてもらえません？」


    「温度差すげえな……！　風か邪ぜひくぞ、おい」


    　炎えん華かが七なの日かに手帳を渡しながら尋ねる。


    「古ふる川かわさんは、どうしてこの中華街へいらしたのですか？　観光？」


    「仕事だよ。このおっさんの手伝い」


    「え……。なんてこと！　じゃあ、警察のっ。マガツカミ課の味方なんですか!?」


    　炎華は跳ね退のき、身構えた。氷ひよう華かもまた、一転して七日に怪け訝げんな視線を向ける。


    「……警察の味方をするなんて。幻滅です……！」


    「どちらの味方でもねえよ。人喰くうマガツカミがこの街にいるなら、そりゃ斬ってやりてえなって、それだけさ」


    「……わかりました。でも、負けませんから。元六りつ花か隊が相手だとしても、私たちが手を抜くことはありません」


    「当然だ。こっちは戦うつもりもないから、得た情報は渡す。持っていけ」


    「……？　どうして」


    「戦う理由がないからだろ。俺たちの敵はマガツカミだ。違うか？」


    　言って七日は手帳にペンを挟んで閉じ、炎華に差し出した。双子は顔を見合わせて、警戒を解く。炎華は七日の差し出した手帳を受け取り「……ありがとうございます」とうつむいた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　七日が中華街を訪れてから三日目の夜。ちとせとラティメリアは、『黄金のとんこつ亭』の前に伸びる行列の中にいた。


    「……そろそろ、挑戦する時期かもしれないわ」


    　ラティメリアが腕を組み、深刻な顔でつぶやく。ちとせが大おお袈げ裟さに驚いた。


    「まさか喰い神さん……。〝黄金の豚骨醤しよう油ゆラーメン〟に挑むつもり？」


    『黄金のとんこつ亭』には、知る人ぞ知る隠れメニューが存在する。それが従来のラーメンの三倍のボリュームを誇る〝黄金の豚骨醤油ラーメン〟である。


    「だって、私、とんこつ君人形が欲しいの。ちとせだって欲しいでしょ？」


    〝黄金の豚骨醤油ラーメン〟を完食した者にのみ与えられる黄金のとんこつ君人形。


    　それは飾って楽しめるだけでなく、店に持参すればチャーシューのトッピングが無料となる効果を持っていた。


    「もちろん、とんこつ亭フリークとしては欲しいけど……。けど三倍ですよ？　まだ私たちには早いんじゃないかなあ……」


    「確かに食べきれば無料だけど、失敗すれば価格も三倍ってのは痛いね……。中華街に来てから、お小遣いの減りがハンパないよ。けどだからこそ、チャーシュートッピング無料ってのはどうしても欲しいとこなの」


    「うーん……。迷うところですね……」


    　真剣な顔をしたあとで、二人はそろって笑い出す。


    



    　ラティメリアとちとせが、キャッキャうふふとガールズトークを楽しんでいる頃。


    　七なの日かは借りたホテルのソファーに座り、ローテーブルに資料を広げていた。


    　一件目の女子大学生と、二件目のウエイトレス。彼女らがマガツカミに喰くわれたのだとすれば。空あいた日付の間隔から、そろそろマガツカミが動き出し、新たな犠牲者が発生してもおかしくはない。死体を貯蔵などしない手口を見れば、腹を空すかせたマガツカミが、獲物を探して街へ繰り出す頃合いかもしれない。


    　しかし、未いまだその〝マガツカミ〟に関する手掛かりを見つけられずにいる。


    　気持ちばかりが急せいて、七日はソファーに深く腰かけた。埃ほこりっぽい安物のソファーは、剥はげて中のスポンジが剥むき出しとなっていた。バネが腰に当たって痛い。


    　手にした一枚の写真を、間接照明が淡く照らす。ピースする被災者の変わらない笑顔が、七日をじっと見つめている。


    「……あんたは、なぜ狙ねらわれたんだ……？」


    　ふっくらと丸みを帯びた、あどけない笑顔に尋ねる、なぜマガツカミは太った女性を狙うのか。単純に美お味いしそうだからか。大食漢のマガツカミなのか──。


    　七日は大きく息をつき、写真をローテーブルの上に戻す。


    　立ち上がり、ビニール袋から月げつ餅ぺいを一つ取り出した。アヒルの卵の黄身と、餡あんこがぎっしり詰まった饅まん頭じゆうは、中華街で大量に買ってきたものだ。ここ三日間の七日の夕食であった。


    　窓台に腰掛け、磨すりガラスを開ける。


    　空気のこもった部屋に夜風が吹き込み、七日の前髪を揺らした。


    　最上階である部屋の窓からは、中華街が見渡せた。夜にこそ活気づく街並みの印象は、上から見下ろしても変わらない。至る所で煌こう々こうとネオンが輝き、観光客の雑踏や、呼び子たちの明るい声が騒々しく響き渡る。


    　月餅をかじりながら、七日は黄色い看板を掲げたとある飲食店を見下ろした。派手な装飾の中華街にあって、一軒だけ質素なラーメン店。それでいてどの店よりも長い行列を作っていて、どんな派手な看板よりも目立っている。


    　ラティメリアがその味にハマり、最近はあの店にばかり食べに行っていると聞いた。見れば行列の中に紫色のフード姿がある。その隣には、ちとせの姿もあった。何とも仲なか睦むつまじい様子である。


    　遠くでパトカーのサイレンが鳴っていた。


    　マガツカミが肥満体を狙ねらうのであれば、先に対象となる人間を絞って警護するべきではあるが、この街はあまりにも肥満が多い。現に眼下に並ぶ人たちの半数以上が、ふくよかなシルエットをしていた。


    　しかしこのまま部屋にこもっていても埒らちが明かない。ラティメリアを連れて中華街でも巡回しようかと、七なの日かは残りの月げつ餅ぺいを口に押し込み頬ほおを膨ふくらませた。


    　部屋の電話がけたたましく鳴り響いたのは、スーツの上着を手にしたその時だった。


    『お電話が入っております。緊急ですって』


    　電話口の受付係がそう言って、繋つなげた相手は鬼き怒ぬ川がわだった。


    『古ふる川かわ。すぐに出てこられるか。三人目の被害者が出たぞ──』


    　鬼怒川の息は荒かった。その声が、僅わずかに震ふるえている。


    『襲おそわれたのは……覚えているだろう、お前も知っている。あの劇場で踊っていた女だ──』


    　窓の外から聞こえるサイレンが、数を増していた。


    



    　三人目の被災者が見つかった場所は、またも路地裏の一角だった。


    　七日が駆けつけた時、狭い路地への入り口は、警察官と多くの野次馬たちでごった返していた。次々と集つどうパトカーが回転灯を灯ともし、中華街を赤く照らしている。


    　すでに規制線が張られていたが、七日は鬼怒川の手引きで現場へと立ち入ることができた。


    　路地裏に街灯はなかったが、警察官の持ち込んだスタンドライトで辺りは白く眩まぶしく照らされている。


    　足を踏み入れてすぐに、焦こげ臭さが鼻をついた。見上げたビルの壁一面に、黒く焼け焦げたタイヤ痕あとのようなものが残っている。


    「……火でも吹くのか？　今回のマガツカミは……」


    「いえ、それは炎えん華かの祈き祷とう術じゆつです」


    　聞こえた声に振り返れば、例の双子の祈祷士が立っている。炎華は青ざめてパトカーに背をもたせており、そのそばに氷ひよう華かが寄り添っていた。


    　氷華は炎華の腕に手を添えながら、七日に説明する。


    「私たちは手分けして中華街を巡回していました。炎華は路上で悲鳴を聞いて駆けつけたそうです。その時、被災者はマガツカミによって袋に詰められているところだった──」


    　マガツカミが被災者を担いで運ぶのを、炎華は息を潜ひそめて尾行した。祈き祷とう士しは基本的に一人では戦わない。連絡した氷華の到着を待ちながら、マガツカミを見失わないよう後を追っていたのだ。


    　しかしマガツカミはこの路地裏に差しかかった時、いよいよ被災者の捕食を始めたのだという。炎華は居ても立ってもいられず、氷華が来る前にサーベルを抜いたのだ。


    　炎華は七日に頭こうべを垂れたまま、制服の袖そで口ぐちを握り締める。


    「……すみません。それで結局……逃げられてしまいました。炎じゃ捕まえられなかった。氷ひよう華かの使う氷だったら、凍らせて足止めくらいはできてたはずなのに──」


    「何で謝る。そこは誇っていいところだろ。お前は、人一人救ったんだから」


    　被災者は擦すり傷を負いはしたものの、喰くわれてはいなかった。


    　炎えん華かが彼女を守り立ち回ったことで、その命は救われていた。


    「けど、悔しい……！　ちゃんと私が斬っておけば、これ以上被災者は増えないのに」


    　顔を上げた炎華が表情を歪ゆがめるのを見て、七なの日かは少し笑う。


    「その意気で次の犠牲者が出るまでに斬ればいい。で、戦ったんなら、何のマガツカミかわかったか？」


    「能力は……依より代しろはわかりませんでした……。けど姿は見ました。豚です」


    「豚？」


    「はい。身長は一〇〇から一三〇センチ程度。全体的にぽってりとしていて、なのにすばしっこくて……。あれは、二本足で歩く子豚でした──」


    



    　襲おそわれた被災者は警察に保護されているということだったので、七日と鬼き怒ぬ川がわは現場を後にし、交番へ向かった。鬼怒川が姿を見せるや否いなや、涙で化粧を崩した女性が立ち上がり、腕を伸ばして駆け寄った。


    「キヌさああんっ！」


    　鬼怒川の首に腕を回し、「怖かったよう」と泣き喚わめく。


    「おうおう、よく生きてたな」


    　鬼怒川は、胸に飛び込んできた女性の頭に手を添える。


    「死ねるわけないじゃない。あの子に会うまでは私、絶対に死ねないわっ」


    「ああそうだな。じゃお前はもっと痩やせろ。そんなムチムチと美う味まそうな肉付きしてるから狙ねらわれるんだ。客も増えると思うぞ」


    「わかってないのね、キヌさんは。今の方が評判いいんだから」


    　ちなみにこの女性、源氏名をミス・マリーゴールドという。ずいぶんと太い花だと七日は思ったが、言える空気ではないので黙っておいた。抱き合う二人を素通りし、デスクの向こうに座る刑事を見やる。ミス・マリーゴールドの事情聴取を行っていたのは、スーツ姿のちとせであった。


    「……何でここにいんの」


    「当然、お仕事のためです。マガツカミ課としてのね！」


    　ちとせは座ったまま胸を張り、澄まして言った。


    「ラティメリアとラーメン店で並んでなかったっけ？」


    「通り過ぎるパトカーの数が尋常じゃなかったんで、列を抜けて来たんですよ。鬼怒川さん、私には何の情報もくれないんだから。古ふる川かわさんにばかり頼ってさ！」


    「ふうん」


    　七なの日かは、足あし下もとにあるハンドバッグに視線を落とした。ミス・マリーゴールドが立ち上がった際に落としたものだ。その開き口から中身がこぼれ散らばっている。


    　ふと目を留めて、拾ったのは子豚の置物だった。


    「これは……？」


    　ぽってりと腹を出した子豚の人形。小脇にラーメンどんぶりを抱えている。胴体と頭はバネで繋つながっていて、指でつつくと、豚は目め尻じりの下がった満面の笑みを左右に揺らした。


    　鬼き怒ぬ川がわがちとせに気づき、声を荒らげる。


    「こら亥いの鼻はな、お前まだ帰ってなかったのか──お？　何だそりゃ古川」


    　鬼怒川は七日から置物を取り上げ、頭をつついて震ふるわせる。


    「どっかで見たことあるぞ。……一件目の被災者の棚にあったか……？」


    「二件目の被災者宅にもあったな……」


    「あ。それ〝黄金のとんこつ君人形〟じゃないですか」


    　七日と鬼怒川の間で、口を挟んだのはちとせだった。鬼怒川が目を眇すがめて置物を眺める。


    「黄金？　一体全体どこが金だってんだ」


    「それを貰もらえるお店の名前が『黄金のとんこつ亭』なんですよ。ご存じありません？　中華街にあるラーメン屋さん」


    「さあな」


    　情報屋としてのスイッチが入ったのか、ちとせは「では──」と咳せき払ばらいを一つ。


    「ご説明いたしましょう。『黄金のとんこつ亭』は、戦前から続く歴史あるラーメン店です。まあでも小さな店舗で、そのせいかこの夏に一度閉店しかけたのだとか。そこで店主が新たなラーメンを生み出しまして。それが奇跡的に美う味まい〝豚骨醤しよう油ゆラーメン〟なんです！」


    　好きなものを語る人間の声は跳ねる。ちとせは嬉うれしそうに微ほほ笑えんだ。


    「どれだけ奇跡的かというと、そのラーメン、いつまでも経たっても腐くさらない、なんて噂うわさもあるんですよ。人気の高さは、店の前の行列を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんといったところなのです」


    「その店が、この置物を配ってんのか？」


    　先を促す鬼怒川に、ちとせは微笑みを返す。


    「タダではありませんよ？　『黄金のとんこつ亭』には隠れメニューがあるのです。通常のラーメンの三倍の量の〝黄金の豚骨醤油ラーメン〟です。挑戦メニューなんですよ。制限時間内に食べきれば、そのお支払いが免除されるだけでなく、その黄金のとんこつ君人形を貰えるのです。それを持参すれば、無料でチャーシューがトッピングされるんですよ」


    　七日が豊満な女性へと振り返る。


    「マリーゴールドさんはつまり、その挑戦メニューを食べきったんですね。いつです？」


    「今日のお昼よ。お腹なかが空すいてたから、いけるかなって……。いけたの」


    「すごいです！　女性であれを食べきれる人は、ほとんどいないって聞きますよ」


    　らんらんと目を輝かせるちとせだが、男二人は神妙な面おも持もち。


    　他の被害者二名も同じ人形を持っていたということは、彼女たちもまた、ミス・マリーゴールドと同じように挑戦メニューを完食した可能性が高い。


    「……そのメニューは、誰でも注文できるのか」


    「食券の自販機にありますので、知っていれば誰でも頼めると思います。けど、挑戦者はあまりいませんね。量が多いし、あのお店の空気って残すことを許さないし。ペナルティもある。それなりの覚悟が必要だと思います」


    「被害者は皆、〝それなりの覚悟〟を持った店の常連客だったってことか。そのラーメン、この夏から出し始めたんだよな」


    　バラバラだった情報が、自然と組み上がっていく。


    　最近過剰に太り、ウェイトレスの制服が着られなくなった一人目の被災者。


    　今年の夏休みを境に、急激に太りだした二人目の被災者。


    　そして劇場の表にある写真とは、別人のように太ってしまった三人目の被災者、ミス・マリーゴールド。


    　この街には肥満が多い。ホテルの部屋から見下ろした、『黄金のとんこつ亭』に並ぶ行列を思い返す。その半数以上が、肥えた肥満体であった行列──。


    「……太っている女を狙ねらったんじゃない。女を太らせて、喰くっていたのか」


    　太った者たちの大行列。あれは、肥満体だから脂っこいラーメンを求めていたわけではなかった。逆だ。脂っこいラーメンの虜とりこになったから、肥満体になったのだ。


    　そして豚の姿をしたマガツカミは、客の中から女を狙って襲おそっている。


    「『黄金のとんこつ亭』だ。マガツカミはそこにいる」


    「確かなのか、古ふる川かわ」


    　尋ねる鬼き怒ぬ川がわに、七なの日かは「さてね」と答える。


    「確かなことなんてありませんけどね。可能性はすこぶる高い。俺は行きますよ」


    「え、え……？」と戸惑うのはちとせである。


    「まさか、マガツカミなんて……あり得ませんよ、あんなにいい店なのに」


    　ちとせへと振り返った二人が、ぴたりと足を止めた。


    　二つの視線が、ちとせの全身をなめ回すように見つめる。


    「何ですか……？」


    「お前……。太ってないか……？」


    　顎あごは緩ゆるやかなカーブを描いて湾わん曲きよくし、頬ほおはふっくらと膨ふくらんでいる。スレンダーであったはずの体型が丸みを帯び、小ぶりな胸は、ピチピチのスーツに押さえつけられていた。タイトスカートから伸びる黒のタイツが、むちむちとした太ももで張り、色が薄くなっている。


    　鬼き怒ぬ川がわは目を剥むいた。


    「この街に来る前はそんなんじゃなかったよな？　お前……いつの間に？」


    「嘘うそ。そんなに？　最近はちょっと、ラーメン食べすぎてやばいかなあとは思ってたけど」


    「やばいどころじゃねえぞ。お前、一回転してみろ」


    　よちよちと三六〇度回転してみせるちとせ。その姿を見て、鬼怒川はいよいよ笑い出した。


    「はっは。肥えたなあ……！　立派なケツになったじゃねえか」


    「セッ、セクハラです！」


    　しかし七なの日かは笑わない。


    「……三日でそれはあまりに異常だ……」


    「異常!?　なんて言われようなの」


    　涙目になるちとせを置いて、七日と鬼怒川は交番を出る。


    「……鬼怒川のおっさん。言い直していいですかね」


    「おう。何をだ」


    「確かです。『黄金のとんこつ亭』にマガツカミはいる。一〇〇％だ」


    「ま、待って、私も行きますっ」


    　慌てて二人を追いかけようとしたちとせの腹で、ポインとボタンが弾けて飛んだ。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　ちとせが行列を外れてしまったので、ラティメリアは一人で店内へと入った。食券を買い、空いたカウンター席に座るまでの流れは手慣れたものだ。七日と中華街を訪れてから、食事時は必ずここ『黄金のとんこつ亭』を訪れるようになった。昼食と夕食。毎日欠かさず、二食は食べている。


    　七日が捜査をしている間中、中華街をぶらぶらし、買い食いしてはとんこつ亭に寄る。ラティメリアもまたちとせに負けず劣らず、肥えていた。


    「うふふ。ぅんまあいっ！」


    　脂で艶つやめく唇くちびるをＶの字に曲げて、ラティメリアは頬ほおに手を添える。毎日飽きもせず足あし繁しげく通い、美う味まい美味いと連呼するラティメリアは、店の名物になりつつあった。列に並べば「お、また来てるね」などと常連に声を掛けられる。「あの子がいるよ、ラッキー」と囁ささやく声が聞こえたこともあった。ラティメリアが「美味い」を繰り出すと、その笑顔を見た皆が皆、ほっこりと顔をほころばせる。緊張感の漂っていた店内に花が咲き、他の客の箸はしも進む。


    　寡か黙もくな店主もそれを歓迎しているようで、ラティメリアに出されるラーメンには、いつからかチャーシューが一枚おまけされるようになっていた。


    　ちゅるりん、と麺めんをすすり満足げに微ほほ笑えむラティメリア。隣の席でラーメンが出されるのを待つ青年が、頬ほお杖づえをついてラティメリアを見つめていた。


    「ずいぶんと美お味いしそうに食べるんだね、君は」


    「ん？」


    　声を掛けられて、ラティメリアは箸はしを止める。撫なで肩で線が細く、ずいぶんと柔和な優やさ男おとこである。袖そでを捲まくった白いシャツ。外に跳ねたくせっ毛の陰で目を細め、ニコニコと笑っている。


    「当然じゃない。美味しいものを食べてるんだから、険しい顔することの方が難しいわ」


    「なるほど確かに。その通りだ」


    　訝いぶかしむラティメリアに、頬杖をつく青年は小さく頷うなずいた。


    　店主から無料トッピングの有無を訊きかれ、「無しで」と答えた青年は、割り箸を割った。一本だけつまみ上げた麺を口に運び、それからレンゲを沈めてスープをすくった。レンゲにすくわれた黄金のスープは、油でテラテラと煌きらめいていた。


    　ラティメリアはズビズビ麺をすすりながら、横目に青年の食事を覗のぞき見る。七日に負けず劣らずの細さである。不健康そうなその体のどこに、こってりとしたボリューム満点のラーメンが収まるのだろうか。


    「うん。美味しい」


    　青年は笑みを崩さないままそう言って、どんぶりの下に敷かれた平皿に、レンゲを置いた。


    「閉店の危機を受けて、店主が死にものぐるいで生み出した豚骨醤しよう油ゆラーメンか。ずいぶんと気持ちがこもっているんだろうね。けれどこれはあまり、食べ過ぎない方がいい」


    「……？　それ私に言ってる？」


    　青年はラティメリアにだけ聞こえるよう、囁くように続ける。


    「危機は時に鬼き気きを生む。追い詰められた感情は、マガツカミをも発生させるんだよ。このスープは腐くさらない、なんて噂うわさを聞いたけれど。君はそれを信じているかい」


    「どうでもいいわ。腐ろうが腐れまいが、その前に食べちゃうもの」


    「妙な噂があるもんだね。さすがに腐らないラーメンなんてないだろうけど、ただ店主がこの夏に生み出した一杯目のラーメンは、未いまだ腐らずどこかに隠されているのかもしれない」


    「へえ？」


    「恐らくそれが、依より代しろだね」


    　ラティメリアは不愉快に思い眉まゆ根ねを寄せる。この優男が何を言っているのかわからないが、自分の好きなラーメンを否定されているのは確かなようだ。


    「古ふる川かわもすぐに気づくだろう。一体どう出るのかな……？」


    「ナノを知ってるの？」


    「少しね。ふふ。彼のことだ、きっと君を囮おとりに使うに違いない。喰くい神さん──」


    　青年は箸を置いて立ち上がり、温厚な微笑みをラティメリアに向ける。


    「もしも苦しくなったなら、〝ドレスアップ〟をしてごらん」


    　ただそれだけを言って、ラティメリアに背を向ける。青年は七なの日かのことだけでなく、ラティメリアが喰くい神であることや、その能力までも知っているようだった。


    　事情を飲み込めないラティメリアは、きょとんとしたまま。店を出ていく青年の背中を黙って見送る。青年の座っていたテーブルには、モヤシたっぷりの〝豚骨醤しよう油ゆラーメン〟がほとんど手つかずのまま、残されていた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「ぷはー。今日も美お味いしかったわっ！」


    　店を出た軒先で、ラティメリアは感嘆の声を上げる。その肩に提さげたショルダーバッグから、「みゃ」とウミネコが顔を出した。


    「サキちゃんも我慢できるようになったね。仕方ないのよ。飲食店というところは動物禁止なんだから。けど、はい。今日もちゃんと残しといてあげたわ」


    　ラティメリアは、ポケットからティッシュにくるんだチャーシューの欠片かけらを取り出す。


    　アスファルトに広げたチャーシューを啄ついばむウミネコ。ラティメリアはそのそばに屈かがみ込む。


    「サキちゃん、ちょっと太った？　こんな美味しいチャーシュー食べてるんだもん。きっと君も美味しくなってるね。うふふ。そろそろ食べ頃かしら……？」


    　ウミネコの額を指先で撫なでながら、にやけるラティメリアはふいに「あ」と顔を上げた。


    「烏ウー龍ロン茶ちや飲んでないわ！　また忘れるところだった」


    　ウミネコを入れていたショルダーバッグから、烏龍茶を取り出す。腰を曲げたままのラティメリアはつぶやいた。


    「おかしいわ……。何だか最近、しゃがむのが苦しいような……」


    「ラティメリア！」


    　背後に七日の声がして、ラティメリアは立ち上がった。


    　七日の後ろに、鬼き怒ぬ川がわとちとせも駆けてくる。


    「お前……何てこった……」


    　七日はラティメリアの全身を眺め、悲痛に顔を歪ゆがませた。


    「……すまない。事件にかかりっきりで、気づいてやれなかった……」


    　鬼怒川とちとせもまた、ラティメリアを見て表情を曇らせた。


    「こいつあ、ひでえな……」


    「言われてみると、ホントだ……。私なんて毎日一緒にラーメン食べてたのに気づきませんでした」


    「え、何？　何なの。怖いんだけど。私の顔に何かついてる？」


    　三人の言葉に、ぽっちゃりラティメリアは怯おびえる。ちとせが前に出た。


    「……喰くい神さん……。私たち、ラーメン食べすぎちゃったみたい……。その、私が言うのも何だけど、少しね？　……ううん、少しじゃない。かなり。かなり太っちゃってます。喰い神さん」


    「へえ……？」


    　目を丸くしたラティメリアは、何だそんなことかと言わんばかりに顔を明るくした。


    「太る？　ぶふうっ。ちとせ、この喰い神が太るなんてあり得ないわっ！」


    　腰に手を当て仁に王おう立だちするラティメリア。しかし胸を張ったことで、シャツの裾すそからぽってりと腹の肉がはみ出る。スカートから伸びる足はむちむちと太く、フードで覆おおった顔からはアゴが消えていた。


    「ほら。ちゃんと烏ウー龍ロン茶ちやも飲んでるしね！」


    　得意げに烏龍茶を前に出すラティメリア。


    　ちとせは口に手を当てて、その姿から目を逸そらす。


    「うう……。ごめんなさい喰い神さんっ……！　烏龍茶意味なかったみたい……！」


    「……？　ちとせ、何で泣くの？」


    　戸惑うラティメリアの肩に、七なの日かが手を添えた。


    「そうだな。お前は太ってない。喰い神だしな。喰い神が食って太るわけねえしな」


    　妙だ。今日は七日がやけに優しい。


    「よし、お前、挑戦しろ。〝黄金の豚骨醤しよう油ゆラーメン〟だ。金は心配するな。奢おごってやるから」


    「……え？　今から？」


    



    　かくして。ラティメリアは再び『黄金のとんこつ亭』に入店することとなった。


    　夕食時のピークを過ぎていたため、比較的早く入店することができた。ラティメリアはカウンター席にちとせと並んで座る。目の前に置かれたのは、通常の三倍のボリュームを誇る挑戦メニュー〝黄金の豚骨醤油ラーメン〟である。


    「……ねえナノ？　私、食べたばかりなんだけど……？」


    　そばに立つ七日を見上げ、ラティメリアは訴える。七日はその餅もちのように柔らかな頬ほおを両手で挟み、ラティメリアを元気づけた。


    「喰い神が食わないでどうする。大丈夫だ、お前ならできるさ」


    「いつもそんなこと言わないじゃん。今日なんか変じゃない？」


    　頬を潰つぶされ、唇くちびるを尖とがらせたラティメリアは疑いの眼まな差ざしで七日を見返す。


    「頑張りましょう喰い神さん。私も頑張って食べるから！」


    　隣の席では、ちとせがガッツポーズを取っている。


    「……なあ、ホントに大丈夫なのか？　こいつらに食わせて」


    　カウンターに座る二人の背後で、鬼き怒ぬ川がわが七なの日かに耳打ちした。


    「太った原因はそのラーメンにあるんだろ……？　これ以上食べたらお腹なかが膨ふくれて破裂、なんてことにはなりゃせんかね……？」


    「二件の遺体は外側からかじられていたでしょう。破裂する仕様なら、ミス・マリーゴールドはとっくに死んでるさ。マガツカミは彼女を食べ損そこない、腹を空すかせているはずだ。ここで目立てば、きっとすぐにターゲットとして選んでくれる」


    　七日は、ラティメリアを囮おとりにする。


    「何。あいつはすでに肥満体なんだ。あと数キロ肥こえようが、デブはデブ。毒を食らわば皿まで、ですよ」


    「……悪い顔してんな、お前……。しかしなにも亥いの鼻はなまで挑戦しなくても……」


    　するとちとせは顎あごを上げ、椅い子すに座ったまま鬼怒川を見上げる。


    「心配ご無用です！　私だってお役に立てるってこと、証明したいんです。何だか今日はすごく食べられそうな気がする。夕ご飯、食べ損ねてたし……！」


    　山盛りモヤシを前にして、ちとせはじゅるりと滴したたる涎よだれを手の甲で拭ぬぐう。


    「こいつはただの中毒者だな……」


    　どんぶりの大きさは通常の一・五倍。麺めんの量は三倍。高々と盛られたモヤシは、山の如くそびえ立つ。これを二〇分以内で完食しなくてはいけない。そのルールは女性に対しても、容赦なく課せられる。


    「はい、行くよー」と店主が、カウンターに置き時計を置いた。二〇分後にアラームが鳴るようセットされ、スタートの合図でボタンが押される。


    「いただきます！」


    　割り箸ばしを割った二人は、意を決して〝黄金の豚骨醤しよう油ゆラーメン〟に挑んだ。ちとせはモヤシを掻かき分けて麺をつまみ、ラティメリアはチャーシューから片付ける。


    　カウンター席に座る他の客たちや、店外にまで及ぶ行列に並ぶ人たちも皆、常連客であるラティメリアの挑戦を覗のぞき見て、食べ終わった者から二人の背後に立って応援者と化した。


    「頑張れぇ！」「しっかりぃ」と声を掛けられる中、ちとせとラティメリアは脇目も振らず箸を動かす。力強くすすった勢いで、太麺に絡んだスープが飛沫しぶきとなって跳ねた。大口開けてかじりついたチャーシューからは、染みた濃厚スープが滴り零こぼれる。シャクシャクと小気味よい音をさせてモヤシを頬ほお張ばり、レンゲにすくったスープを「ふうふう」息を吹きかけ冷まして飲んだ。額に玉のような汗を浮かべ、二人とも前髪を貼りつかせる。


    「ぐうぅ……暑いわ……」


    　ラティメリアはフードを脱いだ。ちとせもまた、ブラウスの上のボタンを外す。


    「急げ、急げ！」「ガンバレー」「落ち着いてー！」


    　増えていく人々の声援に後押しされて、二人は乙女おとめであることをやめる。行儀も体裁も忘れ、がむしゃらにラーメンへ食らいつく。二人のどんぶりは、着実にその中身を減らしていった。


    　しかし制限時間の半分を折り返したその直後──麺めんをすすっていたちとせが、急に「うぐっ」と体を跳はねさせた。店内が応援者たちのどよめきに満ちる。


    「ちとせ!?」


    　箸はしを手に横目でちとせを心配するラティメリア。ちとせはカウンターに肘ひじをつき、だらだらと汗を流していた。


    「う……。ごめんなさい、喰くい神さん……。できることなら私、喰い神さんにとんこつ君人形をプレゼントしたかった……。鬼き怒ぬ川がわさんを、見返したかった……けど」


    「ダメよ、ちとせ。箸を止めてはいけないわ！　もう少しじゃない。二人揃そろってとんこつ君人形を獲って、いつかまた一緒に食べに来ようねって、約束したじゃない！」


    　ちとせは目に涙を浮かべ、力なく首を振る。


    「ごめんね。けど私、もう……お腹なか──いっぱい……」


    「ちとせー！」


    　ちとせは気を失うように、カウンターの上に頭を倒した。その衝撃で、机上の烏ウー龍ロン茶ちやが跳ねる。


    　ちとせの健闘を称え、周囲から拍手が沸わき上がった。


    「ナノ！　ちとせが死んでしまったわ！」


    　ラティメリアは後方を振り返る。七なの日かは二人の熱い戦いを、見てすらいなかった。


    「いや死にゃーしねえだろー」


    　カウンターの奥へ目を遣やりながら、おざなりに返事する。


    「ほら、あと八分程度しかないぞ。ガンバレー」


    「くっ。やっぱり、妙に優しかったのは罠わなだったのね！　何なの？　何してんの、私」


    　七日は別に、ラティメリアがラーメンを食べきることを望んではいなかった。こうして挑戦メニューに挑むだけでも、向こうは目を付けてくれるだろうと踏んでいた。ぽっちゃりした器量好よしの若い女──今のラティメリアはそのすべてをクリアする。


    　しかし今のところ、店内やカウンターの奥に目立った動きはない。ラティメリアで釣つれないとなれば、最悪、古ふる川かわ家特有の祈き祷とう術じゆつ〝禍まが寄よせ〟でおびき寄せることも考えたが、太った女を選んで喰うマガツカミに対してどれほどの効果が期待できるかわからない。その上、いらないマガツカミを呼び寄せ、ラティメリアをも暴走させてしまいかねない〝禍寄せ〟は、使わないで済むならばそれが一番である。


    　七日は人垣を掻かき分けカウンターの端まで移動し、店主の近くまで寄った。汚れた前掛けをつけた店主は、筋肉質で細い体つきをしていた。調理帽から覗のぞく髪には白髪が交じる。麺を茹ゆでる際の湯気に当てられて、その両腕は真っ赤になっていた。


    　店主は果たして知っているのだろうか。自分の店の常連客が、マガツカミに喰われていることを。身体からだが細いということは、自身はラーメンを食べていないと思われる。


    「この店はいつもすごい行列ですね。この街で一番美う味まいそうじゃないですか」


    　七なの日かはさりげなく店主に話しかけた。しかし店主は職人らしく、ずいぶんと寡か黙もくであるらしい。一言も返さず、その場を離れようとした。


    　話を訊ききたかった七日だったが、こうなっては仕方がない。単たん刀とう直ちよく入にゆうに尋ねて反応を見る。


    「〝腐くさらないラーメン〟ってやつの恩恵ですか。一体どんなカラクリですかね」


    　店主がぴたりと足を止めた。振り返りはせず、語気に嫌悪感を込めて答える。


    「……ただの比ひ喩ゆだ。腐らないラーメンなどあり得ない」


    「いいえ、あり得ます。あなたが命を懸かけて作った一杯から、マガツカミが生まれたのなら」


    　マガツカミの依より代しろとなったものは、自然の摂理を逸いつ脱だつする。それが物や機械であれば壊れないし、草木であれば萎しおれない。そして依り代がラーメンなのであれば、腐ることはない。


    　七日の言葉を受けて、店主は思わず振り返った。


    　硬い表情の中に強い拒絶を感じ、七日は確信する。


    　──知ってたな。こいつ。


    　残り時間はあと五分。ラティメリアの胃袋に、限界が近づいていた。チャーシューはすべて食べたものの、麺めんはまだ半分以上も残っている。スープに浸されるモヤシをうつらうつらと掘り進めると、煮卵が出てきた。心が折れた。


    　泣きそうになるラティメリアを見ていられず、鬼き怒ぬ川がわが声を掛ける。


    「おい、大丈夫か喰くい神のお嬢ちゃん。あんま無理しなくていいんだぜ……？」


    「うぅ……」


    　ラティメリアはカウンターに突っ伏すちとせを覗のぞき見る。肩にスーツを掛けられたちとせは、未いまだ白目を剥むいて気絶していた。志半ばに倒れたちとせのためにも、ラティメリアはラーメンを食べきりたかった。食べきって、とんこつ君人形を手に入れたかった。


    　しかし最も早はや箸はしを持ち上げることすらかなわない。前に進む意思はあっても、体がそれを頑かたくなに拒否していた。のど元まで、麺がぎっしりと詰まっているように思える。もう自分の体のどこにも、煮卵の入る余地はないのだ。


    　ラティメリアは洟はなをすする。もうダメだと気づいた途端、悔しくて瞳ひとみが潤うるんだ。嗚お咽えつが漏もれ、こらえることができなかった。


    「苦しい……。だってもう、苦しいのよ……」


    「おう。だってあんた、この前に一杯食べてるんだろ？　連続して大食いメニューだなんて正気の沙さ汰たじゃねえぜ。そりゃ食えなくったって仕方ねえさ」


    「そうよ……！　ナノのバカ。何も夕ご飯後に挑戦させなくったっていいじゃない。夕ご飯前だったら、食べられてたわ。こんなの、簡単にっ。完食できてたんだから……！」


    　不ふ憫びんだ。鬼怒川は苦い顔をして、「よくやった方だ」と手を叩たたいた。それを皮切りに、辺りからも同情の拍手が起こる。残り時間はまだあったが、その拍手はラティメリアの挑戦失敗を意味していた。


    　ラティメリアは、自分の食べかけのどんぶりを見下ろした。残してしまった。喰くい神である自分が、食うことができなかった。それは屈くつ辱じよく的てきな敗北だった。割り箸ばしをどんぶりに置こうとしたその時、ふと、同じようにラーメンを残した、あのニコニコ笑う優やさ男おとこを思い出した。七なの日かの知り合いだと言ったあの青年の、ほんの些さ細さいな一言を。


    　──彼のことだ、きっと君を囮おとりに使うに違いない。


    「……これ、囮にされてんの……？」


    　続けて青年は言った。


    　──もしも苦しくなったなら、〝ドレスアップ〟をしてごらん。


    〝ドレスアップ〟は、喰ったマガツカミの生態や特徴を取り込み、変身する能力だ。対象となるマガツカミの体の一部を、喰って摂取する必要がある。しかし今日は、マガツカミを口にしていない。


    　しかし──。


    「……苦しいのは、今だわ」


    　この窮地こそ、ラティメリアにとって苦しい状況に違いなかった。


    　それは最後の足あ掻がきにすぎない。それでもラティメリアは再び箸を持ち上げて、深呼吸する。一体何に変身するのか──ラティメリアにもわからない。ただ静かに目を閉じて、体内にある食べ物に意識を集中させる。


    〝ドレスアップ〟が始まった。ラティメリアの体が発光する。


    「おおっ、何だ！」


    　突然光りだした喰い神に、鬼怒川をはじめとして手を叩いていた客たちが眉まゆ根ねを寄せる。


    　どこからか吹き込んだ風が、ラティメリアの青い髪とスカートをなびかせる。カタカタと店の入り口の戸が震ふるえ、暖の簾れんや捲めくれたメニュー表がはためく。


    　ラティメリアが立ち上がった拍子に、椅い子すが倒れた。客たちがどよめき距離を取る。


    　ぽん、と虚空で白い煙が弾けた。煙の中から出てきたのは、円形のセイロだった。一体何が起こっているのか。理解できずにざわつく客たち。


    　ラティメリアの鼻先に浮かぶセイロの蓋ふたがひとりでに開き、湯気を発散させる。中で蒸されていたのは、四つ身を寄せ合うように固まったシューマイである。


    　ラティメリアは空中のシューマイに箸を伸ばした。もう煮卵さえ口にしたくなかったはずなのに、そのてっぺんにちょこんとのったグリーンピースや、薄皮の向こうにぎっしり詰まった挽肉があまりに美お味いしそうで、気がつけばひと思いに口内へ押し込んでいた。


    　口内に濃厚な肉にく汁じゆうが広がり、ラティメリアはふにゃりと相そう好ごうを崩す。


    「おいしぃ」


    　ぽん、ぽぽん──とセイロは次々と発生し、ラティメリアを取り囲んだ。それぞれが蒸気を散らして蓋ふたが開く。中には様々な点心が入っている。餃子ギヨウザにちまきにゴマ団だん子ご。あんまん、肉まん、桃饅まん頭じゆう。頬ほお張ばった小シヨウ籠ロン包ポウから肉にく汁じゆうが零こぼれ、ラティメリアは「はふはふ」と表情を歪ゆがめた。


    　心配してその顔を覗のぞき込む客一同。ラティメリアが無事小籠包を飲み込み、「んまぁいっ」と笑うと、ほっと安あん堵どの息が漏もれる。


    　ぽん、ぽぽん──。白い煙がラティメリアの前に料理を運び、右手の箸はしで、または左手で手づかみにして、食べ続けるラティメリアのシルエットはさらに丸みを帯びていく。


    　天てん真しん爛らん漫まんな眩まぶしい笑顔を見て、誰かが「まるで天使だ……」とつぶやいた。店内がざわつく中、七なの日かだけが腕を組み、冷静に変身を見つめている。


    「……いや、あんな太い天使いる？」


    　ぽん、ぽぽん──。煙はいよいよラティメリアのフードで弾け、着ていたパーカーが掻かき消えた。ぽん、と弾けてソックスが消え、またぽん、とスカートが消えた。さらに店内が沸き立ち、騒々しさを増す。ただしそれは歓声ではなかった。突如始まったストリップ。中年、学生、また数少ない女性たちは、まさかこのままこの少女が、全裸になってしまうのではと焦あせった。ある者は自重して目を覆おおい、またある者は顔を背そむけた。純朴な天使は、破は廉れん恥ちであってはいけないのだ。


    　ぽん、ぽぽん──！　いよいよ下着が弾ける段になって、一ひと際きわ大きな煙が上がった。店内が大量の白煙に包まれ、至る所で悲鳴が上がる。


    　続いて訪れる静寂。客たちが固かた唾ずを飲んで見つめる先に、まん丸いシルエット。煙が霧散した後に現れたラティメリアは、その衣装を一変させていた。


    　袖そでのないワンピースは中華風。蓮れん華げの花開くふわふわのスカートは、裾すそに向かうにつれ青みを増すグラデーション。腰にアクセントとなる紐ひもを結び、襟えり元もとにもまた、スカートの柄がらと同じような楚そ々そとした蓮華の柄が咲いていた。


    　二つまとめたお団子頭に、頬に紅べにさす可か憐れんな薄化粧。ラティメリアは中華の娘へとドレスアップした。ただし、その太さだけは変わらないままだったが。


    「……すげえ」驚きよう愕がくし立ち尽くす客の一人がぽつりとつぶやいた。


    　それを皮切りに、手品のように衣装を一新させたラティメリアへ歓声が送られる。


    「何て早着替えだ！」「奇術師だったのかい、お嬢さん！」


    　割り箸を手に自身の衣装を確認するラティメリア。ステップを踏んで一回転。カウンターの端にいる七日へ声を上げる。


    「ナノ！　名前を付けさせてあげるわ！」


    「……〝でぶメリア〟」


    　一体何を喰くって変身したのかわからない七日は、見た目だけでそう名付けた。


    「でぶメリアっ！　……は、嫌いやあっ！」


    　一瞬だけ顔を明るくしたラティメリアは、すぐに険けわしい表情となって抗議する。


    「もっと可愛かわいいのにして！」


    「じゃ〝ぽちゃメリア〟。お前、何喰くったら変身できたんだ？」


    「ちっともわからないわ！」


    「ちっともかよ……」


    　七なの日かに胸を張ってみせたラティメリアは、客が起こしてくれた椅い子すに着席した。


    「今なら無限に食べられる気がするわ！　まだ時間は残ってるでしょ？」


    　箸はしを向ける先は、ついさっき完食を諦あきらめた〝黄金の豚骨醤しよう油ゆラーメン〟である。ラティメリアは煮卵を箸でつまみ上げ、「あむ」とかじりつく。


    「味が染みてて、うふふっ、うまあいっ」


    〝中華中毒〟──それはただ、食欲を増進させるだけの能力にすぎなかったが、今のラティメリアにとって、最も欲しい力に違いなかった。自身の食欲を刺激し、残りのラーメンをすする。ラティメリアの快進撃に、店内は再び熱気を取り戻す。


    　なぜ、ラティメリアは変身できたのか。七日は改めてカウンターの向こう側を見渡した。ラティメリアは喰った相手の能力を取り込む。ラーメンしか喰っていないのなら、そのラーメンにこそマガツカミの成分が混ざっているのだ。


    「おいおい……。あれかよ」


    　カウンターの奥に、ドラム缶があった。その縁から、烏え帽ぼ子しを被かぶった小柄な豚が顔を覗のぞかせている。恍こう惚こつに頬ほおを染める豚の視線は、がむしゃらにラーメンを食べるラティメリアへと注がれていた。ドレスアップしたラティメリアの可憐さが、豚をおびき出したのか──それは定かでなかったが、とにかく。


    「出てきたな、マガツカミ……！」


    　多くのファンを獲得した〝豚骨醤油ラーメン〟は、マガツカミで出だ汁しを取る〝マガツカミラーメン〟だった。多くの〝中華中毒〟者を生み出したそのエキスこそ、最大の隠し味だったのだ。


    　七日はカウンターの向こう側に足を踏み入れた。しかしすぐに、店主に押さえ込まれる。


    「困るなあんた……！　勝手に入られちゃあ」


    「マガツカミを斬られちゃあ、の間違いだろ」


    　ラティメリアがどんぶりを持ち上げ、スープを飲み干す。置き時計の示す残り時間に合わせて、客たちが声を揃そろえた。


    「五──、四──、三──、二──」


    「ぷはあ！　ごちそう様！」


    　ジリリリリとベルが鳴る寸前に、ラティメリアはどんぶりをテーブルに置いた。時間ギリギリの完食である。店内に大きな歓声が上がる。


    「感動をありがとう！」「よくやった」「泣けてきたっ！」


    「ありがとう！　みんなの応援があったから食べきれたのよ！　ありがとう！」


    　ラティメリアは立ち上がり、周りの客たちとハイタッチをしていた。


    　しかし──ジリリリリ。ベルの音は鳴りやまない。ベルを止めるべき店主は、七なの日かを押さえるのに忙しい。そうこうしているうちに、ドラム缶の中から、マガツカミが飛び出した。


    「浮かれるなラティメリア！」


    　七日の声に振り返るラティメリア。その目前に、布袋を広げた二本足の豚が飛びかかる。


    「へ──？」


    　一瞬にしてラティメリアを袋に詰め込んだマガツカミは、逃げ口を探して店内を見回す。カウンター内には七日がいるため、裏戸は使えない。向かう先は表の出入り口──。


    　鬼き怒ぬ川がわがマガツカミに手を伸ばすが、パニックとなった客たちに遮さえぎられ、届かない。


    「くそっ！　どけ、お前ら」


    　カウンターを走り、出入り口へと駆けるマガツカミ。ラティメリアの入った大きな袋に、飛びつく者があった。亥いの鼻はなちとせである。


    「に、逃がしません！」


    　ちとせを袋にしがみつかせたまま、マガツカミは中華街へと駆けていく。


    　七日のスーツにしがみつきながら、店主が叫んだ。


    「逃げろ、遠くまで！　走れ、とんこつ君っ！」


    　──とんこつ君!?


    「マガツカミがマスコットかよ。ありゃ〝肥こやし神〟だっ！」


    　七日は店主の足を払い、その背を床に叩たたきつける。拘こう束そくを逃のがれ、駆けた七日はカウンターを飛び越えてマガツカミを追った。


    



    　とんこつ君と名付けられたマガツカミは、中華街のメイン通りを駆けていく。ラティメリアとちとせ、肥えた二人を背負いながらも、とんこつ君の足は速かった。「すばしっこい」と言った炎えん華かの証言通りだ。


    　七日はとんこつ君の姿を追いかけ走る。夜も更けてだいぶ立つのに、繁華街は未いまだ煌こう々こうとネオンを輝かせていた。頭上に連なる提ちょう灯ちんに、鼻息のように水蒸気を吐く張りぼての竜。何事かと振り返る人々の中には、チャイナドレスをまとう者もいる。


    　軒下にセイロを並べた点心屋に、店前で料理する鉄板料理店。街は、相も変わらず美味おいしそうな匂いに満ちている。


    「んがっ、あだっ、やだっ、止まって……！」


    　ちとせは手足に力を込め袋にしがみついたまま。とんこつ君は中華街を走る。


    　とんこつ君は七日が追ってきているのに気づき、「ブヒィ」と鳴いた。軒先に置かれた、チャイナドレスが複数掛けられたハンガーラックを七日に向かって滑らせる。それがいともたやすく避けられると、今度は果物店の籐とう籠かごを引き倒し、大量のポンカンを転がした。


    「小こ癪しやく……！」


    　七なの日かは転がるポンカンの隙すき間まを縫ぬって走り、着実にとんこつ君との距離を詰めていく。


    　敢あえて人混みに紛まぎれようとしているのか、とんこつ君は方向を変えた。突っ込んだ先は、屋台で買った食べ物を持ち寄って食べられるような広場である。野外に並べられた長テーブルに飛び乗り、皿にのった料理をその蹄ひづめで踏みつけ駆けていく。


    　仰のけ反ぞった婦人が椅い子すのまま倒れ、とんこつ君に前を横切られた店員が、驚いてスープをこぼした。熱々のスープを頭からかぶった男が絶叫し、その仲間が店員へと殴りかかる。罵ば倒とうと悲鳴が満ちる中、とんこつ君はテーブル上で踵きびすを返し、「ブヒッ」と駆けてくる七日に向かってセイロを蹴けり飛ばした。


    　サーベルの鞘さやを盾たてにそれを弾く七日。一足飛びで距離を詰め、長テーブルの端からテーブルクロスを引いて、とんこつ君を転ばせる。「ヒッ」と鳴いて地面に鼻を打ち付けるとんこつ君。ラティメリアを詰めた袋を手放し、それにしがみついていたちとせも転がる。


    　酒食の席を邪魔された男たちが、倒れたとんこつ君を取り囲んだ。


    「おい、何だこいつはっ……!?」


    　体を起こしたとんこつ君は、慌ててラティメリアの入った袋へ飛びかかり、振り回した。


    「おおうっ」と仰のけ反ぞる男たち。隙を見て逃げ出すとんこつ君。再び袋に飛びつくちとせ。七日はまたもとんこつ君を追いかけ駆け出そうとした、その時。腕を強く掴つかまれる。


    　屋台から出てきた中年の男が、出で刃ば包丁を手にひどく怒っている。身振り手振りを交えながら、商売が台無しだ、お前が金を払ってくれるのか、と中国語で捲まくし立てるが、七日は不機嫌に眉まゆ根ねを寄せた。


    「はあ？　何言ってんの。わかんねえよ」


    　七日が腕を振り解ほどくと、直すぐさま脇腹に手刀が飛んでくる。それを弾いた次の瞬間には、出刃包丁が振り下ろされた。手首を押さえて攻撃を止め、七日はバックステップで距離を取った。


    「……何？　カンフー？」


    　腕に覚えのある店主であるらしい。小刻みにジャンプしながら、「来い来い」と指先を微かすかに動かして七日を挑発してくる。


    「いやモブと戦ってる暇ひまねえんだけど！」


    「先に行くぞ古ふる川かわ」と鬼き怒ぬ川がわが脇をすり抜けていった。


    「きゃああああっ」


    　袋にしがみついたちとせの悲鳴が響き渡る。


    　とんこつ君はのぼりを蹴り倒し、布袋を振り回しながら路地裏へと駆けていく。鬼怒川が追った先で、とあるビルの外階段を上り始めた。すぐに鬼怒川も階段へ足を掛ける。


    　カンカンカン──。騒がしい中華街の裏路地に、階段を上る二人の足音が混じった。


    



    「ふぅ……。ぶふぅ……」


    　とんこつ君の布袋にしがみつくちとせの握力は、限界に近づいていた。足は擦すり切れ、黒タイツは伝線しところどころ破れている。あちこちにぶつけたせいで、すでに青あざができていた。


    　ちとせはスーツのポケットから、折りたたみ式のナイフを取り出す。


    「ふ……ふふ……。情報屋たるもの、ナイフは必需品なのですよ……」


    　ぷすりと袋に突き刺し、空あいた穴を手で裂いていく。「ご無事ですか、喰くい神さん！」と袋を覗のぞいた先。丸々肥こえたラティメリアは、歯を打ち鳴らして震ふるえていた。


    「何……？　何が起きてるの？　ここ、どこ？」


    「可哀かわい想そうに。こんなに震えて……。大丈夫、今助けてあげますから」


    　ビリリと布袋をさらに大きく裂くが、とんこつ君は足を止めない。


    　袋からこぼれ落ちたラティメリアが、階段でぼよんと跳ねて転がった。


    「あ……！」


    　ぼよん、ぼよんと丸いラティメリアは転がっていく。その勢いは踊り場に達しても止まらず、欄らん干かんに当たってＵターンし、「きゃ」「あん」「ひゃ」と跳ねるたびに声を漏もらして、さらに階下へ。その先で階段を上ってくるのは鬼き怒ぬ川がわ刑事である。
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    「のわっ!?」


    　鬼き怒ぬ川がわは頭上に落ちて来た球体に驚き、思わず身を捻ねじってラティメリアを避よけた。


    「しまった……！」


    　避けたあとでそれが喰くい神の少女だと気づき、「きゃー」と階段の下へと落ちていったラティメリアを追って下を見る。


    



    　落下していくラティメリアは、地面に落ちるその前に、カクンと襟えりの後ろを引っ張られた。「ぐえ」と潰つぶれた声を発し、見上げた先に欄らん干かんから手を伸ばした七なの日かの姿がある。


    「ナノ！　助かったわ」


    　カンフー店主を速攻で倒した七日は、すぐに鬼怒川を追い、階段を上って来ていた。悲鳴を上げて落ちてくるラティメリアの姿を見つけ、身を乗り出したのだった。


    「お、重っ……！」


    　ラティメリアの重さに耐えきれず、外側へ傾く七日の体。太ったラティメリアの重さは、尋常ではなかった。


    　どこからか飛んできたウミネコが、ラティメリアのお団だん子ごを足で掴つかみ、羽をばたつかせる。


    「みゃ、みゃ……！」


    「頑張って、サキちゃん！　ナノ、あんたもしっかり引っ張り上げなさいよっ！　なんて枯れっぷり？　お菓子ばっか食べてっからそんなヒョロヒョロなんだ。もっと肉を食え、肉をー！」


    「……」


    　ジタバタ暴れるラティメリアを、七日は無感情に見下ろす。


    「……多分、大丈夫じゃねえかな……」


    「え？　何が」


    　す、とあまりにも簡単に、七日は手を離した。


    「あ」と驚きよう愕がくに目を丸くしたラティメリアは、七日を見上げながら落ちていく。遠く小さくなっていく、玉のようなラティメリア。階下に停車するトラックのコンテナにぶつかり、ばいーんとバウンドしてアスファルトの上に転がる。


    「……」


    　その様子を、七日は上から見下ろしていた。倒れたラティメリアはのっそり立ち上がり、パンパンとスカートの汚れを落としてから、七日に向かって中指を立てた。


    「……な。大丈夫だった」


    　七日はつぶやき、階段を上がっていく。


    



    　──ダーンッ！


    　屋上に銃声が響き渡った。隣のビルへと飛び移ろうとしたとんこつ君は、その太ももを鬼怒川に撃ち抜かれ、つんのめってコンクリートの上を転がる。


    「……殺しちゃうんですか」


    　欄らん干かんに背をもたせて座り込んだちとせは、拳銃を構える鬼き怒ぬ川がわに尋ねた。


    　鬼怒川は倒れたとんこつ君が屋上の縁ふちへ這はうのを見据えながら、ちとせに応える。


    「お前はよくやった。いい足あ掻がきだったよ」


    　初めて鬼怒川に褒ほめられた。しかしそれは、ちとせの「殺すのか」という問いへの回答ではなかった。


    　鬼怒川は両腕を前に突き出し銃を構えたまま、とんこつ君との距離を詰めていく。


    「観念しろ、マガツカミ。この拳銃でもお前らを殺すことはできるんだ」


    　構えた銃は、一般の警察官に支給されている通常の装備である。それは祈き祷とう士しの常備するサーベルのように、マガツカミを斬るための加工が施ほどこされているわけでもなければ、対マガツカミ用の銃弾を使用しているわけでもない。しかしそれら祈祷士の使用する武器は〝殺しやすい〟だけであって、一般的な武器でもマガツカミにダメージを与えることはできる。とんこつ君のような小さなマガツカミであれば、拳銃一つで絶命させることも可能である。


    「……豚が人を喰くうなんてよう。あべこべだぜ。お前は、退治されるのが筋だ」


    　鬼怒川は銃口をとんこつ君の後頭部に合わせたまま、一歩二歩と着実に近づいていく。罪を暴き、逃げる犯人を追い詰める──ここまでは、鬼怒川が今まで犯罪者相手に行ってきたことと変わらない。しかし今回の相手はマガツカミ。今までの相手とは違う。相手は犯罪者ではなく、禍わざわいだ。人間ではなく神。逮捕するのではない。殺すのだ。


    　──今、仇かたきを取ってやるぞ、鰯いわし水みず。


    　鬼怒川は発砲した。銃弾はマガツカミのもう一方の足に当たり、「ブヒィ」と醜みにくい鳴き声が上がる。


    　底知れぬ憎しみが、鬼怒川の心で渦を巻いていた。鬼怒川は止まらない。簡単には殺さない。四し肢しをバラバラにされて死んだ鰯水のように、苦しめて殺すのだ。


    　鬼怒川の部下である鰯水を喰ったのは当然、このマガツカミではない。しかしマガツカミを自分の手で討つことは、鬼怒川にとってのけじめであり、一つの区切りだった。


    　マガツカミによる被災は、災害だ。災害を前にした人間は、為なす術すべもなく喰われるだけ。鰯水は運が悪かった。不幸だった。周りからはそう慰められたが、納得などできるはずもなかった。


    　あの時、自分が鰯水を送り出さなければ。マガツカミを軽んじず、警戒を怠おこたらなければ。考えても詮せんなきことをぐるぐると思考して、先へ進めない。どうしようもないやるせなさを銃弾に込め、放つ。腕を弾かれ、マガツカミは鳴いた。


    　これは正義ではない。鬼怒川もわかってはいる。しかし、止まらない。止められない。


    「ブヒィッ！」と耳をつんざく悲鳴に、ちとせは肩を竦すくませ、顔をしかめる。


    「鬼き怒ぬ川がわさんっ……」


    　鬼怒川の憎しみは理解できているはずだ。相手はマガツカミ。死んで当然の災さい厄やくだ。頭ではそうわかってはいたが、しかしちとせは、鬼怒川に怯おびえた。どれだけ怒鳴られても、彼を怖いと感じることはなかった。


    　なのに今、ちとせは鬼怒川を恐れ、ひどく怯えている。


    　この復ふく讐しゆうは、止めなくてはいけない気がする。しかし体が震ふるえ、足が思うように動かない。欄らん干かんに体をもたせて立ち上がり、声を振り絞る。


    「きっ、鬼怒川さ──」


    　その頭に、手が乗せられた。見上げれば、階段を上りきった七なの日かがそばに立っている。


    「座ってろ」とそれだけ言って、七日は鬼怒川の背に近づいていく。


    　銃弾を撃ち込まれたとんこつ君は、鳴いてのたうち回っていた。


    　その体を、鬼怒川は銃口で追いかける。


    「ちくしょう……何なんだ、お前らは。なぜ人間を喰くう……？　殺された女たちが、お前に何をしたっていうんだ。鰯いわし水みずがお前らに、何をしたってんだ……！」


    　放たれた銃弾はとんこつ君の頭のそばで跳ね、コンクリートを抉えぐった。とんこつ君は固く目を閉じて、口を噤つぐむ。それから震えながらそっと、鬼怒川を見上げた。


    　その顔を見て。濡ぬれたつぶらな瞳ひとみを見て。鬼怒川は声を震わせる。


    「……何で、お前が泣いているんだ」


    「痛いてえんだろうよ。そりゃ泣くさ」


    　背後に、七日の声を聞く。


    「痛いだと……？　人を喰うくせに。あんなにも残ざん酷こくに喰い殺すくせに。こいつらは痛みを知っているのか……？　冗談だろ。見ろよまるで……人間と変わらない」


    　頭部は烏え帽ぼ子しを被かぶった豚ではあるが、このマガツカミは二本の足で立つ。走って逃げる後ろ姿は、人間のようだった。撃たれた手足からは、赤い血が垂れている。


    　ぽってりと膨ふくれた腹を下に、コンクリートに這はいつくばるマガツカミは、鬼怒川に背を向けてもがいていた。「ブヒィ！」と何度も叫びながら、ほふく前進するように、ゆっくりと屋上の縁に向かって進んでいく。


    　鬼怒川から、鬼怒川の撃つ銃弾から、痛みや苦しみから、逃げようとして。


    「……足あ掻がいていやがる」


    　──まるで、人間のように。


    「こいつは、店主が生み出したのかもしれねえって言ってたよな」


    　鬼怒川は拳銃を構えながら、隣の七日に確認した。


    「閉店に追い込まれて、それが嫌いやだっつうんで足掻いていろいろ考えて、強い想いを込めてできあがったラーメンから生まれた、何とか神だって言ったよなあ……！」


    「〝肥こやし神〟、ですね」


    「ったく冗談じゃねえ……！　至し極ごくまっとうな感情じゃねえか」


    　鬼き怒ぬ川がわは、悲痛に顔を歪ゆがめて怒鳴り散らす。


    「そのラーメンによう、別に殺意や憎しみを込めたわけじゃねえんだろ。なのに人を喰くうのか。努力や懸命さってのは正しい感情だろう！　なのにそれでどうして、こんなのが生まれるんだ。ふざけんな。神如きに、人間が否定されてたまるかってんだ！」


    「ブヒィィイッ！」


    　鬼怒川の撃った弾が、血ち溜だまりに跳ねた。マガツカミは涎よだれを撒まき散らし、鳴いて抵抗する。両足を撃ち抜かれ、もはや逃げることはかなわない。しかし豚は這はってでも逃げようとする。


    「逃げてんじゃねえぞ、この野郎っ！」


    　さらに続けて撃とうとしたその銃に、七なの日かが手を添えた。押して銃口を下げさせる。


    「……まあ、生まれちまうもんは仕方ねえさ」


    　七日は静かに前へ出て、サーベルを抜刀する。


    　痛みに喘あえぎ苦しむとんこつ君のそばに立ち、隣のビルのネオンの輝きに、刀身を赤く煌きらめかせた。音もなく振られた刃によって、マガツカミの首は切断され、金切り声がはたと止やむ。


    　七日がサーベルを鞘さやに納めたと同時に、鬼怒川は力なく腰を下ろした。立てた片膝ひざに腕を乗せ、深く息をついて項うな垂だれる。


    「……やるせねえぜ。正しい感情からもマガツカミが生まれるってのは。ならせめてよ。ちゃんと怪物であってくれっつうんだ。泣くんじゃねえよ。命乞ごいなんてすんなよ。ちゃんと気持ちよく殺されてくんなきゃよう。じゃなきゃ俺は、一体誰を恨うらめばいいんだ……？」


    「やるせない、ね」


    　鬼怒川の言葉を繰り返し、七日は小さく笑った。


    「まったく同感だな。だから俺は、あいつを連れてるんですよ」


    　ラティメリアを指して、七日は言った。あの感情豊かなマガツカミは、憎めなくて、やるせない。


    「……なるほどな」


    　難儀な七日の心中を察して、鬼怒川は静かに笑う。


    　階段へ向かう七日は一度振り返ったが、鬼怒川はしっしっと手の平を揺らした。


    「先に行っててくれ。今さらになって、腰が抜けちまった」


    　欄らん干かんにもたれたままちとせが顔を上げ、礼を言った。


    「ありがとうございます。鬼怒川さんを助けてくれて」


    「俺は何もしてねえよ。仕事しか」


    　七日はぶっきらぼうに答え、階段を下りていく。


    「……あの人、ああ見えて案外優しかったりするから……。もう少しで古ふる川かわさんみたいに、闇やみ堕おちするとこでした……」


    　ちとせのつぶやきを背中に聞いた七なの日かはふと足を止めて、欄らん干かんの隙すき間まから顔を出した。


    「いや、俺も堕ちてねえからな」


    「はい。わかってますっ」


    　ちとせは声を跳ねさせて、笑顔で七日を見送った。


    　中華街の明るい夜空に、パトカーのサイレンが響いていた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　マガツカミが悲痛な叫び声を上げていたその頃。ビルの外付け階段のすぐそばにて。騒ぎを聞いて駆けつけた双子の祈き祷とう士しは、対マガツカミ専用サーベル〝白しら雨さめ〟を抜刀していた。


    「エンチャント──〝炎〟」


    「エンチャント──〝氷〟」


    　祈き祷とう術じゆつで属性付けした白雨を左右対称に構え、標的を見据える。光の当たらない暗い路地裏に、炎をまとった刀身の灯りが揺らめき、もう一方で冷気を帯びた刀身が煌きらめく。


    　二人の正面に立つのは、丸々肥こえた喰くい神──ラティメリアである。


    「古ふる川かわ七日の連れるマガツカミ──喰い神。私たち古川七日のファンではあるけれど、祈祷士としてあなたを見過ごすわけにはいきません」


    「……ふふ。この〝ぽちゃメリア〟に勝てるとでも思っているのかしら……！」


    　強気な言葉とは裏腹に、頭の上にウミネコを乗せたラティメリアは、ダラダラと冷や汗を流している。体が重い。息が切れる。肥こえて丸々太った体は、明らかに戦闘向きではなかった。


    　──どうしよう、まったく勝てる気がしないわ！


    　とりあえず腕を前に構えてみるものの、短くなった気さえする手足では、隙を覆おおい隠せない。


    「〝肥こやし神〟なんかよりも大物だね、氷ひよう華か。局長に褒ほめてもらえるかも」


    「油断しちゃダメだよ、炎えん華か。今は肥えてるけど、あれでも何人もの祈祷士を傷つけたマガツカミ。捕獲が好ましいけど、殺す気でいかなきゃ」


    　二人の鋭い視線に当てられて、後あと退ずさりするラティメリア。唇くちびるがわななく。


    「うう……。どうしよ、どうしよ……」


    「御免っ」と声を揃そろえ、双子は駆け出した。左右から一足飛びで距離を詰め、同時に袈け裟さ斬ぎりを繰り出す。大きく弧を描く炎の軌道と、氷の粒子を散らす曲線──しかし刃を振り下ろした次の瞬間、ラティメリアの姿がはたと掻かき消えた。


    「!?」


    「……仕事熱心なのは頼もしいんだけど──」


    　真後ろから聞こえた声に振り返れば、二人がついさっきまで立っていた位置に優やさ男おとこがいる。


    「──この子は見逃してくれないか。炎えん華か、氷ひよう華か」


    「局長！」


    　ラティメリアは、局長と呼ばれたその男のそばにいた。腕を前にして構えていたが、自分の立ち位置が一瞬にして変わったことに気づき、戸惑う。前にいたはずの双子が、後ろにいるのだ。


    「お……？　あれ!?　瞬間移動した？　私」


    　局長は足あし下もとに、見たことのない生き物を連れていた。龍の顔をした子鹿のような、真っ白い〝麒き麟りん〟だ。麒麟はラティメリアが触ろうとした途端、ふわりと宙に掻かき消える。


    「あれ……？　消えた」


    　双子が局長に訴える。


    「見逃すのですか？　しかし局長、彼女は多くの祈き祷とう士しを傷つけた我々の怨おん敵てきで──」


    「この子を敵と呼ぶのなら。じゃあ、僕とやるかい？」


    「……いえ、それはっ……」


    　局長の笑みに、双子は言葉を飲み込んだ。白しら雨さめにかけた術を解き、鞘さやに仕舞う。


    　ラティメリアは今さらになって、彼が『黄金のとんこつ亭』で出くわした優やさ男おとこだと気づいた。


    「あんた、ナノの知り合いの……？」


    「やあ喰くい神さん。綺き麗れいな衣装だね」


    「あ、わかる？　でしょう？」


    　ドレスアップした衣装を褒められ、ラティメリアは三六〇度回ってみせる。


    「その可愛かわいい姿を見られただけでも、来た甲か斐いがあったよ」


    　言って男は、双子の元へと歩いていく。


    「またね」と去っていくその背中に、ラティメリアは尋ねた。


    「あれ？　ナノに会っていかないの？　今、そこのビルの上にいるよ」


    「また今度にするよ。きっとすぐに会えるような気がするしね」


    　祈祷士協会の関東支部局長──紙し燭しよく龍りゆう之の介すけは柔和な笑みを浮かべ、ラティメリアに別れを告げる。双子の祈祷士を引き連れて、表通りへと消えていった。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　翌朝。七なの日かはホテルの前に車を止めて、ラティメリアを起こしに部屋へ入った。


    　お気に入りの寝間着を着て、ラティメリアはベッドの中央で眠っていた。寝間着の裾すそが大きく捲めくれ、パンツが露あらわとなっていた。枕元には、うずくまるウミネコの姿がある。


    　ラーメンを消化しドレスアップは解けていたが、ラティメリアは太いままだった。「むにゃむにゃ」と腹を掻くベッド上の喰くい神を見て、七日は「トドかよ」と一人感想を漏もらす。


    　シーツを乱暴にひっぺがし、床に転がりながらもスヤスヤと寝息を立てるラティメリアを踏みつける。


    「さっさと起きろ。置いてくぞ、トドメリア」


    「んん……。もう一泊しようよ……。せっかく来たんだよ？　観光しないの？」


    「ずっと遊んでたお前がそれを言うのか。仕事は終わりだ。帰るぞ」


    『黄金のとんこつ亭』には、昨晩のうちに捜査が入った。祈き祷とう士したちと同時に地元の警察官が集合し、一晩中パトカーの回転灯を灯ともしていた。まず間違いなく、店は閉店となるだろうと七なの日かは思う。マガツカミによる殺人に店主が直接関与していないとしても、その捕食行為を知った上で見逃していたのであれば、それなりの罪に問われることになる。争点は店主がどれだけマガツカミの行動を許容していたかになるだろうが、その辺りはもう、七日の仕事の範はん疇ちゆうを超えている。


    　祈祷士と警察官、双方が介入する事件現場は、少なからず混乱を来きたすだろう。人間同士のゴタゴタに巻き込まれるのはご免だ。マガツカミを斬った後は、速すみやかに現場を離れるに限る。


    



    　チェックアウトを済ませホテルを出たところで、車で待っていたはずのラティメリアがいないことに気づいた。表通りで豚まんを売る店の軒下に、紫色のフード姿を見つける。ショルダーバッグにウミネコを入れたラティメリアは、セイロから立ち上る湯気を見つめていた。


    「ナノ、朝ご飯食べたいわ。豚まん買って」


    「まだ食うのか、懲こりないな。さらに肥こえるぞ」


    「どうせ帰ってダイエットするんだから、今さら豚まん一個食べたくらいで何も変わんないわ。毒を食らわば皿まで、よ。ふふ！」


    　パツンパツンの服に潰つぶされた胸を張って、ラティメリアは不敵に笑う。


    　七日は豚まんを一つと、自分用にあんまんを購入した。


    「そんな調子で痩やせられるのかね」


    「はふはふ」と豚まんを頬ほお張ばる姿に、食べ過ぎたことへの反省の色など見えはしない。変身しようがするまいが、ラティメリアはいつだって〝中華中毒〟である様子。


    「太るのなんか気にしてたら、美お味いしいものが逃げてっちゃうわ！」


    　呆あきれる七日へ振り返り、ラティメリアは豚まんにかじりつく。


    「んまぁいっ！」と跳ねた声が、朝日差す中華街に響き渡った。
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    　そのコンテナは、深い朝霧の中にあった。


    　コンテナのそばで夜通し待機していた祈き祷とう士したちが、エンジン音に振り返る。ヘッドライトを煌こう々こうと灯ともし、一列となってやって来たのは二台のライトバンと一台のボンネットトラックだった。


    「やーっとのお出ましか。待ちくたびれたぜ」


    　祈祷士となって三年目の青あお海みは、サーベルを肩に担かついだ。朝あさ靄もやの中に停車したトラックを前に、大きなあくびを一つ。隣に立つ同期の菊きく池ちが、気の緩みを咎める。


    「おい、油断するなよ。相手は〝六りつ花かのマガツカミ〟だぞ」


    「大おお袈げ裟さだな。何人の祈祷士が駆り出されてると思ってんだ」


    　青海は立ち並ぶ祈祷士たちへ両腕を広げ、笑ってみせた。彼らの任務は、運ばれて来た〝六花のマガツカミ〟をコンテナに搬入し、〝列車〟で移送することである。


    　ライトバンから下りて来た年配の研究員は、集まった祈祷士たちを一いち瞥べつしたあと、彼らを割って後ろの方へ駆けていく。


    　研究員が向かった先にいたのは、移送先から派遣されて来た人物だった。研究対象であるマガツカミを拘こう束そく、監禁、管理する部署の看守長だと聞かされたが、背が低く線の細いその男は、どう見ても一〇代の少年だ。看守帽やロングコートは、その体のサイズよりも大きく、着せられているようで不格好。まるでごっこ遊びをしている子どものようだ。


    「あいつもあれで祈祷士なんだろ？　何でサーベルじゃなくて、刀なんだよ」


    　背中に二本、刀を担ぐその様相を鼻で笑う。ちびのくせに生意気だ、とは口に出さないものの、そのニュアンスは言葉の裏に含ませてある。


    　彼は、明らかに他の祈祷士たちよりも優遇されていた。褐色肌で眼鏡めがねの秘書を引き連れていて、その秘書がまた、スーツの胸元を大きくはだけさせた背の高い美人のため、一いち々いち目立って鼻につく。研究員の話は、すべてこの秘書がバインダーまで用意してメモを取っていた。


    　看守長はといえば寝ぼけ眼まなこでマグカップのコーンポタージュをすすり、寒そうに身を縮めている。彼こそ、〝六花のマガツカミ〟を前にして最も油断している人物といえよう。


    　青海だけでなく、他の祈祷士たちもまた、胡う乱ろんげな視線を看守長へと注いでいた。


    「……あんま見るなって。お偉いさんと喧けん嘩かしたって、いいことはないぞ」


    　菊池に注意され、青海は「へいへい」とトラックへ向き直った。


    「舐なめられたもんだよな、関東の祈祷士も」


    　前を向けば明らかに下したっ端ぱの若い研究員が、祈祷士たちに現在の〝六花のマガツカミ〟の状態を説明していた。


    「──移送するに当たって、かなり強い薬を投与されています。意識は朦もう朧ろうとしていますが、呻うめいたり唸うなったりは確認されていますので、耳を貸さないよう気を付けください」


    「……唸り声をどう気を付けるんだ？」


    　耳打ちした青あお海みを、菊きく池ちは肘ひじで突いて黙らせる。


    「視界と牙きばは拘こう束そく具ぐで覆おおっています。両手にはグローブを。手首にはマガツカミの能力を抑える〝白しら錠じよう〟を嵌はめてありますが、身体能力自体が極めて高いので、油断は禁物です──」


    「けど……。どっかで見たことあるんだよな……」


    　今度は菊池がぽつりとつぶやく。「何が？」と青海が応こたえた。


    「あの看守長さ。どこで見たっけなあ……」


    「あんなちびっこいの、どこにでもいるだろ」


    　いよいよ〝六りつ花かのマガツカミ〟を列車のコンテナへと移す場面となって、青海は率先して前に出た。ここまでの移送に使用されたのは、一般的なボンネットトラックである。外からの目を欺あざむくためのカモフラージュだ。まさかこのような壁の薄い荷台で、第一級災さい厄やくに指定されたマガツカミが運ばれていると誰だれが思うだろう。


    　このトラックの荷台から、列車のコンテナへと〝六花のマガツカミ〟を搬入するのだ。この列車もまた、本来ならばマガツカミを運ぶには適していない。〝銀河鉄道の旅〟と称された旅のプランのために用意された、客車の連なる蒸気機関車だった。


    「さて、さっさと運び出しちまおうぜ──」


    　荷台の扉を開けて中を見回した青海は、その異様な光景に眉まゆ根ねを寄せた。


    　いくつも積まれた木箱の中央に、そのマガツカミは繋つながれていた。全身を皮の拘束具で覆われ、胸の前で交差された両腕も足も、ベルトできつく固定されている。


    　鮮やかな金髪を肩の上で揺らしていたが、目隠しやマスクで表情は窺うかがえない。


    　乗せる際にでも痛めつけられたのか、拘束衣には血が滲にじみ、足下には血ち溜だまりができていた。まるで荷台に立てられたサンドバッグのようだ。


    「……人間もまあ、やることはエグいよな」


    　荷台には、むせかえるような血の臭いが充満している。


    「このくらい弱らせなきゃ運べないんだよ。第一級災厄なんだぞ」


    　青海や菊池たちの入って来た気配に気づいたのか、顔を上げたマガツカミは、体を揺すって叫びだした。マスクがされているため、その声はくぐもってよく聞き取れない。


    「おうおうっ……！　おおうっ！」


    　ガタガタと体を揺らし、声を上げる仕草に鬼気迫るものを感じ、祈き祷とう士したちは息を呑のむ。


    「……唸うなるっつうか、叫んでるじゃねえか」


    「……耳を貸すな。さっさと連れて行こう」


    　菊池が滑車付きの磔はりつけ台を押し、マガツカミを拘束する支柱ごと荷台から降ろす。


    「おう、おうおうっ！　おうっ……！」


    　荷台からコンテナに向かって、朝霧の中を進む間にも、マガツカミは叫び続ける。


    　異様な雰囲気に黙々と搬送を行う祈祷士たちだったが、青海が空そら笑わらいを浮かべた。


    「〝六りつ花かのマガツカミ〟ってのは、残ざん酷こく極まりないっつうけどよ。こうして見ると可愛かわいいもんじゃねえか。なあ？」


    　ぺちぺちとマガツカミの頬ほおを叩たたく青あお海みを、磔はりつけ台を押す菊きく池ちがいさめる。


    「やめろ青海っ……！　危ないぞ」


    「どこが危ねえんだ、こんなガチガチに拘こう束そくされてんのに」


    　青海はマスクに覆おおわれた顎あごを持ち、こちらへ向けさせた。


    「おうおうっ！　おうっ……！」


    「はあ？　何て？　聞こえねえよ」


    　へっちゃらだとでもいうふうに、青海は菊池に笑ってみせた。


    



    〝六花のマガツカミ〟を運び出す一同を眺め、年配の研究員が小首を傾かしげた。


    「あれ……？　おかしいな」


    　荷台に乗っているのは、マガツカミ一体ではなかったはずだ。一緒に乗車したはずの、研究員や、二人の祈き祷とう士したちが出てこない。


    　駆けて確認しに行った荷台の中、充満する血の臭いに嫌いやな予感がした。


    　荷台に積まれた、ある木箱に視線を落とす。他の木箱がぴったりと蓋ふたをしているのに対し、その木箱の蓋だけが、僅わずかにずれていた。


    　中にあったのは祈祷士の死体。四し肢しを折り曲げられた三つの死体が、ぎゅうぎゅうに詰められていた。


    



    　するり、と青海のつまんだマガツカミの顎から、マスクが外れた。


    「あれ……？　これ留められてねえ……？」


    「おうおうっ、おうお……あ。なあんちゃって。バレちゃった？」


    　口元だけを晒さらしたマガツカミは、目隠しをされたまま唇くちびるを舐なめた。その口元は、真っ赤な血でべっとりと濡ぬれている。


    　その時、トラックの荷台から研究員が叫んだ。


    「誰だれか、ヘリアンサスの拘束を確認して──！」


    　次の瞬間。マガツカミは体を前に倒し、青海の首筋に噛かみついた。


    「……があっ!?」


    「ばっ、抜刀──！」


    　鮮血をほとばしらせる青海の喉のどを噛みちぎり、マガツカミは拘束を解といて両腕を広げた。全身を覆う拘束具を脱ぐと、研究所で着せられた黄色のツナギが露あらわとなる。


    　ツナギのジッパーをへその上まで下ろし、伸びをするマガツカミ。


    「はあ……朝の匂いがするぅ」


    　六りつ花かの右腕を依より代しろに持つマガツカミ──〝掴つかみ神〟向日葵ヘリアンサスは、金髪のただの少女のように見える。薬の影響なのか元からなのか、目はとろんと恍こう惚こつに歪ゆがみ、話す言葉は舌足らず。しかしこの目隠しをされた小柄な少女に、祈き祷とう士したちはサーベルの切っ先を向ける。


    「恐れるな！　白しら錠じようはされたままだ。能力は使えない！」


    　ヘリアンサスの両腕には、腕輪のような枷かせがされたまま。また目隠しも外れていない。しかしサーベルを振り上げ飛び掛かった祈祷士の一撃を容易たやすくかわし、ヘリアンサスは濃い霧の中に消えた。


    「逃がすな！」「追え！」「捕まえろっ」


    　菊きく池ちもまた抜いたサーベルを構え、ヘリアンサスを捜した。朝あさ靄もやの中を、小柄な人影が走り抜ける。あちらこちらで悲鳴が上がった。その声のする方へ、反射的に切っ先を向ける。


    「ぐあっ！」「ぎゃあっ」「いやあっ！」


    　右へ左へと切っ先を揺らし、菊池はじりじりと後退りする。


    「どこだ……？　どこだよ……！」


    　霧の中に、無邪気な笑い声を聞いた。


    「あはは──あははははは！」


    「な、何でだよ！」


    　ヘリアンサスの素早い動きに靄が揺らぎ、悲鳴とともに血ち飛沫しぶきが上がる。祈祷士たちが霧に視界を奪われあたふたしているうちに、ヘリアンサスは次々と祈祷士を喰くっていく。


    「何で!?　何で目隠しされてんのに、位置がわかるんだよ！」


    　叫んだ菊池の背後に、ヘリアンサスは現れた。ゾクリと肌を粟あわ立だたせ、振り返ったと同時に押し倒される。


    「うああっ！」


    　迫るヘリアンサスの顔を手で押さえる。鼻先で歯し牙ががカチカチと打ち鳴らされた。喰われる、喰われちまう──。


    　絶望的な状況に諦あきらめかけたその時、シュルシュル──と何かが飛んでくる音がした。


    　菊池の体から飛び退のくヘリアンサス。その直後に菊池の眼前を、湾曲した短刀が飛んでいく。


    「──何でって。あれだけ叫んで音立てりゃ、自分の位置教えてるようなもんだろ、アホか」


    　手を前に出し、短刀を投げたのは看守長だった。


    　目隠しをされたヘリアンサスが、「何の音？」と辺りを見回す。


    「お前を切り裂さく手しゆ裏り剣けんさ。もう一個投げるぞ、いいか？」


    　声を頼りに、看守長へと体を向けるヘリアンサス。


    「なんちゃって」と看守長はつぶやいた。前に突き出した腕を引くと、投とう擲てきされ飛んでいった短刀が、まるで看守長の腕と糸で結ばれているかのように、弧を描いて戻ってくる。


    　シュルシュルと激しく回転しながら、その刃はヘリアンサスの背中に食い込んだ。


    「んぐああっ!?」


    「ったく。今日びの祈き祷とう士しは、拘こう束そくされたマガツカミ一匹運ぶこともできねえのかね」


    　看守長が嘆くと、隣に立つ褐色の秘書が、眼鏡めがねの蔓つるに指先を添える。


    「相手は〝六りつ花かのマガツカミ〟。やはり迎えに来て正解でしたね」


    　もう一方の手に、看守長から預かったマグカップをつまんでいる。


    「うああっ、取って、これ取って！」


    　背中に手を回し、ヘリアンサスは短刀を抜き取ろうともがく。


    「元気そうだな、ヘリアンサス」


    　ヘリアンサスは、声の位置を探って身構える。


    「……その声は……シドー？」


    　間一髪看守長に助けられた菊きく池ちは体を起こし、聞こえた名前を口内で繰り返した。


    「……シドー？　……獅し童どう巳み月づきか？　あの元六花隊の……？」


    　自由に動き回る不思議な短刀。そして背に帯刀する太た刀ち。間違いない、と菊池は確信する。


    〝妖よう刀とう使い〟獅童巳月は、先の大戦で活躍した第零ぜろ三さん祈祷部隊の戦闘斥せつ候こうである。


    　第一級災さい厄やくである〝六花のマガツカミ〟を六体も従えた古ふる川かわ六花──彼女は終戦間際に謀む反ほんを起こし、マガツカミを使って殺さつ戮りくを行った戦争犯罪者だ。しかし一方で、マガツカミを使って多くの兵を救った英雄でもあった。
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    　そんな六りつ花かの率いる第零ぜろ三さん祈き祷とう部隊──通称六花隊は、隊員それぞれが一流の祈祷士だったと言われている。たった六人しかいない小隊が、時に戦況を変えたのだと。


    　語られる戦場の物語はどれも奇跡的で、六花隊に憧あこがれを抱いだく祈祷士は多い。


    　巳み月づきの声のする方向へ、ヘリアンサスは駆け出した。


    「シドーっ!?　喰くわれに来てくれたの!?」


    「ま、逃げねえよなあ。お前は」


    　巳月が再び手を前に出すと、その動きに合わせて、ヘリアンサスの背に刺さった短刀が動く。ヘリアンサスの体をとんぼ返りさせ、砂じや利りの上へと叩たたきつけた。


    「ぐあっ……！」


    「五年ぶりの再会だ。ちょっと話そうぜ」


    「ふう……。ふう……！　そこだね、シドー」


    　声を頼りに位置を探り、ヘリアンサスは跳びはねた。


    　しかしその大きく広げた口が巳月へと喰らいつく直前に、秘書が鞭むちを振るう。長く伸びた鞭の先端がしなり、砂利を跳ねてヘリアンサスの足首に絡みつく。


    　足を引かれ、ヘリアンサスは再び地べたへと這はいつくばった。


    「ぐあっ……！」


    「相変わらず見事な鞭さばきだな、クイナ。お前がそれ使うと、乳が揺れるから好き」


    「セクハラですよね、それ」


    　倒れたヘリアンサスは、四つん這いに起き上がろうとした。


    　その背中に、巳月が腰を下ろして足を組む。


    「んがっ……！　どいてっ」


    「どかねえし」


    　言ってヘリアンサスの背に突き刺さった短刀を引き抜く。


    「んああっ！」


    「面白いだろう、これ。蝦え夷ぞ地ちで見つけた妖よう刀とう〝エペタム〟ってんだ。一人でに飛んでっては村人や盗賊を斬きり殺したんだとさ。可愛かわいい奴やつだが食いしん坊でな。扱いがちと難しい──」


    　エペタムを掴つかむ巳月の手が、青白く変色していた。


    「さみーんだ。これ使うとすごく」


    　エペタムを鞘さやに収めると、巳月の手も体温を取り戻し始める。


    「〝魔王の手〟さえ使えれば、あんたなんて……！」


    「んなもん使ったって、俺は殺せねえよ」


    　巳月はヘリアンサスの髪を掴み、顎あごを上げさせる。なめし皮の目隠しで顔は半分隠れているが、鮮やかな金髪は確かに、かつてともに前線を駆け抜けたヘリアンサスのものだ。


    「……しかしまあ、大きくなったな。五年でこうも成長するもんかね。俺は〝六花のマガツカミ〟の中じゃあ、六番目に好きだったんだぜ。お前のこと」


    「最下位じゃんか……！」


    「ししし」と笑いながら、巳み月づきはクイナからマグカップを受け取った。


    「まあ脱走は諦あきらめるんだな。この俺が来ちまった以上、お前にもう、自由はねえよ」


    　言ってヘリアンサスに腰掛けたままコーンポタージュをすすり、「ぬる」と顔をしかめた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　青い空に汽笛を響かせて、蒸気機関車カムパネルラは走り出した。


    　ガラスに鼻先を擦こすりつけんばかりに顔を寄せ、ラティメリアは窓の外に手を振っている。


    「……誰だれに振ってんの」


    　向かい合うシートで足を組む七なの日かが、嬉うれしそうな横顔に尋ねる。


    「わかんない。鉄道の人？　めっちゃ振ってくるから」


    　駅で乗客を見送る駅員さんだろう。不特定多数に向けられた笑顔にも、ラティメリアは喜んで手を振り返している。


    「すごいわ、この椅い子す。家にあるどの椅子よりも上等のものじゃない？　ふかふか！」


    「そりゃ内装だってこだわってるはずだ。星空を見るためだけに、電気のこの時代にわざわざ蒸気機関車を作っちまうくらいなんだから」


    　シートで尻しりを跳ねさせて、ラティメリアはケラケラと笑う。カムパネルラに乗ってからずっと、ラティメリアはご機嫌だった。〝銀河鉄道の旅〟と書かれたパンフレットを何度も読み返し、連れてきたウミネコを抱きかかえて、流れる景色を食い入るように見つめている。


    「速いねえ……。サキちゃんが飛ぶよりも速いんじゃない？」


    「みゃ」と答えた声は肯定なのか否定なのか。一人と一羽は、飽きもせず外を眺め続ける。


    　七日が視線を移してみても、窓外にはまだ緑の残る秋口の田んぼが広がっているだけで、珍しいものは何もなかった。しかし初めて列車に乗るラティメリアにとっては、そんな景色も眩まぶしく映るのだろう。


    「ねえナノ。私がこの汽車喰くったら、どうなる？」


    「〝汽車メリア〟になる」


    「汽車メリア！　速い？」


    「速いんじゃねえかー。石炭めっちゃ食いそうだな」


    　七日は眼鏡めがねをかけ、新聞を広げておざなりに答えた。


    「汽車メリアは、ナノ殺せる？」


    「俺でも汽車には勝てねえよ。だがその前にお前だって喰えないだろ、こんなの」


    「うは。最強説あんね、汽車」


    　通路にキャビンアテンダントがやってきて、二人に笑顔を向けた。「お弁当、お菓子、お飲み物などいかがですか」と尋ねた声に、ラティメリアは「全部！」と答えた。


    「アホか、お前そんな金あるのか？　出さねえぞ、俺は」


    　自分のがま口財さい布ふを開いたラティメリアは、しょんぼりとうつむいた。


    「もうお金あんまないよ。中華街で食べ過ぎた……」


    「もっと計画的に生きろよ、お前は」


    　二人のやり取りを見て、キャビンアテンダントが微ほほ笑えんでいた。七なの日かとラティメリアは、端はたから見れば仲のいい兄妹にでも見えるのかもしれない。


    　七日はため息をつき、「じゃ飯にするか。それなら出してやるよ」と提案した。


    　ラティメリアは、駅弁の説明をじっくりと真剣に聞いて、散々迷った挙句、海の苔りの敷かれた白米にゴマの煌きらめく〝満天の星空弁当〟に決めた。七日はちまきを一個とプリンが三個。デザートの方が多い。


    「やったやった！　列車でご飯なんて贅ぜい沢たくじゃない？　田んぼ見ながら食べられるなんて！」


    「そんな嬉うれしいかな、田んぼが」


    　弁当を食べている間は、大人しくしてくれるだろう。


    　キャビンアテンダントが去ってから。七日は新聞の縁から車両を覗のぞき見る。完成したばかりの高級列車だけあって、客車はどこを見ても真新しい。座席シートの縁や〝６号車〟と書かれたプレートなど、至る所が金色に輝いている。


    　見上げれば、シャンデリアがぶら下がっていた。


    　壁紙は落ち着いた木目調。まるで動く高級ホテルの一室だ。


    　乗客たちも一見して富裕層。ある恰かつ幅ぷくのいい紳士は立派な口ひげを蓄えているし、婦人たちはフォーマルドレスに大きなピアスなどを煌めかせている。バスケットに子犬を入れた少女や、蝶ちようネクタイを締めた少年。老婆の集団などもみな品がいい。


    　対して目の前のシートで足をぶらつかせ、〝満天の星空弁当〟をつつくラティメリアはどうだ。中華街での肥こやし神事件後に始めた過酷なダイエットによって、その体型は元に戻っていた。紫色のパーカーに、いつものふんわりとしたフード姿。スーツである七日は良しとして、ラティメリアの格好は、この高級列車の中では浮いているかもしれない。


    「……やっぱお前も着飾るべきだったか」


    「ん？」


    　七日の視線を感じ、顔を上げるラティメリア。当の本人はお洒落しやれを自称しているわりに、まったく気にしていない様子である。


    「まあいいか。お前は着飾った方が目立っちまうだろうしな」


    　器量好よしも考えものだ。七日は新聞を置き、ちまきの葉を捲めくりながら忠告する。


    「だがあまり気は抜くな。後ろの車両には、祈き祷とう士し連中も多く乗車しているはずだ。お前のことを知ってる奴だっているかもしれない」


    「ふん。この私が気を抜いたことなんてある？　何回くらい？」


    「数え切れねえよ」


    　七なの日かが亥いの鼻はなちとせに搭乗券を用意してもらったのは、当然、鉄道旅行を楽しむためではなかった。列車で秘密裏に運ばれているであろう、〝六りつ花かのマガツカミ〟を斬るためである。


    「ヘリアンサスに動きはないか？」


    「うん。汽車の後ろの方から動いてない」


    　六花の右腕を依より代しろに持つ〝掴つかみ神〟は、二年前に罠わなに掛かり、祈き祷とう士し協会に捕獲された。六花の体を依り代に持ち、今や日本中に散った〝六花のマガツカミ〟は、その一人一人が第一級災さい厄やくであるマガツカミだ。


    　また、戦時中に軍で行われた〝禍まがツ兵器計画〟の数少ない成功例でもある。


    　捕まえたヘリアンサスは殺処分するべきだという声も多かったが、生きて捕獲できたのならこれ以上のサンプルはない。ヘリアンサスが送られたのは、関東にあるマガツカミの研究施設だった。


    　ただしその研究所は、ＧＨＱ──連合国軍最高司令官総司令部の支配下にあった。


    　先の大戦に敗戦した日本に対し、占領政策を行うため設置された米国の機関、それがＧＨＱである。日本と戦った彼らは、戦争兵器として使われた〝六花のマガツカミ〟の恐ろしさを──戦況を左右する忌いまわしき神々の脅威を、よく知っている。


    　だからこそ、占領政策として日本軍を解体すると同時に、日本軍が進めてきたマガツカミ研究を奪ったのだ。


    　しかし元日本軍の研究員たちは、それをよしとしなかった。秘密裏に計画されたのは、ヘリアンサス奪還作戦だ。ヘリアンサスは脱走したという偽のシナリオを用意し、別の施設へと移送する計画だった。しかしこの計画は、あまりにも早く露ろ呈ていすることとなる。


    　出発した研究所も、移送先の施設もＧＨＱに押さえられ、日本政府の研究員たちは窮きゆう地ちに立たされた。ヘリアンサスを車両に乗せたまま、行く当てを無くしたのである。


    　日本政府は、ＧＨＱからの嫌疑を否定し、とぼけ続けていた。ヘリアンサスは逃げたのだ、我われ々われは居場所など知らない、と。しかしそのヘリアンサスを連れた一行は、関東圏内に敷かれたＧＨＱの狭まる包囲網によって、発見されるのも時間の問題であった。


    　この危機に受け入れ先として名乗りを上げたのが、会あい津づ若わか松まつにあるマガツカミ研究所である。


    　ＧＨＱの目を欺あざむくため、ヘリアンサスは急きゆう遽きよ、東北へ向かう列車にコンテナを連結させて運ぶことになった。その隠れ蓑みのとして使うことになった列車こそ、七日たちの乗車する蒸気機関車カムパネルラだ。


    〝銀河鉄道の旅〟と称された旅行プランに紛まぎれ、ヘリアンサスと研究員の一行を、一刻も早く関東圏内から脱出させなければならない。


    　そして情報屋であるちとせの情報網は、関東の鉄道員にも及んでいた。日本政府が旅行プランに関与し、コンテナに乗せて〝六りつ花かのマガツカミ〟を運ぼうとしているという情報を、ちとせは鉄道員から買った。事実かガセかははっきりとしなかったが、それでも大金を出したのは、古ふる川かわ七なの日かが〝六花のマガツカミ〟関連の情報には金を惜しまないことを知っていたからだ。


    　今まで、施設に捕獲されたヘリアンサスには手が出せなかった。しかし移送されるこの時こそ、〝六花のマガツカミ〟を斬る最大のチャンスである。


    　カムパネルラの乗客たちは、自分たちの乗る汽車で第一級災さい厄やくが運ばれていることなど知る由よしもない。乗車の際の厳重な荷物チェックや身元確認も、高級列車ならではだと疑わない。


    　七日は、ちとせから買った架空の名義で潜入した。そのため、サーベルも帯刀していない。


    　祈祷士が乗っているのだから、サーベルはどこかで調達すればいい。駅で見かけた祈祷士の数や、同じ〝六花のマガツカミ〟を察することができるラティメリアの言葉からも、この汽車に〝掴つかみ神〟ヘリアンサスが乗っていることは明らかである。


    　七日は近く訪れるであろう対面の時を待ち、ちまきを手に再び新聞紙を広げた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　汽車が走り出してからしばらくは、座席で流れる景色を眺めていた。田んぼの広がる山間を抜け、列車は丘を上っていた。


    「ちょっと後ろの様子を見てくる。お前は待ってろ」


    「嫌いやだし。私も行くし。けど……」


    　うつむくラティメリアの様子は、出発直後と打って変わって静かだった。


    「揺れに酔ったか？」


    「違う。何だか、サキちゃんが変なの」


    　ラティメリアは言って、膝ひざの上に抱くショルダーバッグを開いて見せる。中ではウミネコが目を閉じて横たわっていた。鳥が横に倒れる姿は珍しい。ぐったりと頭を倒し、くちばしを半開きにして息をしている。


    「……どうした、サキ」


    　七日はバッグを覗のぞき込み、ウミネコの羽の下や足の付け根に手を触れた。


    「みゃあ……みゃ……」


    　ウミネコは、張りのない声で鳴いて答える。明らかに弱っている。


    「体温が高いな。風か邪ぜでも引いたか？」


    「鳥も風邪引くの？」


    「……いや全然わかんねえわ」


    　人体についてならともかく、鳥の病気に関して詳しくはない。かつてウミネコの手当てをした際に、骨の位置を知るため図鑑を開いたりもしたが、鳥が風か邪ぜを引くかなどは記述されていなかった。


    「どっちにしろ、列車は降りられないぞ。そいつはシートで休ませておけ。どんな病気だとしても睡眠は必要だ」


    「ん……。おやすみ、サキちゃん。早く元気になってね」


    　ラティメリアは素直にショルダーバッグを脇に置き、ハンドタオルをウミネコの体に被かぶせた。


    



    「ねえ、この汽車って風邪薬売ってる？」


    　車両と車両の間にある貫通扉を開きながら、七なの日かはラティメリアの質問に答える。


    「人用なら常備されててもおかしくないが、鳥用のはないと思うぞ。素人の俺たちが下へ手たにあれこれ触るよりも、様子を見た方がいい。向こうに着いたらまず獣医だな」


    「んー……。せっかくの汽車の旅なのに、がっかりだねえ、サキちゃん」


    　意気消沈するラティメリアだったが、向かいから歩いてくる乗客の会話が耳に入ったのか、再び七日を見上げた。


    「ナノ。レストランのアボカドバーガーが美お味いしかったって」


    「駅弁食ったろ。俺のプリンも食ったくせに、まだ足りないのか」


    「もちろん。三時のおやつはハンバーガーがいいわ」


    「完全にデブの台詞せりふだな……」


    



    　七日とラティメリアは客車を抜け、ラウンジまで足を運んだ。パンフレットによれば、この豪華蒸気機関車カムパネルラは、一四両編成であるらしい。その一一両目が、この第一展望ラウンジだ。外の景色が楽しめるよう、壁の大部分が窓ガラスとなっており、両サイドのソファーは窓に向かって並べられている。日中は日が降り注ぎ、ずいぶんと明るい。


    「何ここ？　すごいね。大きい窓」


    　乗客たちの行き交う中、ラティメリアは前に出て、ソファーの一つに腰かける。小さなテーブルがあり、食事ができるようになっていた。


    　列車は丘を上っていき、ちょうど雑木林を抜けたところだった。窓の向こうに、トタン屋根のひしめく街並みと広がる太平洋が現れる。


    「ほわあ……！」


    　ラティメリアは感嘆の声を上げた。


    「そこにいていいぞ。すぐに戻ってくる」


    　七日は、シートからちょこんと顔を出したラティメリアの後ろ姿へと告げて、後方の車両へ向かって歩きだす。ラティメリアは隣席で食事を楽しむ家族を見て、七日を呼び止めた。


    「ね、ハンバーガーは？」


    「はいはい、買ってくるよ」


    「ここで景色見ながら食べようよ。サキちゃんも連れてきていい？」


    「起こしてやるなよ。あいつは寝かせとけ」


    「んー……つまんない。けど、それもそうね」


    　ラティメリアは素直に答え、景色へと視線を戻した。


    　七なの日かはラティメリアを置いて、次の車両に移った。扉を通り抜けてすぐに、洋風レストランのメニュー表がスタンドに載せられていた。〝ムール貝の白ワイン煮〟や〝子羊のロースト〟など、字じ面づらだけ見ても高級感漂うメニューの中に、〝アボカドハンバーガー〟という表記を発見する。


    　円テーブルに着き、注文したハンバーガーが持ち帰り用に包まれるのを待ちながら、七日は改めてパンフレットを開いた。


    　煙突や運転室のある機関車に続いて、一両目から一〇両目までが客車で、一一両目がラティメリアの待つ第一展望ラウンジ。一二両目が今いるレストラン、一三両目がバーカウンター。最後の一四両目は第二展望ラウンジとなっていた。この二つ目の展望ラウンジは、バルコニーのような作りをしていて、外に出て星空を楽しむことができるらしい。それが、〝銀河鉄道の旅〟と称されるプラン最大の売りである。しかし今回の旅において、一四両目は立ち入り禁止とされていた。


    　これは、ヘリアンサス移送のために急きゆう遽きよ同乗することになった祈き祷とう士したちが占拠しているからにほかならないが、乗客たちから不満の声は上がらなかった。なぜなら、今回の運行はもともと試運転だからだ。


    　蒸気機関車カムパネルラに乗って行く〝銀河鉄道の旅〟──本来のメインイベントは、国内で四番目に広い湖、天てん鏡きよう湖こに架かる天鏡橋を駆け抜ける幻想的なルートにあった。


    　しかしその橋は、未いまだ開通していない。作業延期に延期を重ね、完成予定を大幅に過ぎた今となってもまだ、橋は向こう岸へ届いていなかった。


    　そのため、今回が初となるカムパネルラの運行は、メインイベントである天鏡湖を迂う回かいして、湖縁に沿って進むのだ。乗車券はその分安く、また今回の乗客たちは本来の運行プランが開始された時に、優先して乗車券を購入できる割引付き優待券が配布される。だからこそ彼らは不満を持たず、湖縁から眺める天鏡湖も綺き麗れいには違いないと、承知した上で乗車しているのだ。


    「……隠れ蓑みのにするにはちょうどいいプランだったってわけか」


    　取り急ぎ用意された移送作戦にしては、上出来なのかもしれない。ただし乗客一人一人の素す性じようを詳しくチェックする余裕はなかったのだろう。七日の侵入を許している時点で、完かん璧ぺきとはいえないギリギリの作戦ではあったが。


    　乗車する前に七日が確認した限り、群ぐん青じよう色に輝く〝銀河鉄道〟カムパネルラには、最後の車両、第二展望ラウンジのあとに、コンテナが二つ続いていた。この列車は、今回の運行に限り一六両編成なのだ。二つあるコンテナのどちらかに、ヘリアンサスはいる。祈き祷とう士したちはコンテナに近い第二展望ラウンジを陣取り、一般客を退けていた。


    「さて。どうすっかな……」


    　サーベルはなくコネもなく、手前の車両には侵入を拒む祈祷士の群れ。その中で、どうやってヘリアンサスを殺せるだろう──。タイムリミットは、列車が会あい津づ若わか松まつに到着する夜までだ。


    　レストランの中で、スーツ姿の女を見かけた。乗客乗員とも祈祷士とも違う、独特な雰ふん囲い気きが妙に目につく。背が高く、褐色の肌に眼鏡めがねをかけていた。


    　女はテーブルの間を真っ直すぐに歩き、次の車両──バーカウンターへと向かっていった。


    



    　バーカウンターには、ピアノの音色が流れていた。壁際に設置されたピアノに向かい、演奏者がジャズのメロディに体を揺らしている。


    　時間はまだ午後を過ぎたばかり。柔らかな日の光が差すバーは、喫茶店のような雰ふん囲い気きを醸かもしていた。観葉植物やスタンドライトがシックに店内を飾っており、大人の隠れ家を思わせる。


    　手前の車両のレストランよりも、子ども連れは少ない。しかしだからといって静かというわけではなく、昼間からグラスを傾ける乗客たちの談笑する声で溢あふれている。


    　テーブル席には、祈祷士たちの姿も見られた。さすがに制服でアルコールを飲みはしていないが、休憩中なのか、コーヒーカップを手にリラックスした表情で会話を楽しんでいる。


    　奥の席に向かい合って座る双子は、炎えん華かと氷ひよう華かである。二人は七なの日かを知っている。面倒なものが乗っているなと、七日はハンバーガーを入れた紙袋を手に、カウンターのそばで足を止めた。テーブルに肘ひじを置き、目だけで褐色肌の女を追いかける。


    　あの女も祈祷士なのだろうか。制服を着ていないということは、関東の祈祷士たちとはまた別の部署──。考えられるのは、移送先である会津若松から派遣された人物か。


    　カウンターの向こうの店員から「ご注文は？」と尋たずねられ、「ココア」と答えた。


    　女が一般人は立ち入り禁止の、奥の車両へ去っていくのを見送る。すると突然、背後から声を掛けられた。


    「へえ。あんな女が好みだっけ？」


    　振り返ると、これまた祈祷士とは違う制服を着た男が立っている。看守帽を被かぶり、太刀を背に帯刀する少年のような男。ヘリアンサス移送を監督する看守長──獅し童どう巳み月づきだ。


    「……獅童さん。いたのか」


    「いたわ。今お前、『見えなかった、ちびすぎて』って言葉飲み込まなかったか？」


    「いや、見た目全然変わってなくて驚きはしたけど……。ちびすぎて」


    「うるせえよ」


    　七日と巳月は元六りつ花か隊たい同志。六花の死後、七日が姿を消してから、四年ぶりの再会である。


    　店員が七日の前にマグカップを置くと、巳月は足の高い椅い子すに座り「電気ブラン」と注文した。


    「いやあんた、マジで身長伸びないんだな。俺よりも二歳上には見えないんだけど」


    「正直よ……。ちょっと達観し始めてきてる。背の高さ云うん々ぬんで見える世界はそう変わんねえよ。せいぜい数センチ目線が高くなるだけだ。んなもんにこだわるよりもよ、心を広くでっかく持った方がカッケーんじゃねえかってよ」


    　言いながら巳み月づきは、懐ふところからプラスチックの袋を取り出した。中に入っているのは、色取り取りのマシュマロである。一粒つまんで口に放る。


    「……何ですか、それ」


    「マシュマロ。美う味まいぞ。身長も伸びるらしいし」


    「達観できてねえじゃん。まだ欲しがってんじゃん」


    　琥こ珀はく色に輝く電気ブランが、巳月の前に置かれる。


    「まあ、一杯付き合えよ。久々の再会なんだ」


    　七なの日かは不承不承、テーブルの上にハンバーガーの入った紙袋を置いた。


    　椅い子すを引く七日に、巳月はマシュマロを差し出す。


    「食うか？　甘いの好きだろ」


    「いらん」


    「ほいっ」


    　巳月はつまんだマシュマロを、七日のマグカップへと放った。七日が腕を引くよりも早く、マシュマロはポチャンとココアの水面に沈んで浮かぶ。


    「くそ……。このちび……」


    「お前、バーでココアなんて飲んでのか？　相変わらず女め々めしい野郎だなあ」


    「あんたはいいんですか。それ制服でしょ。勤務中じゃねえの」


    「いいんだよ、俺は。偉いから」


    「偉いんだ……。やだな、こんなガキみたいな上司」


    　グラスになみなみと注がれた電気ブランを傾け、喉のどを鳴らす巳月。七日はマグカップに口を付けながら、その姿を覗のぞき見る。祈き祷とう士しである巳月が列車に乗っている理由、それは当然ヘリアンサスにあるのだろう。


    「お前の話は知ってるんだぜ、古ふる川かわ。三百年ものを斬ったらしいな。甲こう良ら神社で」


    　巳月は七日の倒した轢ひき神を差して、そう言った。


    「何で知ってんだよ……」


    「七分半かかったらしいじゃん。長えなあ。俺なら五分以内だね」


    「はいはい。ってか、誰だれが計ってたんだ。それどこ情報？」


    「報告書を見たんだよ。『闇やみに堕おちた祈祷士、古川七日の介入により──』ってさ。お前も大変だったんだなあ……。闇に堕ちるなんてさあ」


    「それ公式の記録でも言われてんのかよ……」


    　項うな垂だれる七なの日かの横顔を見て、巳み月づきは歯を覗のぞかせて笑う。


    「甲こう良ら神社って雪ゆき生おんとこだろ？　あいつとも会ってねえな。元気なのか？」


    「元気ですよ。何かと鼻血出す癖くせも健在で」


    「ははっ。あれがなきゃ美人なんだがな。会ってんのか、お前ら」


    「いいえ。呼ばれたんですよ。マガツカミがいるって。会ったのは数年ぶりだ」


    「へーえ。身元不明の不審な名前が名簿にもう一個あったからよ。雪生とでも来てんのかと思ったが……そっかそういや、お前は喰くい神連れてんだっけ？」


    「……いますよ、前の車両に」


    　七日は答えながら、巳月の立ち位置を探る。巳月はすでに、七日が別名義を使って侵入したということに気づいていた。ならばその目的も勘づいているだろう。この男は協力者になり得るか、もしくは敵対か。かつて同じ部隊に所属していたからといって、今も味方であるとは限らない。


    　電気ブランを傾ける巳月の仕草を、さり気なく観察する。


    「不思議だよなあ。〝六りつ花かのマガツカミ〟を殺したいほど憎んでるお前が、〝六花のマガツカミ〟を連れてるなんてよ。どういう心境なんだ」


    「どういう心境でしょうね」


    「〝六花のマガツカミ〟を追うためか？」


    「まあ、便利ですよ。あいつは他の〝六花のマガツカミ〟を探知できるし」


    「だから連れてきたってわけか。けど俺がいるとは思わなかったろう」


    「あんたが護まもってると知ってりゃ、白しら雨さめは意地でも持ち込んでたのにな」


    「悪いな」と巳月は明るく朗らかに言った。


    「あいつは殺させねえよ。生かしたまま連れて帰るのが俺の仕事なんだ」


    「厄やつ介かいなのが乗ってたもんだ……」


    「そりゃこっちの台詞せりふだわ」


    　七日はヘリアンサスを殺したい。


    　巳月はヘリアンサスを護りたい。


    　お互いの目的がはっきりとして、敵対関係が決定した。しかし巳月は、世間話を続ける。


    「しかしよくわかったな。この列車使っての移送は火急の臨時作戦、しかも国家機密レベルのはずなんだが」


    「優秀な情報屋がいるんでね」


    「へえ。そりゃぜひ紹介して欲しいもんだな。ま、今回は諦あきらめて大人しく旅路を楽しんでてくれ。この列車が〝銀河鉄道〟なんて呼ばれてる所以ゆえんを知ってるか？」


    「湖上を走る予定なんでしょ。パンフレットにはそうあった」


    「本来はな。〝天を映す鏡〟と書いて天てん鏡きよう湖こ。あの湖はよ、透明度が高すぎて、その水面に星空をまんま映すんだ。周りは山々しかなくてよ。真っ暗。想像してみろ。どこが上か下かもわかんねえ満天の星空の中をよう、濛もう々もうと煙を上げた汽車だけがすーっと滑っていくんだ。ロマンチックだろ？　いかにも隊長が好きそうな光景だ」


    「……そうだな」


    「俺も何度か天鏡湖は立ち寄ってるけどさ。ああ星綺き麗れいだなあ、って思った後につい、隊長こんなの好きそうだなあ、見せてやりてえなあ、なんてセンチになっちまう。すげえ人だよな。いなくなって四年も経たってんのにまだ、俺の心ん中で隊長してんだ」


    　電気ブランとともに運ばれて来た氷水のグラスが、カランと音を立てた。


    「だがもう、隊長は過去の人なんだよな。ついでに言っとくが、ヘリアンサスを護まもってる元六りつ花か隊たいは俺だけじゃない。龍りゆう之の介すけも乗っている」


    「龍之介が……？」


    「ああ。あのニコニコ野郎も今や関東の支部局長だ。俺よりも偉くなりやがって。会あい津づ若わか松まつからは看守長として俺が、関東からは代表して龍之介が。日本政府の命を受けて、ヘリアンサスを見張ってる。やり合ったところで二対一だ。お前に勝ち目はねえよ」


    「元六花隊が、六花を喰くったマガツカミをかばうのかよ」


    　責めるように七なの日かは言うが、巳み月づきは声を荒らげ答える。


    「あの頃とは違う。龍之介も俺もよ、悲しみ乗り越えて着実に前に進んでんだ。隊長が死んでドロップアウトしちまったお前とは違ってな。俺は偉くなりてーの。あいつを今回うまく運びゃ、出世が約束されてんだ。上に行けば妖よう刀とうも集めやすくなる。コレクションも充実するってなもんさ」


    「妖刀に魂たましいまで売っちまったんだな」


    「時代が違うってだけだ。お前もさ」と巳月は声のトーンを下げる。


    「お前もいつまでも〝六花のマガツカミ〟狩りなんてしてねえで、協会に戻って来いよ。お前にちゃんと生きて欲しいってのは、隊長の願いでもあるとおもうんだけどなあ」


    「……」


    「ま、気が向いたらいつでも言ってくれや。俺が尽じん力りよくしてやっから」


    　巳月は口直しに氷水を飲み干した。背後に歓声を聞いて振り返る。


    「何か沸わいてんなあ」


    　足の長い丸テーブルを挟み、紳士と淑女がポーカーに興じていた。その周りに集まった人々が、興奮冷めやらぬ調子で声を上げている。


    「すごいな、お嬢さん。三連勝だ」


    「まだ誰だれも名前を教えてもらってないのか？」


    　男たちが負ければ彼女にカクテルを奢おごり、淑女が負ければ名前を教えるという賭かけをしているようだ。しかし未いまだ誰だれも淑女に勝つことができない。彼女のテーブルの前には、すでにからのグラスが二つ並んでいた。


    「まあいい女だな。上品なのに笑顔が柔らかくて、隙すきが多そうってのがいい。胸もでけえし」


    「あんた、胸しか見てねえだろ」


    　ケラケラ笑う巳み月づきに、頬ほお杖づえつく七なの日か。


    「んなことねえよ。ちょっと、鼻血ブーの雪ゆき生おに似てるかな。……鼻血噴かない分、美人だ」


    　カルーアミルクを飲む淑女は、周囲からの視線を集めていた。長い髪をアップでまとめたパーティードレス姿。シフォン生き地じのワンピースは、次のゲームを断り立ち上がった彼女の膝ひざの上でゆらゆらと揺らめく。


    　二人の視線に気づいた淑女が、微ほほ笑えみを返した。


    「見ろ、笑った。脈ありだ」


    「女好きも変わってねえな──」と、言下に七日は体に異変を感じた。頬を支えていた腕が痺しびれ、がくりと椅い子すから落ちそうになるところを、巳月が支える。


    「──っと。やっと効いてきたか」


    　七日の腕をカウンターテーブルに乗せ、その上に頭を伏せさせる。


    「あんた……何をしやがった……」


    「ちょいと強めの痺れ薬だ。こうでもしねえと、お前は素直に旅を楽しんではくれないだろ？」


    「クソ……。マシュマロか……？」


    「油断したな。俺に毒や薬は効かないが、お前には効果抜群だろ？」


    　腕の隙間から睨にらむ七日を、巳月は笑顔で見下ろした。


    「変わっちまったなあ、お前。昔は人から貰もらったものを口にすることなんかなかったのに」


    「あんたもな……。こんな姑こ息そくな真ま似ねをする人間じゃなかった……」


    　七日が腕の隙間から睨みつけると、巳月は笑顔を消した。


    「……悪わりいな。後で人を呼んでやるよ。天てん鏡きよう湖こを通る時は、展望デッキにでも寝かせてやろう。楽しんでってくれって気持ちは本心だよ。横になってた方が、満天の空はよく見える」


    「痺れ薬盛られて星なんか楽しめっかよ……」


    「はは。んじゃまた今度は二人きりで来よう。ロマンチックだろ？」


    「……死ね」


    　巳月は七日の肩を軽く叩たたき、カウンターを去っていく。


    「さて、次は喰くい神か……。どうやって見つけりゃいいんだ？」


    「大丈夫？」と声を聞いて振り返る。七日の背を擦さすっていたのは、先ほどの美女である。


    「ち。羨うらやましい奴め」


    　その様子を後ろに見た巳月は、小さく舌打ちをしてバーカウンターを後にした。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　トタントタン、トタントタン──。一定のリズムで刻まれる、車両の振動が心ここ地ちよい。


    　第一展望ラウンジで七なの日かを待つラティメリアは、ソファーに深く腰掛けていた。大きな窓から差し込む日の光を浴びて、スヤスヤと寝息を立てている。


    　鼻ちょうちんが割れて、「やんっ」と目を覚ますラティメリア。涎よだれを拭ふき取りあくびを一つ。


    「……んむぅ？」


    「やあ、おはよう」


    　柔らかな声に振り返れば、背の高い優やさ男おとこがまるで周囲の目からラティメリアを護まもるように、背もたれに腰をもたせていた。祈き祷とう士しの制服に、和柄の羽は織おりを羽織っている。


    「……おは、よー……？」


    　ラティメリアは寝ぼけ眼まなこを手で擦こすり、小首を傾かしげた。しばらく考えて、彼が見知った人物だと思い至る。


    「……ああ、中華街の」


    「また会えたね。喰くい神さん」


    「何でそんな格好してんの？　コスプレ？」


    「僕は祈祷士なんだ。紙し燭しよく龍りゆう之の介すけという。覚えてもらえるかな」


    「……ふうん。寝起きって、わりと人の名前どうでもよくなるね」


    「……後でまた言うことにしよう」


    　ぶるりと体を震ふるわせるラティメリア。辺りを見渡し、自分が汽車の中にいることを思い出す。


    「……ナノは？　来てない？　あいつ……ハンバーガー買ってくるって言ってたのに。遅すぎるわ！」


    　一人憤ふん慨がいするラティメリアに、龍之介が尋ねる。


    「お腹なか空すいているのかい。ご馳走しようか」


    「え。いいの？」


    　ラティメリアの跳ねた声に、龍之介は優しく微ほほ笑えんだ。


    



    「おひょう！　見て。私の顔よりも大きいわっ」


    　高々とそびえ立つ苺いちごパフェを前にして、ラティメリアはスプーンを手に心躍らせる。アイスやシャーベット、クリームにプリンにカットされた苺にと、贅ぜい沢たくに盛られたパフェは、一二両目のレストランで食べられる。


    　龍之介とラティメリアは、窓際のテーブルに向かい合って座っていた。白いテーブルクロスに、日の光が差し込んでいる。車窓からは、水面の煌きらめく太平洋を眺めることができた。


    「あんまあいっ」


    　クリームを口に含み、ラティメリアは感嘆の声を上げる。


    「以前会った時よりも、だいぶ痩やせたようだね」


    　その嬉うれしそうな顔をやはり嬉しそうに眺めながら、龍りゆう之の介すけはコーヒーカップを持ち上げた。


    「これが通常なの。この間の私はレア。もう二度と見られないわ」


    「それは幸運だった。通常の姿も可愛かわいいね。太っていても可愛いけれど」


    「あなたはとても話がわかる人みたいね。ナノとは大違い。あいつ、太った私をトドだとか言うのよ。信じられる？」


    「ふふ。トドは愛くるしい生き物だよ」


    「……あれ褒ほめてたのかしら」


    　スプーンでせっせとクリームを運ぶラティメリア。龍之介は頬ほお杖づえをつき、その顔を見つめる。怒ったり喜んだり、忙せわしなく変わる彼女の表情は、いつまでも見ていられる。


    「パフェ、好きなのかい。アボカドバーガーと迷っていたみたいだけれど」


    「うーん……。パフェは甘くて美お味いしいけれど、それでもハンバーガーには負けるかな」


    「二つ食べればいい。買ってこようか」


    「いいの。ハンバーガーはナノと食べる約束しちゃったし。パフェ一個で充分よ」


    「そうかい」


    「むしろあなたはいいの？　コーヒーだけなんて」
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    「ん。甘いのは苦手で」


    　龍りゆう之の介すけの返事を聞いて、「ナノとは正反対なのね」とラティメリアは笑った。


    「あ……。奢おごってもらってよかったのかな。男が女の子に奢る時って、やらしいこと考えてるって雪ゆき生おから習ったわ。もしかしてやらしいこと、考えてる？」


    「極端だな……大おお坂さかめ」


    　龍之介は苦笑いを浮かべる。


    「少し話がしたかっただけだよ。君は魅力的だ。これでも少し、緊張している」


    「へえ。私は〝六りつ花か〟に似ているんでしょ？　雪生もすごいびっくりしてたよ」


    「……似ているね。他の〝六花のマガツカミ〟の誰だれよりも。それはつまり誰よりも、六花の想いを引き継いでいるからなのかな……？」


    「難しいことはわかんないわ」


    　ラティメリアはさも興味なさげに、パフェの層を掘り続ける。フレークをスプーンで持ち上げ、シャクシャクと小気味よい歯ごたえに目を細めた。


    「君は他の姉妹たちと違って、人間を憎まないのかい」


    「人間は別に好きじゃないわ。好きになる理由がないし。けど考えてみれば、それほど嫌いになる理由もない。私は私なの。結ゆい神リコリスは、〝六花のマガツカミ〟なら六花みたいに人を憎むべきだって言ったけど、私は六花に会ったことさえないのよ？　知らない人の気持ちなんて知らない。私が生まれる前の話をされても困るわ」


    「……そうだね」


    　龍之介は穏便にそう答えた。しかし人の意見に左右されない強い意思も、その言い草も、まるで六花の生き写しだ。ラティメリアは見た目だけでなく、内面まで彼女にそっくりだった。


    　ならばマガツカミを憎むあの古ふる川かわ七なの日かが、そばに置きたがるのも頷うなずける。


    「ナノとはどういう知り合い？　あいつ友だちいたんだね」


    　パフェを食べながら、ラティメリアは尋ねた。


    「昔、同じ部隊に所属していたんだ。友だちというほどではない。僕は彼に嫌われているしね」


    「へえ。けど悲しむことなんてないわ。あいつ、目に映るものみんな嫌いなのよ」


    「ずいぶんとひん曲がっているね」


    「そう、ずいぶんとひん曲がっているのっ」


    　頬ほおにクリームをつけて笑うラティメリアに、龍之介は紙ナプキンを差し出す。


    「警戒心の強い人だからね。感情が表に出にくい僕のような人間は、苦手なんだろう」


    「ありがと」と紙ナプキンを受け取ったラティメリアは、それで口を拭ふきながら、龍之介の顔をじっと見つめた。


    「んー……。確かに、あなたはわかりにくいかも」


    　曖あい昧まいな微ほほ笑えみを返す龍之介に、ラティメリアは尋ねた。


    「ねえ、どうして笑わないの？」


    　常に笑顔である龍りゆう之の介すけに対し、ラティメリアはそんなことを言う。そう尋ねられたのは、二度目である。一度目は戦場に出る直前。尋ねたのは、六りつ花かだった。


    「……ホント、似ているよ、君は」


    　龍之介は内心驚いたが、それでも柔和な笑顔を崩さないままつぶやいた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　──コホンッ、と少女が小さく咳せきをした。


    　二両目の客車では、多くの乗客がシートに着いていた。メインイベントである天てん鏡きよう湖こでの星空鑑賞まで、思い思いに時間を過ごしている。車窓からの眺めを楽しんだり、談笑したり、カードゲームに興じていた。


    「──コホンッ、コホンッ」


    　明るい笑い声に、誰だれかの咳せき込む声が混じる。それは少女だけでなく、二両目にいる他の子どもたちや、老婆たちからも発せられた。


    　少女の抱くバスケットの中には子犬が一匹。ペスと名付けられたこの犬もまた、ウミネコと同じように、先ほどからぐったりと横たわっている。


    「ペスのご病気が移っちゃったのかしら」などと。軽い口調で母親は少女の首筋に手を触れた。しかし少女の意外な高熱に驚いて、「大変っ」と焦あせりだす。


    　コホン、ゲホゲホ、へっくしょん、ズズッ……。気がつけば車内には、咳やくしゃみ、鼻水をすする人たちで溢あふれている。


    　前方の車両から、「逃げろっ」と聞こえたのは、その時だった。車両の間の貫通扉が開き、乗客が押し寄せてくる。誰もがみな、口や鼻を手で押さえていた。


    「あのっ。何が、何があったのです？」


    　母親は少女を抱き締めながら、通路を駆ける乗客たちを見上げた。


    「あなたも早く、後ろの車両に逃げなさい！　化学兵器だっ！」


    　避難者の言った言葉は、にわかに信じられないものだったが、彼らの鬼き気き迫る表情を見ればとても冗談とは思えない。彼らがドタドタと後方に駆けていったあと、母親は恐る恐る頭を倒して、前方車両を覗のぞき見た。すぐに表情をこわばらせ、少女と子犬のバスケットを抱いて、逃げる準備をする。


    　閉まり始めた貫通扉の向こうに、ガスマスクを付けた金髪の女が立っていた。


    



    『──前方車両にて異常が発生しております。恐れ入りますが乗客の皆さんは乗務員の指示に従い、一時後方車両へ下がっていただきますよう、お願い申し上げます。当列車は点検のため、間もなく緊急停止いたします──』


    　各車両に緊急の放送が響き渡った。


    「……異常、とだけでは状況が読めないな」


    　龍りゆう之の介すけはコーヒーを飲み干して、席を立つ。


    　それから戸惑うラティメリアへ、「ありがとう」と告げる。


    「話せて楽しかったよ。僕は仕事をしに行かなくてはならないようだ」


    「何があったの？　マガツカミ？」


    「さて。それを調べに行くんだ。念のため君は、車両へは戻らない方がいい。危険だからね」


    　ラティメリアに笑顔で別れを告げて、龍之介は前の車両へと歩いていく。


    「危険なの……？」


    　つぶやいたラティメリアはしばし考えて、「それはマズいわ」と立ち上がる。


    　駆けて龍之介を追い越そうとしたところで、手首を掴つかまれた。


    「……っと。どこへ行くんだ？　前は危険だと──」


    「離してっ。危険だから行くの。サキちゃんが寝てるんだから」


    「サキちゃん……？」


    　睨にらみつけてくるラティメリアに、龍之介は小首を傾かしげる。


    「お友だちかい？　特徴を言ってくれれば僕が──」


    「いいから、離してってば！」


    　怒鳴られ、龍之介は思わず手を離してしまった。


    　ラティメリアは扉を抜けて、前の車両へと駆けていく。


    「……参ったな」


    　ラティメリアの言葉には逆らえない。頭ではわかっていても、体が彼女を六りつ花かだと誤解しているのかもしれない。


    　龍之介は閉まる扉を手で押さえ、紫のフード姿を追いかけた。


    



    　六両目に差し掛かったガスマスクの女は、深緑色のツナギを着ていた。腕や背中には〝四番〟と番号が振ってある。金髪を肩の上で揺らし、後方へ向かってゆっくりと歩いている。


    　その腕には、黒いぬいぐるみのようなものが抱かれていた。二頭身のひょうたん形で、頭のてっぺんからは、先端が矢印のように尖とがったツノを二本生やしている。四本の手足はだらりと下げて、大人しく抱きかかえられていたがそれは、マガツカミだった。


    　一方の手には三つ叉またの槍を握っていたが、それよりも恐れるべき武器は、ギザギザの歯の向こうから放たれるウイルスだ。


    「ヘクシュン……！　ヘクシュン……！」


    　マガツカミはくしゃみを繰り返した。ウイルスのような姿をしているのに、このマガツカミ自身が風か邪ぜを引いている。


    　マガツカミを抱いて歩く女の前に、二人の祈き祷とう士しが立ち塞ふさがった。


    「そこを動くな」


    「止まりなさい」


    　そう警告しても、女は二人を無視するように歩みを止めない。


    「一体何が目的なんだ、なんて」


    「訊きくまでもないね。後ろに向かってるんだから」


    　炎えん華かと氷ひよう華かは狭い通路に左右対称で並び、歩いてくる女を見据える。


    「警告はしました。従う意思はないものと判断します」


    「これよりあなたをマガツカミ信者と見なし、排斥業務を──」


    「「執行します」」


    　声を揃そろえ、同時にサーベルを抜刀する。マガツカミを抱くあの女もマガツカミなのか、明確ではないが、警告を無視するのであれば、斬り伏せるべき対象と見なした。


    「御免っ」と氷華は通路を駆ける。一方で炎華はシートの手すりを足場にし、背もたれの間を跳んで前に向かった。


    　ガスマスクの女はここに来て初めて、二人の姿を目で追った。


    「ショウガイ×キトウシ──ゲイゲキ」


    　何事かつぶやいた直後、氷華のサーベルによる突きを、半身を下げてかわす。


    　頭上より振られた炎華の刃は身を捻ひねって避よけ、動きを止めることなく、正面の氷華へ肘ひじ打うちを食らわした。


    「くっ……速っ──」


    　続いて、シートの背もたれに立つ炎華に腕を振り、足払い。


    　女の腕を避ける炎華。向こう側の通路へと着地したと同時に、腹部へ女の靴くつ底ぞこがめり込んだ。


    「うぐっ……！」


    　炎華が倒れれば、背後から氷華が迫る。すぐに炎華も立ち上がり、白しら雨さめを振るう。しかし二人の攻撃は当たらない。避けられ、かわされ、迎撃される。


    　女の動きは機械的だった。その立ち回りには、溜ためも助走も見られない。それなのに行動の一挙一動が異常に速く、冷静に白雨を避ける様さまは、ロボットのようである。


    　抑揚なく無感情に、そして確実に攻撃対象へ拳を当て、二人を追い詰めていく──。


    



    　逃げてくる乗客たちの間を縫ぬって、ラティメリアは最初に座っていた六両目に到着した。車両の奥で戦闘中の双子と襲撃者を横目に、真っ直すぐ自分の席へと走る。


    「サキちゃん！　大丈夫!?」


    　ショルダーバッグの中でタオルを掛けられたまま、ウミネコは息を荒くしていた。ラティメリアが抱きかかえると、「みゃあ……」と弱々しい声で鳴く。


    「何か……悪化してない？　ちゃんと寝てた？」


    　熱くなった体を抱き寄せ、額を撫なでるラティメリア。


    「……そりゃ寝られないよね……。あんなすぐそばで暴れられちゃあ……」


    　ラティメリアはつぶやき、前方で戦闘中の三人を睨にらみつける。


    「氷ひよう華か、車内じゃ私、炎は使えない！」


    「わかってる……！」


    　前方と後方に分かれつつ、間の女へ白しら雨さめを繰り出しながら、二人は意い思し疎そ通つうを図る。


    　氷華はバックステップで距離を取り、白雨の切っ先を足下に下げて集中した。


    「エンチャント──〝氷〟」


    　ミシミシ、と刀身に霜が降おり、氷の結晶がシャンデリアの光を受けて煌きらめく。氷華は属性付けされた白雨を、振りかぶるように構えた。


    　一方で炎えん華かは白雨を逆手に持ち直し、女の背にしがみつく。


    「私ごとでいいから！」


    「それも、わかってる──」


    　炎華の捕まえるガスマスクの女へ、氷華は白雨を振るう。


    　底冷えする冷気が、車両前方を襲おそった。天井からシート、車両の壁に至るまで、白雨の軌道に沿って白いペンキをぶちまけたかのように、瞬時に氷が張られていく。


    　白雨の軌道はガスマスクの女の体をなぞる。しかし冷気が届くその刹せつ那な、女は後方へ跳ねていた。扉との間に炎華を挟んで打ち付けて、「あっ」と炎華が怯ひるんだところで体を半回転。しがみつく炎華を盾たてにして、女は冷気の斬撃を受けていた。


    　女の代わりに、炎華の背中が凍り、切り裂かれる。


    「あぐっ……」


    「炎華……！」


    　女は、斬られてなおしがみつく炎華に手を伸ばし、無理やり引き剥はがして車両後方へと投げた。


    　宙を舞った炎華は、ラティメリアのすぐそばのシートへと激突する。


    「うっ……くっ……」


    「ごめん炎華、大丈夫──？」


    　駆け寄る氷華に、炎華は体を起こして顔を歪ゆがませる。


    「大丈夫っ。謝るのは私の方。ごめん、あいつ……。速いだけじゃなくて力もバカ強い──」


    　炎華は拳を持ち上げた。強く握り締めていたのは、女の抱くマガツカミの、触手のようなツノだった。まるで切られたトカゲのしっぽのように、ウネウネと暴れている。


    「体張って与えたダメージが、これだけかよ……」


    「充分だわ。それちょーだい」


    　そう言ったのは、隣に立つラティメリアである。


    「喰くい神……！　乗っていたのか」


    　乗客名簿は確認済みだったが、当然ラティメリアの名前はなかった。喰い神と古ふる川かわ七なの日かはセットである。〝六りつ花かのマガツカミ〟を運ぶ列車に、元六花隊である七日が乗っているとなれば、それは紛まぎれもなく不ふ穏おん因いん子しだ。


    「まさか、あの女はお前たちの仲間……!?」


    「んなわけないでしょ」


    　言ってラティメリアは、炎えん華かの手からツノを奪い取る。


    「その証拠に、あいつは私が倒してあげるわ」


    　通路へ出たラティメリアは、真っ直すぐにガスマスクの女を睨にらみつけた。


    「さっさと倒して、サキちゃん寝かさなきゃ」


    　ラティメリアは大きく口を開け、その上につまんだツノを垂らす。


    「あむ」


    　まるで躍り食いだ。すぼめた唇くちびるの先でウネウネとうねるツノを、ちゅるりとすするラティメリア。数回噛かんでひと思いに飲み込んだあと、目を閉じたラティメリアの体が発光する。


    「何……？」


    「ドレスアップ……？」


    　炎華と氷ひよう華かの目の前で、ラティメリアのフードが粉々に弾けた。布切れは細かな黒い靄もやとなり、モヤモヤと辺りに散る。ボワン、ボワン、ボワン──。ラティメリアの衣装が次々と弾け、シャツにスカート、ハイソックスが散っていく。


    　発光するラティメリアの裸体は、全身タイツに包まれていた。シャンデリアの光を受けて光沢を放つ、ぴっちぴちのタイツだ。タイツはラティメリアのつま先から、長い髪まですべてを覆おおい尽くす。


    　その上からいかなる衣装が発生するのか。炎華と氷華は目を見張った。しかし──。


    「じゃじゃーん！」


    　黒い靄もやが霧散したあと、ラティメリアが三みつ叉またの槍やりを手に、ポーズを取った。


    「え……。終わり……？」


    　炎華も氷華も、ただただ戸惑う。


    〝ドレスアップ〟は終わった。体の線がはっきりとわかる、艶つやめかしい全身タイツ姿。せめてものお情けのように、一枚の赤い布切れがスカートのように腰に巻かれているが、それだけだ。


    「〝ドレスアップ〟よ？　どう？　可愛かわい──」


    　ラティメリアは、窓ガラスに映る自分の姿を見つけて硬直した。ぴっちりと耳まで覆われた生き地じから顔だけを出し、その頭には二本の触角のようなツノが生えている。


    顔を振るとふるふる揺れる三角形の先端が、うっとうしかった。


    「……なにこれ。ばい菌？」


    　弱そうである。


    　ラティメリアは、女の抱くマガツカミを睨にらみつける。


    「何なの、あいつ！　ばい菌なの？　ばい菌のマガツカミなの？　超ハズレじゃない！」


    　しかし喰くってしまったからには仕方がない。二人よりも前に出て、三みつ叉またの槍やりを構える。


    　すぐにふらりと力が抜け、ラティメリアは槍を棒代わりにしてへたりこんだ。


    「くっ……。めまいがするわ……へ、へ──。へっくちっ！」


    　くしゃみをして、鼻水をすする。ぶるりと悪お寒かんが走り、身み震ぶるいをした。


    「喰い神、どうした──コホッ」


    「まだ何もしてないじゃ──コホッ」


    　炎えん華かと氷ひよう華かもまた、咳せきをする。体温が上がっていた。寒気がして、体の節々が痛む。


    「これは……風か邪ぜ？」


    　戸惑う二人の背中に、声が掛けられる。


    「〝パンデミック〟だ」


    　振り返った先に立っていたのは、龍りゆう之の介すけだった。


    　シートの側面に背をもたれるラティメリアは、「はあ、はあ」と呼吸を荒くしていた。その頬ほおは発熱のために、赤く染まっている。
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    　龍りゆう之の介すけはラティメリアのそばに屈かがみ、マスクを取り出した。


    「〝罹かかり神〟を喰ってしまったか……。あれはそれ自身が風か邪ぜに罹っている。君にとっては、毒だったのかもしれないな」


    「はあ……はあ……。私……死ぬの……？」


    　力なく尋ねるラティメリアに、龍之介は微ほほ笑えんだ。


    「ドレスアップを解けばいい。マガツカミの能力を封じる方法ならいくらでもあるさ」


    　龍之介はラティメリアの顔のそばのタイツを捲めくり、マスクの紐ひもを耳に掛けてやった。それからラティメリアを抱き上げて、炎えん華かと氷ひよう華かの二人を見下ろす。


    「ここは頼めるかい。君たちも辛つらいだろうけど」


    「お任せください──コホッ、コホッ」


    　うなずいて咳せき込んだあとに、炎華は再び顔を上げた。


    「局長、炎を使ってもいいですか？」


    「私が氷で消火しますから」


    「うん。責任は僕が取ろう。余裕があれば、窓も壊すといい。淀よどんだ空気を逃がせば、少しはマシになるだろう」


    「「はい」」


    　気け怠だるい体に鞭むちを打ち、二人は再びガスマスクの女にサーベルを向ける。


    　龍之介は二人に背を向けて、扉を開けて車両を出た。


    　腕の中ではラティメリアが、苦しそうに目を細めていた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　巳み月づきは秘書であるクイナからの連絡を、前方車両へ向かう途中で受けた。歩きながらトランシーバーを取り出し応答する。


    『──看守長。緊急事態です』


    「知ってるよ。前方で異常発生だろ？　今向かってる」


    『いえ、それと関係しているかは不明ですが、最悪、出世どころではありません。あなたのクビが飛ぶ恐れが』


    「はっ!?　ヘリアンサスが逃げでもしたのか？」


    　思わず立ち止まった巳月の背後を、数名の祈き祷とう士したちが前の車両へ駆けていく。乗客たちは反対に、後方車両へと避難していた。その多くが、咳せきやくしゃみをしている。


    『いいえ、ヘリアンサスの檻おりに異状は見られません。その姿も拘こう束そくされたまま、確認済みです』


    「じゃ何だよ。それ以外にクビになる事態なんて──」


    　巳み月づきは言葉を飲み込む。思い当たる節があった。


    「……クローンの方か？」


    『はい。二〇体いるうちの四番が消えました。行方不明です』


    「おいぃ……。出世どころじゃねえぞ、クビが飛ぶじゃねえか」


    『ですからそう言っております』


    「搬入した時は全部そろってたよな？　誰だれかが持ち出したのか」


    　青ざめた巳月は踵きびすを返し、今来た道を戻り始める。


    『コンテナの天板が破壊されておりました。四番が自力で脱走したと思われます』


    「自分で……？　あれが勝手に動くなんてことないよな？」


    『ええ。クローンに指示を送る、指示装置もありません』


    「うーわ、死にてえ！」


    　巳月は愕がく然ぜんとし、再び足を止める。


    「まずい……。あれが公になったら、物理的にクビが飛ぶ……。ありゃヘリアンサス以上の国家機密なんだぞ……」


    　政府が関東の研究所から隠密に運び出したのは、ヘリアンサスだけではなかった。


    　ＨＣヘリアンサス・クローン──それこそ日本政府の研究員が秘密裏に研究し、ＧＨＱに隠れて持ち出した〝禍まがツ兵器計画〟の成果。一般の汽車を、隠れ蓑みのにしてでも隠し通したかった人造兵器。量産されたヘリアンサスの模造品だった。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    〝四番〟と書かれたツナギが、大きく燃え上がった。罹かかり神を手放したガスマスクの女は、数歩下がって通路に尻しり餅もちをつく。


    　白しら雨さめを振るった炎えん華かが下がり、代わりに前へ出た氷ひよう華かが刀身を煌きらめかせる。冷気は燃え上がる女を凍てつかせ、瞬時にその半身を氷りづけにした。


    「コホッ。マガツカミであれば、斬っているとこだけど……」


    「確証がないからね……。コホッ。局長に指示を仰ごう」


    　炎華と氷華は風か邪ぜに罹かかり、もはや立っているのもやっとの状態だった。体を動かしたことで、さらに病状は悪化している。


    　戦場となった六号車の惨状が、戦闘の激しさを物語っていた。座席のシートは黒く焦こげ、天井やシャンデリア、壁までが凍りついている。


    　女のツナギもまた上半身が焼け焦げ、下着を露あらわにしていた。座り込んだまま凍らされ、下半身を床に固定されているため、身動きが取れずにいる。「コホオ、コホオ」と肩を大きく上下させ、深い呼吸をしていた。


    「さて、次は罹かかり神を退治しなきゃだけど……その前に、ねえ氷ひよう華か」


    「うん、炎えん華か。私も見たい。どんな顔してんだろ、この人」


    　二人はシートに手をつきながら、女に近づいた。氷華がそっとガスマスクに手を伸ばす。


    　女が言葉を発したのは、その時だった。


    「……レッセイ×ハンゲキ……カイホウ──」


    「……何？」


    　次の瞬間、燃えて晒さらされた女の右腕に、黄色と茶のまだら模様が浮かび上がる。その手にまとう、黒く透過する巨大な腕──。


    「なっ……!?」


    　その厚い手の平は、怯ひるんだ氷華の体を鷲わし掴づかみにして持ち上げた。


    「氷華！」


    　白しら雨さめを構えた炎華へ、氷華を握った拳が振り抜かれる。


    　強い衝撃に通路を跳ね飛ばされ、炎華は壁にぶつかり倒れた。


    　氷の拘こう束そくを破り、立ち上がる女。その手に、もがく氷華を握り締めたまま──。


    「氷華っ……！　やめろっ！　氷華を離せっ」


    　炎華の懇願など、ガスマスクの女が聞くはずもなかった。


    「いやっ……離してっ──」ぎゅうと強く握り締められ、氷華の悲鳴が掠かすれていく。


    　逃のがれられないと悟った氷華は、もがくのをやめ、炎華へと視線を滑らせた。


    「油断しちゃった……ごめんね、炎華──」


    「いやだっ、氷華っ！」


    　手を伸ばした炎華はその耳に、骨の砕ける音を聞いた気がした。握り潰つぶされ、吐と血けつした氷華の白い肌が血に染まる。だらりと腕が垂れ、握っていた白雨が床に落ちた。


    　ガスマスクの女は、ぐったりとして動かなくなった氷華を放ほうり投げた。


    　滑るように目の前へ放られた氷華の体を、炎華が抱き寄せる。


    「……氷華……？　氷華、お願い……そんな」


    　ぴくりとも動かない氷華を抱き締め、顔を上げる。こちらを見つめるガスマスクの女。


    　炎華はぼやける視界の中に、その禍まが々まがしい巨大な腕を見た。


    「何で……。何で……？　こんなの、聞いてないよ……！」


    　勝てるはずがない。手に負えるはずがない。


    　あの腕は、あの能力は〝魔王の手〟。あれを持つマガツカミを、炎華は知っている。


    「〝六りつ花かのマガツカミ〟が相手だなんて……！」


    　第一級災さい厄やく──〝掴み神〟ヘリアンサス。その大きすぎる禍わざわいが、目の前に迫っていた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　バーカウンターには、逃げてきた乗客たちが次々と集まっていた。


    　戻ってきた巳み月づきは人混みを掻かき分けて、クイナの待つコンテナへと急ぐ。


    　しかし思わぬ所から声を掛けられ、足を止めた。


    「よう、獅し童どうさん。騒がしいな。何があったんだ」


    「……は？　何でお前復活してんの」


    　痺しびれ薬を盛られ、テーブルに突っ伏していたはずの七なの日かが、トランクス一丁の姿で悠々と肘ひじをつき、オレンジジュースをストローで飲んでいる。薬がこんなにも早く抜けるはずがない。明日の朝まで一歩も動くことはできないはずなのに、なぜ体を起こしていられるのか。


    「……つか、何で脱いでんだよ」


    　見れば七日の体には──首筋と二の腕の内側、太ももの内側に、三枚の花札が貼られていた。柔らかな光を放つそれぞれから、〝解〟という漢字が湧き出ては宙に消える。解、解、解──。


    「お前、それ……。雪ゆき生おの……？」


    「治療中ですよ。お陰様でまだ完全には解毒できてなくて歩けねえけどよ。お陰様で」


    「おお。〝お陰様で〟二回言ったな。マシュマロ食うか？」


    「食うか。二度と、あんたから貰もらったものは食わねえよ」


    　七日はジロリと巳月を睨にらみつける。


    「……いやしかしまさか、雪生の道具持参してるとはな。してやられたぜ」


    「はっ。あいつの道具はあいつしか携帯できないって、知ってるでしょあんたも」


    「はあ……？」


    　七日は、オレンジジュースをカウンターに置いた。


    「喰くい神はな、乗車したあとにこっそり召喚したんだ。つまり、名簿に載ってた二個目の〝不審な名前〟で乗り込んだのは、喰い神じゃない」


    　別行動をさせるため、その存在はラティメリアにすら言っていなかった。仲のいいラティメリアが知れば、会いに行ってしまう恐れがあったからだ。


    「乗ってるのか……！」


    「乗ってるよ。さっき会ったろ。ポーカーしてた女」


    「……へ？」


    「あの〝いい女〟が、〝鼻血ブー〟の大おお坂さか雪生だ」


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　巨大な〝魔王の手〟を持ち上げて、ガスマスクの女は炎えん華かに向かって駆けた。


    　炎華は氷ひよう華かの体を抱き寄せ、顔を伏せる。立ち上がる気力はすでになかった。生まれた日が同じなら、死ぬ日も同じ。そう覚悟して、きつく氷ひよう華かを抱き締める。


    　しかしいつまで経たっても、女の手は炎えん華かを裂さかない、掴つかまない。代わりに聞こえたのは、バチバチッと巨大な腕を弾き返す音──。


    　顔を上げたすぐ目の前に、薄い膜のような壁が出現していた。六号車両の後方──炎華の眼前に張られた透明な壁によって、ガスマスクの女は弾かれたのだ。


    　シートの下には、お手玉が転がっていた。濛もう々もうと煙のように噴き出されるのは漢字の〝界〟。


    　界、界、界──。


    「ふう。間一髪だったねえ」


    　そばに立ったフォーマルドレスの淑女を見上げ、炎華の肌が粟あわ立だつ。


    「お……〝大おお坂さか雪ゆき生お〟……？」


    「結界を張ったから、ヘリアンサスは近づけないはずだよ。少しは時間稼ぎになる」


    　放った二個のお手玉を結ぶ結界は、マガツカミに対してだけ有効である。雪生はガスマスクの女が近づけないのを確認して、炎華と氷華のそばに屈かがんだ。


    「……ひどい怪け我が」


    　表情を歪ゆがめた雪生は、炎華の抱く氷華の脈を調べる。


    「けど、まだ息はある。応急処置を施ほどこします」


    「息が……。ホント？」


    　雪生は氷華の制服をはだけさせ、手早く触診していった。骨や内臓の損傷が激しい箇所に、歌か留る多たを貼っていく。歌留多は柔らかな光を放ち、〝治〟の漢字を散らした。


    「よかった。氷華、死ななくて済むの？　よかった……」


    　再びじわりと瞳ひとみを潤うるませた炎華に、背を向けさせる雪生。


    「あなたもひどい怪我だよ。お名前は？」


    　炎華の背中を捲まくりながら、雪生は尋ねた。


    「私は、鏡かがみ炎華と申します……。この子は氷華」


    「炎華さんに、氷華さん。双子なんだ。〝六りつ花かのマガツカミ〟相手によく耐えたね」


    　炎華の背に歌留多を貼った雪生は、ハンドバッグを手に立ち上がり、改めて車両を見回した。窓ガラスが割られ、風が入ってきてはいるが、それでもまだ空気は淀よどんでいる。すれ違う乗客たちも、触診した氷華や炎華も、体が熱く風か邪ぜの症状が見られた。


    「……風邪でも蔓まん延えんしているの……？」


    　炎華がふらふらと立ち上がる。


    「罹かかり神の仕し業わざだって。局長が。さっきまであの女が抱いてたんですけど……」


    「罹り神……を、どうしてヘリアンサスが……」


    　わからないことが多すぎる。雪生は薄い壁一枚挟んだ向こうにガスマスクの女を見る。女は〝魔王の手〟を持ち上げ、壁に触れては弾かれて、戸惑っていた。


    「エラー×エラー×テッタイ……？」


    　体つきは六りつ花かと似て小柄。焼け焦こげたツナギに、右腕だけが黄色と茶のまだら模様。そしてガスマスクの後ろから覗のぞく髪は金色だったが、雪ゆき生おは訝いぶかしげに眉まゆをひそめる。


    「あなた、ホントにヘリアンサス……？」


    　最後に会ったのが戦場での五年前だったから、あの頃とは様子が違うのも無理はないが、それにしても違和感を覚える。雪生の〝結界お手玉〟はヘリアンサスもその効果を知っているはずだ。それなのにこの戸惑いよう。何より彼女からは、結ゆい髪リコリスや幼い頃のヘリアンサスに感じられたような禍まが々まがしさを感じない。恐怖を、恐れを、感じない。


    「……ずっと捕まってたみたいだから、変わっちゃったのかな」


    　ハンドバッグから花札を取り出した雪生に、炎えん華かが尋ねた。


    「戦うんですか……？　雪生様」


    「様……？　うん。古ふる川かわくんや獅し童どうさんを待つ選択肢もあるけど、逃げられちゃ困るしね。やれるだけはやってみよっかな」


    「けど……。雪生様は衛生兵ではありませんか……！　前に出るようなタイプじゃない」


    「えー……。よく知ってるね。けど、たまには出るよう」


    「じゃあ、私が前に出ますっ」


    　炎華は鼻水をすすり、腕で顔を擦こすって涙を拭ふいた。


    「私たち憧れてたんです。ずっとずっと、〝大おお坂さか雪生〟に」


    「……ええ。私……？」


    　雪生は曖あい昧まいに微ほほ笑えみ、困ったように頬ほおを掻かいた。


    「私たちの両親は祈き祷とう士しで、小さい頃から、祈祷士になるよう育てられたんです。けどマガツカミは怖かったし、喰くわれた祈祷士だってたくさんいるし。憎んで恨うらんで殺し合って、どうして私たちがそんな修しゆ羅らの世界に生きなきゃいけないのか、全然わかんなかった。そんな時に知ったの。マガツカミを斬るだけじゃない。マガツカミと〝遊ぶ〟祈祷士もいるんだって──」


    　炎華は、自身の持つ白しら雨さめを見下ろしつぶやく。


    「その人が使うのは、剣じゃない。歌か留る多たとか、面めん子ことか、風車とか、いろんな玩おも具ちやを使って。マガツカミを斬るためじゃなくて、人を護まもるために立ち回る祈祷士。私たちも、そんな祈祷士にならなりたいと思ったんです。……錬れん成せい術じゆつがまだ未熟だから、今んとこ、白雨への属性付けだけで精一杯なんですけど……」


    「私の錬成は大坂家特有のものだから。エンチャントだってすごいよ」


    　雪生に褒ほめられ、炎華は僅わずかに相そう好ごうを崩す。


    「ホントは斬りつけるんじゃなくて、誰だれかを護るような戦いがしたい。けど前に出ることで氷ひよう華かを護れるなら。雪生様の助けになるのならどうか、私を玩具として使ってください……！」


    　雪生は炎華の首筋に、花札を貼り付けた。柔らかな光が放たれた後、〝解〟と漢字が散る。


    「雪ゆき生お様、これは」


    「〝解毒花札〟。風か邪ぜの症状が罹かかり神によるものなら、少しは解毒できると思う。炎えん華かさんのエンチャントは、炎だよね」


    「仰おつしやる通りです。でも車内での炎は……。氷がなきゃ燃え移っちゃうから……」


    「いいよ、気にしないで使って。私がサポートする」


    　雪生はパチン、と自身の頬ほおに花札を貼り付けた。炎華と並び、壁一枚向こうのガスマスクの女を見据える。バッグから取り出したのは、たくさんのビー玉が詰められた網の袋。


    「あなたを道具として使いはしない。どうせなら一緒に、遊びましょう──」


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　巳み月づきのトランシーバーに、再びクイナから連絡が入る。


    『看守長。どうやら前方車両での異常事態、引き起こしているのは四番であるようです』


    「何だと、マジか。前まで行って何してんだ」


    　巳月はカウンターでオレンジジュースを飲む七なの日かに背を向けて、声を潜ひそめた。


    『詳細はまだ。ただ、それがＨＣだということは、祈き祷とう士したちに気づかれてはいないようです。現在、謎なぞの襲撃者として祈祷士二名と戦闘中──』


    　七日は巳月の背後で、手足の痺しびれが弱くなっていることを確認して立ち上がり、スーツを着直している。


    『いかがしましょう』


    「いかがもクソもねえや一択だわ！　ＨＣの存在を知られるわけにはいかねえんだ。俺が止めてくる。お前はそこで待機してろ。──おい、どこ行くんだ、古ふる川かわ」


    　振り返った巳月は、着替え終えた七日がコンテナの方へ向かうのを見つけ、声を上げる。


    「くっそ、もう動けんのか。そこは立ち入り禁止だ。一般人は入れねえよ」


    「知ってるよ。ヘリアンサスがいるからだろ」


    「お前な……。何でそんな強気なんだ。白しら雨さめも帯刀してねえくせに。斬られたいのか？」


    「おうおう、やりますか。汚い大人になっちまったあんたなら、丸腰の俺にもその妖よう刀とうガンガン振り回すんでしょうね。汚えなあ。汚え」


    「ああもう、悪かったから拗すねんなよ。頼むから、これ以上掻かき回さないでくれ。ヘリアンサスと会いたいんだろ？　わかった。事態が収まったら会わせてやるから」


    「おいおい。今さらそんな、マシュマロちびの言葉信じろと？」


    「信じるしかねえのお前には。ってかひでえなその呼び方、チクチク傷つけようとすんなよ。どうしたって、俺は業務上お前を放ってはおけねえぞ。手錠嵌はめられたくはねえだろ？　わかったら今は俺に協力しろ。前で暴れてる危険因子を片付けに行くぞ」


    　先を促うながす巳み月づきに、七なの日かは深いため息をついてみせる。


    「大丈夫じゃねえの。大おお坂さかが行ったし」


    「あいつ一人で何とかなりゃいいけどさ……」


    　巳月は続く言葉を飲み込んだ。普通のマガツカミや人間であるならまだしも、相手はヘリアンサスから生まれたヘリアンサス・クローンだ。その脅威は巳月にとっても未知数。どれほどの能力を有しているのかはわからない。


    「襲撃者に心当たりでもあんの？」


    「あー……秘密だ。協力してくれたら教えてやるけど？」


    「信用できねえなあ……！」


    「いいから来いって。マジで妖よう刀とう抜くぞ？」


    「……ちっ」


    　二人はカウンターバーを抜け、レストランと第一展望ラウンジを結ぶ貫通扉の前へと足を進める。扉が開いたその先に、不意に訪れた再会があった。


    　七日の目の前に現れたのは、マスクを付けた紙し燭しよく龍りゆう之の介すけだ。


    「……やあ。久しいね、古ふる川かわ」


    「……は？」


    　その腕に抱かれたラティメリアへ視線を落とし、七日は疑問符を打った。


    「……なんつー格好してんだ、お前は」


    　ばい菌のような全身タイツ姿となったラティメリアへ、七日は尋ねる。高熱にうなされ、固く目を閉じるラティメリアの代わりに、龍之介が答える。


    「罹かかり神を喰くってしまったようだ。長く接触していると、風か邪ぜがうつってしまうよ」


    「はあ!?」と声を荒らげたのは巳月である。


    「マガツカミまで発生してんのかよ。前で何が起きてんだ」


    　巳月に尋ねられるが、龍之介は笑みを浮かべたまま小首を傾かしげる。


    「さあ。僕は彼女を連れてすぐに撤退してしまったから──」


    「さあってお前、支部局長がそれでいいのか……っておい」


    　巳月は龍之介の抱く少女をしげしげと見て、驚きよう愕がくした。


    「隊長……!?　生きてたのか!?」


    「んなわけねえだろ」


    「んなわけないでしょ」


    　七日と龍之介で声が被かぶり、七日は無言で龍之介を睨ねめつける。


    　龍之介は続けた。


    「喰い神だよ。七人目の〝六りつ花かのマガツカミ〟。ねえ、古川」


    「……まあ、似てるよな」


    　巳み月づきはラティメリアのマスクを顎あごの下までずらし、その顔を覗のぞき込んだ。


    「瓜二つじゃねえか。……生まれ変わりじゃないのか？　寝顔めっちゃ可愛かわいいんだけど」


    　今も額ひたいに汗を掻かき「うんうん」と唸うなっているラティメリアを見つめ、巳月は頬ほおを緩ゆるませる。


    　その時、ずしんと車体が大きく揺れた。前方での戦闘が苛か烈れつさを増しているのだろう。


    　龍りゆう之の介すけは話を切り上げる。


    「一旦白しら錠じようを嵌はめて、変身能力を無効にしようと思う。いいよな、古ふる川かわ」


    「……俺は別に保護者じゃねえよ」


    「うん。さっき大おお坂さかとすれ違ったよ。前で戦闘中なんだろう。助力してやってくれ」


    「言われなくても、だ」


    　七なの日かと巳月は前方車両へ。龍之介は後方へ向かおうとしたその時、ラティメリアが「ナノ……」と声を上げた。七日は立ち止まり、振り返る。


    「起きたか。何でもかんでも喰くおうとするからこうなる」


    　ラティメリアは薄く目を開き、苦しみながらも不敵に笑う。


    「だって、喰い神だし……。いいから、名前を付けさせてあげるわ」


    「ブレねえな、お前は。罹かかり神なら、〝カカメリア〟だろ」


    　頭のツノもへにゃりと垂れたラティメリアに、七日は名前を付けた。


    「カカメリア……悪くないわ……」


    「そいつの言うことを聞いて、安静にしてろ」


    「ハンバーガーは……？」


    　頼まれていたアボガドバーガーは、カウンターバーのテーブルに置き忘れていた。


    「……風か邪ぜが治ってからな」


    　七日はそう言って誤ご魔ま化かし、ラティメリアと龍之介に背を向けた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　結界の向こうへと放り投げられたビー玉は、〝雷〟の文字を散らして発光する。バチバチッとそれぞれが火花を散らし、小さな雷を発生させたその時には、ガスマスクの女は後方へ跳ねて雷を回避していた。


    「ふうん。危険を察知することはできるんだね」


    　パラパラとビー玉が床に落ちた次の瞬間、炎えん華かが結界の向こうに飛び出す。


    「エンチャント──〝炎〟！」


    　轟ごうと炎をまとった刀身が、ガスマスクの女に向かって振り下ろされる。巨大な腕は攻撃力も攻撃範囲も大きいが、その分、客車のような狭い空間では小回りが利かないはず。炎華は女の懐ふところに、果か敢かんに突っ込んでいく。


    　火の粉を散らす剣の軌道をかわしながら、ガスマスクの女はやはり距離を取ろうと後ろに下がった。巨大な手を持ち上げ、天板を引っ掻かき金属音を響かせて、炎えん華かの頭上に降らせる。


    「うわあっ!?」


    　今度は、炎華がバックステップで後方へ跳ねる。今さっきまで立っていた場所が周りのシートごと潰つぶされ、ぺしゃんこになる。


    「あっ──ぶなっ……」


    　息つく間もなく、横よこ薙なぎに払われる手の平。炎華はそれをしゃがんで避よけた。頭上を通り過ぎていく巨大な五指。ガスマスクの女が右腕を振れば、そのたびに破壊された車内の破片が散り、車体が揺れた。天板を、壁を、窓ガラスを破壊し、破砕音を轟とどろかせ、掴つかんだシートを放り投げる。一度暴れだした右腕の勢いは止まらない。


    『キトウシ×ツカム……ニギリツブス』


    　何事かをつぶやきながら、女は炎華を圧倒する。いよいよ逃げ切れなくなった炎華が、その右腕に捕まった。


    「くあっ、しまっ──」


    　氷ひよう華かと同じように、女の頭上に持ち上げられる炎華。


    「目を閉じて、炎華さん！」


    　破片の散らばる通路にて、雪ゆき生おが右手を振り下ろし、独こ楽まを回した。回、回、回──。漢字を散らして回る独楽。〝回転独楽〟は生物の三さん半はん規き管かんへ影響を与える。範囲攻撃のため、鍛えられた雪生だけでなく、ともに戦う仲間にまで影響を及ぼすので使い勝手は悪い。しかし、相手を怯ひるませ、隙すきを作るのには効果的な玩具おもちやだった。


    　ガスマスクの女に対しても、その効果は認められた。つぶやくのをやめ、炎華を握り締めたまま体を硬直させる。


    　雪生は右手で独楽を回したと同時に、左手でもまた、独楽を放っていた。ただしこちらはベーゴマである。鋳ちゆう鉄てつ製の小さな〝激突ベーゴマ〟は、〝弾〟という漢字を散らして女の元へ進んでいく。


    「目を開けて、炎華さん。衝撃に備えて！」


    　言って雪生は、ベーゴマの紐ひもをまるで鞭むちのようにしならせ、床を叩たたいた。それを合図にベーゴマがジャンプし、炎華を掴む巨大な手の甲を弾く──。


    　バチンッ──と腕を弾かれ、女は炎華を手放した。


    　向こうへと放ほうられた炎華はシートの背もたれへと着地。電光石火の勢いで、女へと飛び掛かる。腕を弾かれ、怯んだ女の隙を突いて、燃えた刃を袈け裟さ斬ぎりに振り下ろす。


    「やあっ……！」


    　火の粉に交じって血ち飛沫しぶきが上がった。しかし女は倒れない。


    「え……うそ」


    　ガスマスクがゆっくりと、炎えん華かを見下ろす。歪いびつな右腕を振り上げる。


    　見上げる炎華の表情に、五指を広げた巨大な影が掛かった。


    　その時──ガスマスクの女は背後に気配を感じ、反射的に振り返った。自身の体を隠すように、右腕を回して防御する。その手の甲に、ふわりと優しく紙風船が触れて、落ちる。


    「……？」


    　しかし何も起こらない。電撃も、爆発も、身体異常も発生しない。


    「まあ怯おびえちゃって。ごめんね、それはただの紙風船なんだ」


    　通路の向こうで雪ゆき生おが微ほほ笑えみ、舌を出した。


    　直後、女のみぞおちから、白しら雨さめの切っ先が突き出る。


    「ングッ……！」


    　女の背に白雨を突き入れたまま、炎華は改めて術を掛ける。


    「エンチャント──〝炎〟……！」


    　真っ赤に熱せられた刀身の温度が上がり、オレンジ色へ──さらには輝く白へと変化する。発生した炎は女の体を焼き、その全身を包み込んだ。


    　炎華が刃を引き抜くと、女はうつ伏せに倒れた。声もなく、もはやその体は動かない。


    　濛もう々もうと煙を上げる女の体から火を消すべく、雪生は水鉄砲を向ける。その小さな入れ物からは考えられないほど大量の水が発射され、火が消えた後に炭となった女の体が現れる。


    「はあ……。はあ……。倒しました。やった。〝六りつ花かのマガツカミ〟を、私が……！」


    　果たしてこの女は本当にヘリアンサスだったのか。違和感を拭ぬぐえないまま、雪生は曖あい昧まいに微笑んだ。


    「雪生様のおかげです！　さすがです。やっぱ六花隊はすごい……！」


    「炎華さんの力あっての成果だよ。私はそれを後押ししただけ」


    　言いながら雪生はハンドバッグから、割り箸ばしを組んで作られたゴム鉄砲を取り出す。振り向きざまにそれを構え、目を眇すがめて照準を定める。割り箸から散る漢字は〝撃〟。銃口の向けられた先にいるのは、ラティメリアに片方のツノを喰くわれた罹かかり神だ。


    　尻しりを見せて通路を逃げるその後ろ姿に、「成せい敗ばいっ」と輪ゴムが放たれる。


    　頭部を打ち抜かれ、ぱたりと倒れる罹り神。


    「お見事です！」と手を叩たたく炎華に、雪生は気を良くする。


    　銃口を立て、「ふう」っと硝しよう煙えんを吹き消す真ま似ねをしたあとに「へくしゅん」とくしゃみをひとつ。


    「……風か邪ぜ引いちゃったかな……？」


    　ずず、と鼻水をすすった後に、ぶるりと悪お寒かんに身を震ふるわせる。


    　七なの日かと巳み月づきが駆けつけたのは、すべてが終わったあとのことだった。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「支部局長──」


    　ヘリアンサスの檻おりが搬入されたコンテナにて、クイナは龍りゆう之の介すけを迎え入れていた。


    　コンテナの車両に渡るには、剥むき出しの接続部を渡ってこなくてならないが、龍之介はラティメリアを抱きかかえたまま、そこを飛び越えてきたようだ。


    「檻のそばで監視中ですか。頼もしいですね」


    「前の車両で異常事態が発生中とのことでしたので。襲撃ですか？」


    「うん。彼女を狙ねらってのものだろう」


    　龍之介は目を細め、ヘリアンサスの檻を眺める。


    　立方体の檻はコンテナの一番奥に置かれていた。入り口以外には窓も扉もなく、暗がりをぶら下がる裸電球が弱々しく照らしている。


    　檻の中で、ヘリアンサスは全身をなめし皮の拘こう束そく具ぐで包まれ、ベルトで固定されていた。両腕は胸の前で交差させられ、頭には目まで覆おおう拘束具。口には、獣の歯を覆うようなマスクが嵌はめてある。


    　裸電球の淡い光に照らされて、ヘリアンサスはじっと息を潜ひそめていた。


    「……ちゃんと鍵はかけてありますか」


    「はい。警備は万全です。誰だれ一人近づけさせません」


    「うん。……だ、そうだ。ヘリアンサス。下へ手たなことは考えないことだね」


    　龍之介の柔らかい声を聞いて、ヘリアンサスがマスクの下で、音もなく笑った。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　ガスマスクの女によって切り裂かれた天板から、夕日が差し込んでいた。


    　トタントタン、トタントタン──。一定のリズムを刻みながら、汽車は走り続ける。左右どこを向いても流れゆくのは雑木林。列車は山の中を進んでいた。


    　後方の車両から、祈き祷とう士したちが次々と集つどっていた。みな風か邪ぜを警戒し、口にマスクを付けている。一号車から各客車をチェックし、被災者の有無や被災状況を確認、記録していく。


    　氷ひよう華かは担たん架かに乗せられ、後方車両へと運ばれていった。炎えん華かもそれに付き添う。今や一一両目の展望ラウンジや、一二両目のレストランが負傷者の診察所となっていた。医療に携たずさわる乗客が救急箱を使い、体の不調を訴える者たちを診察していく。そのほとんどが、風か邪ぜの症状であった。


    　丸焦こげのままうつ伏せとなっていたガスマスクの女は、ひっくり返された。


    　到着した七なの日かと巳み月づきは、雪ゆき生おとともに死体の顔を覗のぞき込む。頭部はガスマスクで覆われていたため、炎による損傷を免まぬかれている。そこにはやはり、ヘリアンサスの顔がある。


    「けど何だか違和感があるんだよ。禍まが々まがしさがないっていうか。偽物みたいなさ」


    　肉の焦こげた臭いに顔をしかめながら、雪ゆき生おが訴えた。


    　七なの日かが顔を上げ、顎あごに手を添えながら尋たずねる。


    「けど〝魔王の手〟は使用してたんだろう？」


    　すかさず巳み月づきがそれに続いた。


    「自分で思ってるより、強くなってたんじゃねえの、雪生は。だから〝六りつ花かのマガツカミ〟もそんな脅威だと感じなかったんだよ」


    「そんなことないですよ……。ちょっと前の結い神戦の時なんか、私は全然歯が立たなかったし……。あ、お久しぶりです獅し童どうさん。〝鼻血ブー〟の雪生です」


    　雪生は巳月に対し、他人行儀に一礼した。


    「うおい、何だお前、告げ口したのかよ」と巳月は七日に詰め寄る。


    「普通、言う？　やめろよ、気まずくなっちまうだろ」


    「あんたが大おお坂さかに気づかないからだろ。『胸でけえ胸でけえ』ってはしゃいでさ」


    「……最低」


    　腕で胸を隠し、巳月を睨にらみつける雪生。


    「いやそんなにはしゃいではないからな？　数年空あくとわかんなくなるもんだろ、着飾ってるしさあ。それよかこいつな、ヘリアンサス」


    　巳月は雪生からガスマスクを奪い取り、死体の顔に被かぶせて隠した。


    「死んじまったなら仕方ねえ。古ふる川かわ、お前の目的は果たされたってことだろ。よかったな。右腕持ってけば？　丸焦げだけど」


    「ずいぶんあっさりしてんな。こいつを護まもるのがあんたの仕事だったんじゃないのか？」


    「おお。そりゃ悔しいさ。あー死んじまった。ちくしょうヘリアンサス死んじまったなあ」


    「……あんた、何か知ってるな」


    「え」


    　七日は巳月の胸ぐらを掴つかんだ。


    「襲撃者に心当たりがあるようなこと言ってたよな。協力したら教えるって言ったよなあ」


    「わかった。教えてやる。ただし条件がある。犯人捜しに協力しろ」


    「まずは説明してもらわなきゃ、協力のしようもねえよ」


    　七日が手を離し、巳月は乱れた襟えり元もとを正してから告げた。


    「〝禍まがツ兵器計画〟はな、まだ続いてる。こいつはクローンなんだ」


    「クローン？」


    　慌てて人差し指を立てる巳月。


    「声がでけえよ、極秘なんだ。これは他の祈き祷とう士したちにも知らされてない計画だ」


    　話についていけない雪ゆき生おが、二人の顔を交互に見て尋たずねる。


    「クローンって、ヘリアンサスのですか？」


    　直後にスパーン、と巳み月づきが雪生の頭をはたいた。


    「極秘だって言ってんだろ、声を沈めろ、雪生。この野郎、雪生っ。いい女になりやがって」


    「ひどい……何で褒ほめられながら叩たたかれなきゃいけないんですか……」


    　叩かれた額ひたいを擦さする涙目の雪生。そのそばで七なの日かが尋ねる。


    「……んで、何でそのクローンが列車に乗ってんだ。ヘリアンサスと一緒に運んでたの？」


    「いちいち鋭いな、お前は……」


    「〝四番〟って書かれてんだから、少なくとも四体以上か」


    「二〇体だ」


    「二〇体!?」と声を上げた雪生の額を、再び巳月がはたく。スパーンッ。


    「ま、今一体死んだから、あと一九体だな。心配すんな、他は起動しちゃいない」


    　雪生が恐る恐る尋ねた。


    「こんなのが、あと一九体も……？　どうしてこの子だけ暴走したんですか？」


    「暴走っつうかな、問題はそこなんだ。こいつに指示を送る指示装置も奪われたらしい。つまりこいつを操っていた、黒幕がいる」


    「黒幕……」


    　一同は事の重大さを前に押し黙る。


    　しばらくそれぞれ考えたあとに、雪生が疑問を口にした。


    「何のために襲撃させたんだろ。襲撃させたってことは、目的はこの子を奪うことじゃないんだよね……？」


    「その黒幕ってのは、まだ列車に乗ってんですかね」


    「多分な、乗ってる。このシリーズはまだ試作品なんだ。指示装置から遠く離れたとこじゃ命令を受けつけない。この列車の大きさ程度なら範囲内だろうが」


    「けど……極秘なんですよね？　この子たちの存在は」


    「じゃ絞られてくるだろう。クローンが列車で運ばれてるのを、知ってんのは誰だれだ」


    　雪生と七日の視線を受けて、巳月は腕を組む。


    「んー……。俺と、車しや掌しようと。同乗してる研究員。コンテナを乗せた奴らは、中身なんて知らないだろうし……。ああ、あとクイナだな。俺の秘書だ。一応祈き祷とう士しで、そこそこ強い」


    「そいつだろ」


    「ええ？　クイナが？　まさかあ。まあ、就任したのは、ほんの一か月前なんだけど」


    「ますます怪しいじゃないですかっ」


    「ええ？　そうか……？」


    　二人に責め立てられ、巳月は背を向けた。ヘリアンサスの檻おりで待機しているはずのクイナへ、トランシーバーで連絡を入れる。


    「もしもーし。クイナ？　どうぞー……」


    　しかしクイナは答えない。巳み月づきは焦じれた。これではまるで、事が発覚して逃亡したみたいではないか。二人にクイナの潔白が晴らせない。


    　もしや本当に、クイナが黒幕だったというのか？


    「おーい。クイナー。応こたえろー。何だ、くそ、ちょっと悲しくなってきたぞ」


    　トランシーバーの呼び出しボタンを押しながら、巳月はふと思い出した。


    「……あ、そういやもう一人いたや、知ってる奴。局長だ」


    「龍りゆう之の介すけか」


    　七なの日かはつぶやき、雪ゆき生おは驚く。


    「え、龍之介さんも乗ってるの？　今回、六りつ花か隊たいだらけだね」


    「……？　お前、会ってないのか。すれ違ったって言ってたけど」


    「会ってないよ？」


    「隠れてたのか……？」


    「どうして隠れる必要が……」


    「都合が悪かった……？　あいつは風か邪ぜで弱ったラティメリアを運んでいた。例えば、ラティメリアをお前に治されるのを嫌がった──」


    「……何で……」


    「わからんが、とにかく不審だな。クローンを襲撃させたのは、あいつかもしれない」


    「バカな」とトランシーバーを仕舞い、巳月が会話に参加する。


    「それこそあり得ねえよ。あいつは同じ釜かまの飯を食った戦友だろ。あいつのことはよく知ってる。確かに何するかわかんねえぶっとんだ奴だったけどよ。それでもマガツカミ使って人を襲おそわせるようなことする奴じゃ──」


    「するだろ、あいつなら」


    「古ふる川かわくんっ。疑うのはよくないよ。龍之介さんは六花隊の仲間じゃない……」


    　雪生もまた七日をたしなめ、巳月が言葉を重ねる。


    「そうだぜ。そもそもあいつは今、祈き祷とう士し協会の幹部クラスだぞ。何でそこまで上り詰めた奴が、キャリアふいにしてまでヘリアンサスを逃がすなんて、んなわけわかんないこと──」


    「わけわかんないことを、してもおかしくないんだよ、あいつなら」


    　七日は腕を組み、息をついた。


    「祈祷部隊が組まれる前、心理テストを受けただろう？　覚えてるか。〝憎むべき敵兵が、崖がけからぶら下がった状態で一本の枝に掴つかまっています。あなたはどうやって落としますか〟ってやつ」


    「おお、あったな」と答えたのは巳月である。


    「俺はその手を踏み潰つぶして落とす、って答えたけど」


    「わあひどい」


    　顔をしかめた雪ゆき生おに、巳み月づきは口を尖とがらせる。


    「いやそれしかなくね？　お前は何て答えたんだよ」


    「私は……助けちゃいました。その人の生死を決めるのは、私の仕事じゃないと思って……」


    「落とせよ偽善者め。話にならんな」


    「何よう」


    　七なの日かは続ける。


    「それな、サイコパス度を測るものだったんだと。より時間をかけて殺すほど、サイコパスだ。例えば、そいつの指を一本一本離していく、とか」


    「悪趣味だな。で？　龍りゆう之の介すけの答えがそれか？」


    「いや、あいつの答えは〝何もしない〟だ。ただし、登ってきそうになったら、蹴けって妨害する。そうやって相手が力尽きるのを待つんだと」


    「……最悪じゃねえか、それ」


    「……そん時も笑ってるのかなあ……」


    「そういう奴なんだ、あいつは。俺は演習で何度か同じグループになってたからな。そのたびに〝こいつ頭おかしいんじゃないか〟って思ってた。特にやばいと思ったのが、〝捕ほ虜りよとなってしまった仲間を、救うための作戦を立てなさい〟って時だ」


    　それは敵と味方に分かれ、作戦の立て方を学ぶ演習だった。斥せつ候こう兵の得た情報を使い、いかにして敵の拠点から捕虜を連れ出すか、というものだ。


    「俺は斥候兵役だった。だから味方である龍之介に情報を渡すため、近づいた。俺の持つ情報の真偽を確かめながら、作戦を組み立てていくのが普通だからな。けど情報を渡した直後、俺は龍之介に殺された」


    「……殺されたの？」


    「もちろん演習だから〝フリ〟だけどな」


    　しかし七日は覚えている。


    　気を許していた相手から突然ナイフを首元に添えられ、「はい死んだ」とにこやかに言われた時の衝撃を。裏切られた悔しさを。


    「龍之介は味方兵である俺を殺し、その首を持って敵に投降したんだ。教官は味方を殺すなど論外だと怒りだしたが、龍之介は、それなら最初に〝味方兵を殺さずに〟という条件を言って欲しいと反論した。まあ確かに。〝捕虜を逃がす〟という一点においては、合理的な選択なんだよな。斥候兵は味方なんだから寝首を掻かきやすいし、敵側に寝返れば捕虜も逃がしやすい」


    　巳月は不快に眉まゆをひそめる。


    「けど……嫌いやだわ、そんな仲間。助けられた捕虜もどんな顔すればいいんだよ」


    「それが俺たちの副隊長だったんだって。合理的で優秀だが、そこにモラルや感情はない。俺もそんな異常者はやめとけって言ったんだ。なのに六りつ花かはあいつを副隊長に選んだ」


    　雪ゆき生おもまた、難しい顔をした。


    「六花隊にいる龍りゆう之の介すけさんは、そんな異常者には見えなかったけどなあ。温厚で優しくて、六花さんを支えてた印象があるよ。実質リーダーみたいな」


    　六花隊の中心は紛まぎれもなく六花だったが、会合へ出席したり、隊をまとめたり、六花の立てた大ざっぱな作戦を整え、補足するのは龍之介の役目だった。


    「六花が動力源だとすれば、あいつは歯車だ。六花の手足となって、隊を回していた。祈き兵へい学校にいた頃は自己中心的な奴だったが、六花と出会って変わったんだ。そんなあいつが六花の化身である〝六花のマガツカミ〟に対して、何を考えると思う……？」


    　三人は顔を見合わせる。


    「……龍之介さんは、〝六花のマガツカミ〟側だってこと……？」


    「わからん。わからんが、あいつに関してだけは、疑ってかかるべきだと思う。ヘリアンサスと対面する機会を窺うかがっていたのは、俺だけじゃなかったのかもしれない。罹かかり神を前方車両に連れ込んだのはなぜだ。その能力は、ウイルスを撒まき散らす〝パンデミック〟。退治役として適しているのは、毒や薬や病気に強い、獅し童どうさんでしょう？」


    「俺を前に行かせるための罠わなだったってのか」


    「可能性でしかありませんけどね。龍之介の狙ねらいは──ヘリアンサスだ」


    　瞬間、巳み月づきは床を蹴けって後方車両へと走った。七なの日かと雪生を置いて、祈き祷とう士したちを退しりぞけて、目にも留まらぬ速さで駆けていく。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　コンテナの扉は開いていた。暗い室内に檻おりが一つ。振動に揺れる裸電球に、淡く照らされている。巳月はコンテナへ入ってすぐに、檻の中を確かめる。


    　拘こう束そくされたヘリアンサスは、確かにそこにいた。搬入した時と変わらず、拘束が解かれた様子も、鍵が開けられた様子もない。ほっと巳月は息をついた。


    「んだよ……古ふる川かわの奴、脅かしやがって……」


    　しかしその直後、壁際に「看守長……」と弱々しい声を聞く。


    　見れば、クイナがコンテナの壁に背をもたれ倒れていた。


    「クイナっ！　どうした」


    　そのそばに屈かがみ込む巳月。腹部を血で濡ぬらしたクイナは、そっと首を横に振る。


    「看守長……局長が──」


    「……ああ？　やっぱあいつはクロなのか？」


    「まだ、そこに──」


    　クイナの眼鏡めがねのレンズに、動くものが映った。


    　巳み月づきが振り返る間もなく、そのみぞおちを、白しら雨さめの刀身が貫く。


    「んおっ……」


    　腹から突き出た切っ先を見下ろし、巳月はよろよろと立ち上がる。


    　よろよろと振り返った目の前に、柔らかな笑みを湛たたえた紙し燭しよく龍りゆう之の介すけの姿がある。


    「うん。さすが獅し童どう。しぶといな」


    「てめえ……！　裏切るのかっ」


    　振り返った先には、柔らかな笑えみを湛たたえた紙燭龍之介の姿があった。


    「……首をはねれば、死んでくれるかい？」


    「おお、試してみろよ。ヘリアンサスを逃がす気なのか。何でだ」


    「言っても君には、わからないと思うけど」


    「わからないから訊きいてんだろうがっ」


    　巳月は背中に差す日本刀の柄つかに手を伸ばした。しかしその刀を抜刀する前に──。


    　龍之介は羽は織おりの裾すそを捲まくり、二本目の白雨を滑らせる──その抜刀スピードは、巳月が日本刀を抜くよりも速かった──。


    　しゅぱん、とその剣筋は鮮やかに、巳月の首を、背中の刀を掴つかんだ手首ごと切り離した。


    「かっ、看守──」


    　叫んだクイナのすぐそばに、巳月の首が落下する。次いで首の断面から、噴水のように鮮血が飛沫しぶきを上げた。


    　龍之介は白雨を鞘さやに納め、首を弾かれた拍子に反転した巳月の体からも、自身のサーベルを回収する。パチン、と鍔つばを鳴らしたあとに、巳月の体は力なくクイナの胸へと倒れた。


    　クイナの眼鏡のレンズが、巳月の血で赤く染まる。


    　龍之介はクイナから奪っていた鍵を使い、檻おりを開けた。ヘリアンサスの拘こう束そく具ぐを、一つ一つ丁てい寧ねいに外していく。


    「遅いんだよ、リューノスケっ！」


    　拘束を解かれたヘリアンサスは、龍之介へと飛びついた。足を上げてしがみつき、強く強く抱き締める。そのヘリアンサスの金色の髪を、龍之介は優しく撫なでた。


    「待たせたね。これでも急いだ方なんだけど」


    「寂しかったんだから。変な薬たくさん飲まされた。血もいっぱい採られたんだから！」


    「ああ。もう大丈夫だ」


    「お腹なか空すいたよ。すごい空いた」


    　あむあむ、とヘリアンサスは龍之介の耳を甘く噛かんで訴える。


    「うん。そう言うだろうと思ったよ。好きなだけ喰くうといい」


    　龍りゆう之の介すけの視線の先には、呆ぼう然ぜんと巳み月づきの体を抱き締めるクイナの姿があった。


    



    　クイナのへたり込む側の向かいの壁際に、ドレスアップの解けたラティメリアが横たえられていた。変身が解けて熱は下がっていたが、病み上がりで意識が朦もう朧ろうとする。


    　ぼんやりする視界の中に、檻おりの中で抱き合う龍之介とヘリアンサスの姿を見る。


    「……おおう……？」


    　あれは〝六りつ花かのマガツカミ〟ではないのか？　そう認識することはできたが、状況は理解できなかった。体を起こそうとして、自分の両手首に手錠が嵌はめられていることに気づく。マガツカミの能力を封じる、白しら錠じようである。


    　ラティメリアはさらに混乱した。


    「……へえ？」


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　後方車両へと足を進める道すがら、七なの日かはラティメリアの召喚を試みた。しかし依より代しろの入った巾着袋を振っても、反応はない。白錠をされている状態では、呼び出すこともできない。


    「一体あいつをどうするつもりなんだ……」


    　七日は焦じれた。ラティメリアを連れていった龍之介の意図が読めない。〝六花のマガツカミ〟を解放し、ラティメリアまで攫さらおうというのか。


    「けど、まだわかんないよね……？　龍之介さんが〝六花のマガツカミ〟と繋つながっているなんて、信じたくないよ」


    　そばを走る雪ゆき生おが、不安げな声を上げる。元六花隊だからこそ、六花の最期をそばで見てきたからこそ、自分たちは〝六花のマガツカミ〟を倒すべきだと思っている。


    「〝六花のマガツカミ〟の暴走は、六花さんが一番恐れてたことなのに……」


    「六花隊も、一枚岩じゃなかったってことだろ──」


    　窓に流れる景色を見た七日が、ふと足を止めた。


    　トタントタン、トタントタン──。


    　列車は一定のリズムを刻みながら、茜あかね色いろに染まる山やま間あいを進んでいる。


    　数歩先に出た雪生もまた足を止めて、振り返った。


    「古ふる川かわくん……？」


    「おかしいぞ。マガツカミの出現は明らかに緊急事態だ。旅なんて続けられる状態じゃないはず。なのに、どうして……この列車は止まらないんだ？」


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「……少しくらい手伝ってくれてもよいではないですか、お嬢」


    　その大きく丸い塊自体が、石炭のように黒かった。しかしこの〝化け神〟には、石炭と違って中央に口が付いている。球体から触手を無数に生はやし、翁おきなはスコップを使って、せっせと火か室しつに石炭をくべている。


    「バカを言え、翁。この私の白い手を、煤すすなんかで汚よごす気か？」


    　運転席に座るハイドランジアは、計器の並ぶ運転台に足を置き、正面の窓ガラス越しに夕焼け色の景色を眺めていた。


    　汚す気か、とは言うものの。その全身はすでに汚れていた。


    　走行中の機関車に、翁が影で作った羽で空を滑空して飛び乗ったのだ。煙突から噴き出る煙によって、大きな胸を覆おおう白いブラウスも、チョコレートブラウンの長い髪も、あちこちが煤すすけてしまっている。


    　左目には眼帯を嵌はめ、右目の光彩は青紫色。景色を眺めながら、唇くちびるに咥くわえるのはちぎり取った機関士の指だ。


    　ハイドランジアと翁の足あし下もとには、首の囓かじられた機関士と、その助手の死体が転がっていた。


    「ふうっ……骨が折れるわい。こんなことなら、此こ奴やつら喰くわずに働かせておけばよかったのう」


    「ははっ、笑わせるな翁。お前のどこに折れる骨があるのだ」


    　翁の労力も知らず、ハイドランジアはご機嫌な様子。


    「くべろくべろスピードを上げろ。このまま街まで突っ込むぞ。〝覗のぞき神〟ハイドランジアの贈る鉄道の旅は、地獄への直行便だ──」


    　床に落ちていた機関士の帽子を拾い、気取って頭に乗せてみる。


    「出発進行っ。さあ、派手に行こう！」


    　ハイドランジアは高らかに叫び、運転席に垂れ下がる紐ひもを引いて、汽笛を空に響かせた。
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    　桜の花びらがヒラヒラと散る様さまを見れば、今でも六りつ花かを思い出す。


    　祈き兵へい学校の裏手に、小高い丘があった。青々とした芝しば生ふが敷かれており、そのてっぺんに立つ桜の木は、とてつもなく大きかった。一般的な桜の寿命が六〇年であるのに対し、嘘うそか誠かこの桜は、一〇〇年以上も前からその丘で花を開かせているという。


    　マガツカミでも生んだんじゃないのか──あまりの[image: ]たくましさからそんな噂うわさが立ち、学生たちは〝禍まがツ桜ざくら〟などと呼んで気味悪がった。


    　軍に召集され、一時祈兵学校に在籍していた龍りゆう之の介すけは、その丘のおどろおどろしさが気に入っていた。桜が人を寄せつけないおかげで、一人静かな時間を過ごすことができる。


    　軍事学も祈き祷とう術じゆつも、剣の腕さえ他の学生たちより頭一つ秀ひいでていた龍之介だったが、集団に交ざることだけは苦手だった。大衆に迎合する重要性は理解していたが、自身よりも劣る教官を敬うやまうことも、程度の低い学友たちと足並みを揃そろえることも、龍之介には難しかった。


    　人間一人一人を嫌いなわけではないが、集団の喧やかましさは耳に障さわる。だから人ひと気けのない桜の丘は、共同部屋で過ごさなくてはならないこの土地で見つけた唯一の安息地、お気に入りの場所だった。


    　給食時間や休息日。日の昇った明るいうちであれば、龍之介は図書室で借りた本を手に、足繁く丘を上った。


    　六花と出会ったのは、桜のつぼみがまだ春を待つ時期だった。


    　その時龍之介は、大きな幹に背を持たせ、一人黙々と読書をしていた。上シヤン海ハイ制圧に参加した軍人の、当時の心境をまとめた手記だった。捕まえた捕ほ虜りよを逃がすべきか、殺すべきか。そんな葛かつ藤とうを目で追いかけていたところに、しくしくと泣き声を聞く。


    「ん……信じられないわ。どうして？　あんまりよ！」


    　声は幹の真後ろから聞こえた。覗のぞき込んでみると、一人の少女が泣きながら怒っている。長い黒髪に小柄な体。制服を着ていることから、自分と同じ祈兵学校の学徒だとわかった。


    　なにを泣いているのか尋たずねると、少女は声を上げて仰のけ反ぞった。


    「ぎゃああっ！　人いたのね！　いるなら言ってよ、恥ずかしいじゃない」


    　反対側に腰を下ろしていた少女は、龍之介と同じように読書をしていた。不治の病に冒おかされたヒロインと、とある書生の恋物語だ。そのヒロインがいよいよ病気で死んでしまい、号ごう泣きゆうしていたのだという。


    「怒っていたようにも見えたけど」


    「当然よ。こんなにも悲しいお話、何を思って書くのかしら……」


    　少女は洟はなをすすり、目を擦こすりながら答える。彼女は物語の結末を嘆くと同時に、それを書いた著者に対して怒っていたのだ。龍之介は笑った。


    「不治の病なら仕方ないよ」


    「理不尽だわ。あまりにも」


    「そんなものさ、世の中なんて」


    「だからこそじゃない」


    　少女は唇くちびるを尖とがらせて、拗すねたように言う。


    「世の中は理不尽だから、せめて本の中くらい、幸せであってほしいじゃない」


    



    　少女の名前は、六りつ花かといった。


    　二人は時々〝禍まがツ桜ざくら〟のそばで顔を会わせるようになった。そこは龍りゆう之の介すけにとって一人になれるお気に入りの場所だったが、本来なら学生たちに解放された広場であるため、さすがに「来るな」とは言えなかった。


    「ここは私の秘密の場所なの」と六花は言った。


    「一人でのんびり過ごしたい時に来るの。ナノも知らないしね」


    　誰だれのことをさしたのか。小首を傾かしげる龍之介に、六花は「一歳下の弟よ」と教えた。


    「いっつも怒ってるの。口をムってしててね。息が詰まっちゃうわ」


    　朗ほがらかに笑いながら、読書の合間に会話をした。


    　ただ基本的には、お互い幹を挟んで反対側に座るため、干渉し合うことはなかった。しかし桜のつぼみが開き始めたある日、六花がこちら側へ顔を覗のぞかせ、提案したのだ。


    「ねえ、こっちに来れば？」


    「どうして」


    「それはこっちの台詞せりふだわ。どうしてあなたっていつも、見晴らしのいい景色に背を向けて座っているの？」


    　龍之介の座っているのは校舎側で、雑木林ばかりがあり、確かに景観はよくない。対して六花側には眼下に街並みが見渡せ、遠くには海が広がっていた。


    　龍之介は一人になれるならどこでもよかったため、景色を楽しむつもりはなかった。しかし六花に強く促うながされて、龍之介は本を閉じ、しぶしぶ六花の立つ向こう側へ回る。


    　望む水平線に、夕日が沈んでいく。水面がキラキラと輝き、街は茜あかね色いろに染まっていた。


    「ね？　綺き麗れいでしょ？」


    　六花は得意げに胸を張った。


    「……赤いなあとは思うけど」


    「ま。色？　それだけ？　綺麗だなあって思わない？」


    「夕日は赤く見えるものだ。それは普通で、特に綺麗だとは思わないよ」


    「……なんてドライなの」


    　眩まぶしそうに目を細める龍之介を、六花はぽかんと見上げていた。


    　二人並んで本を読むようになってからは、より話す機会が増えた。とはいえ、話し始めるのはいつも六花の方。龍之介はそのたびに笑え顔がおで応こたえ、うんうんと頷うなずくばかりだ。


    「あなたの読む本って、難しいものばかりなのね。戦術書とか教科書とか。物語は読まないの？」


    「物語は楽しめないんだ」


    「へえ。戦術書は楽しい？」


    「どうかな。記録を読むのは勉強になるよ」


    「物語だって、胸を締めつけられたり、恋い焦こがれたりして勉強になるよ？」


    「そこに至る感情が理解できなかったりする。記録としてなら、読めるだろうけど」


    「ずいぶんと俯ふ瞰かんして読むのね……。じゃあさ、貸してあげる」


    　六りつ花かが差し出したのは、夏なつ目め漱そう石せきの『こゝろ』だった。


    「うーん。気が進まないんだけど」


    　曖あい昧まいに微ほほ笑えむ龍りゆう之の介すけだったが、六花は楽しそうだった。


    「じゃあさ、私のために読んでよ。君の感想が聞きたいな」


    　恋い焦がれる感覚が理解できないという龍之介に、六花は「勉強になる」と勧める。


    「恋を知れば、夕日も綺き麗れいに輝くわっ。たぶんね」


    　言って人差し指を立て、『こゝろ』の一文を諳そらんじてみせる。


    「〝しかし君、恋は罪悪ですよ。わかっていますか？〟」


    「……否定してない？　それ」


    「……う。複雑なのよ、恋心っていうのは」


    　茶化すように言った龍之介に、六花はぷいとそっぽを向いた。


    



    〝禍まがツ桜ざくら〟は春を喜び、二人の頭上に桃色の花を開かせた。


    　龍之介は時折、校舎に六花の姿を見つけるようになった。誰にも興味を持たない龍之介が、気がつけば六花を捜し、目で追っていた。


    　祈き兵へい学校での六花の評価は、著いちじるしく高かった。聞けば自らの血を囮おとりとして使う古ふる川かわ家出身の祈き祷とう士し。幼い頃から厳格な祖父の下もと、弟と一緒に英才教育を受けていたという。


    　こと祈祷術に関しては、広く万能的な龍之介をも凌しのぐ実力を持っていた。


    　さらに持ち前の明るさのためか、学友たちからの信頼も厚く人気者。友人たちに囲まれて、六花はいつだって笑っていた。


    　しかし龍之介を含め、彼らは悲劇の中にいた。全国から選えりすぐりの祈祷士たちが集められたのは、激化する戦争に参加するためなのだ。


    　発生させたマガツカミを従え武器とする〝禍ツ兵器計画〟は、ことごとく失敗していた。最悪、自ら発生させたマガツカミに喰くわれてしまう学友も少なくなかった。


    　祈兵学校全体が不穏な空気に包まれ、計画が暗あん礁しように乗り上げかけていたそんななか。六花が自らの体を依より代しろに、見事マガツカミを従えてみせた。


    　誰だれもが六りつ花かを褒ほめたたえた。六花もまた、賞賛に応こたえて笑ってみせた。


    　しかし〝禍まがツ桜ざくら〟の下で二人きりになると、六花は膝ひざを抱えてうつむいた。


    「……マガツカミを従えるなんて、人の傲おごりだわ」


    　龍りゆう之の介すけは、初めて誰かを元気づけたいと思った。


    「……君にしかできない、素晴らしいことだ」


    　散々考えて口にした言葉だったが、それで六花が喜ぶことはなかった。


    「……ある子を召喚すると右腕がね、黄色と茶のまだら模様に染まるの。歪いびつな色」


    　ぐるぐると包帯の巻かれた右腕を前に差し出し、六花はつぶやく。


    「怖いわ。何だか私まで、マガツカミになったみたい」


    　初めて誰かを慰なぐさめたいと思った。初めて誰かの笑え顔がおが見たいと思った。どうすれば六花を元気づけることができるのか。龍之介は初めて、誰かを想った。


    「たとえ君がマガツカミになったとしても。僕は、君を肯定するよ」


    　いつもひょうひょうとしている龍之介が真剣にそのようなことを言うので、六花は思わず笑ってしまった。


    「ねえ、龍之介。私の部隊に入って？」


    　六花は目元の涙を拭ぬぐって、いつものように朗ほがらかに言う。


    「私の部隊に入って、私を支えてよ」
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    　龍りゆう之の介すけは努めて優しく微ほほ笑えみ、「うん」と頷うなずく。彼が六りつ花かの願いを断るはずがなかった。


    　西日差す街並みを綺き麗れいと感じることはついぞなかったが、読書に夢中になる六花の横顔を、夕日が茜あかね色いろに染めるその様さまを、龍之介は綺麗だと思った。


    



    　桜の花びらがヒラヒラと散る様を見れば、今でも六花を思い出す。


    〝禍まがツ桜ざくら〟の立つ丘で、龍之介は初めて六花と出会った。


    　舞い散る桜吹雪ふぶきの中で、初めて口づけを交わしたのも、あの桜の下だった。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「ラティメリア。君が欲しい」


    　トタン、トタン。トタン、トタン──。


    　滑走する列車の音に重ねて、龍之介はラティメリアにそう告げた。


    「え？　私……？」


    　ラティメリアは白しら錠じようをされたまま、目を丸くして龍之介を見上げる。


    　二人は一五両目のコンテナを出て、一四両目の第二展望ラウンジ──屋根を取っ払い、空が見渡せるデッキの上に立っていた。食事風景を見られたくないと、ヘリアンサスに追い出されたのだ。強い風が、龍之介の羽は織おりをなびかせている。


    「君を攫さらうよ。いいかい」


    「いや……え？　何で？」


    　自分を攫ってどうしようというのか。ラティメリアは戸惑い、返答に困る。


    「えーと……。あの、……あ、あれ？　サキちゃんは？」


    　ふと自分がウミネコを連れていないことに気づき、慌てて周囲を見渡した。思い返せば罹かかり神を喰くった時、ウミネコはまだあの六号車にいた。


    「うあっ……！　サキちゃん置いてきちゃった！」


    「……また〝サキちゃん〟？　一体誰だれなんだ、その子」


    「ねえ、これ。外して」


    　ラティメリアは、龍之介に向かって手錠の掛けられた両腕を差し出す。しかし龍之介は、困ったように微ほほ笑えむだけ。


    「外したら、君は逃げるんだろう？」


    「じゃあいいよ。べえっ！」


    　ラティメリアは舌を出し、展望ラウンジへの扉を潜くぐって逃げ出した。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「うはあっ……！　シドーが喰くえんのは超嬉うれしい……！　最高のプレゼントだよー」


    　拘こう束そくを解かれたヘリアンサスは、クイナの抱く首のない死体を見下ろした。


    　閉まりきった日の当たらないコンテナで、裸電球の淡い光だけが、暗がりを溶かす。


    「さてさてさてえ？　どっちから喰おうかな。シドーはメインディッシュかな。女から喰おう！」


    「ふう……。ふう……」


    　クイナは死体を床に下ろし、眼鏡めがねのレンズについた血を拭ぬぐった。


    　壁を背に持たせながら、ゆっくりと立ち上がる。その手には、巻かれた鞭むちが握られている。


    「……〝掴つかみ神〟ヘリアンサス。私が一対一でやり合って、勝てる相手ではないということは百も承知。しかし看守長の秘書である私が、ただ怖おじけて身を差し出すわけにはいきません」


    　鞭を垂たらし、しならせる。


    「檻おりに戻りなさい、ヘリアンサス……！」


    　しかし動いた拍子に腹部のブラウスは血で滲にじみ、口の端からは血が伝う。


    「うは。いいね、いいねっ。そう来なくちゃ。ただ喰うよりも、楽しく喰いたいもんね！　あれしようよー、手足ちぎってどこまで生きられるかゲーム。たくさん泣いてね？」


    　ヘリアンサスは手を口に当て、クスクスと笑う。


    「ね、豚いるでしょ？　豚。知ってる？　あれねえ、鳴き声以外全部食えるんだって。人間と同じだね！　ぶひぃっ」


    　言下に右腕を掲げ、巨大な腕を発生させる。黒く透き通った本家本元の〝魔王の手〟。コンテナの天井にまで及ぶその腕を、ヘリアンサスは険しい顔をして睨にらみつける。


    「もうちょい小さく……小さく。はあ、久しぶりだから調節が難しいな？」


    　コンテナ内で振り回すのにちょうどいい大きさまで縮小させ、「よし」とクイナを見据える。


    「んじゃ、いくよーっ！」


    　かけ声と同時に前方に跳びはね、右腕を振り上げる。その動きに合わせ、クイナが鞭を振るおうとした、その時──倒れていた首のない巳み月づきの体が、すくっと立ち上がった。


    　右の手首は斬きられているが、左に太刀を握っている。それを盾たてにして、ヘリアンサスの五指を受け止めた。


    「にゃっ!?」


    　予想外の邪魔が入り、驚きよう愕がくするヘリアンサス。それ以上に、クイナが目を見開いていた。


    「か、看守長……!?」


    「無理すんな、クイナ。お前、大怪け我がしてんじゃねえか」


    「あなたよりはマシですけど!?」


    　ヘリアンサスは歯を食いしばる。


    「信じらんないっ……！　首がないのに、まだ生きてんの、こいつ！」


    　手の平を押し込もうとするが、逆に指へと刃が食い込む。その刀身に波打つ禍まが々まがしい刃文を見て、「ひっ」とヘリアンサスは飛び退のいた。


    　あの刀の脅威は知っている。異常な切れ味を誇る妖よう刀とう──〝千せん子ご村むら正まさ〟は、そのあまりの切れ味のよさから、地面に切っ先を立てると鍔つばまで沈むといわれる。危なかった。あんなものと鍔迫ぜり合いなどすれば、容易たやすく指を落とされてしまう。


    「看守長……どうして、生きて……？　一体どこから喋しやべってるんですか……？」


    　巳み月づきの体は村正の刀身を脇に挟み、空けた左手で龍りゆう之の介すけに落とされた右手首を拾い上げた。その右手を手首の切断面に添えながら答える。


    「死なねえんだよ、俺は」


    　クイナは気づいた。当然だがその声は、体から聞こえているわけじゃなかった。恐る恐る、足下に落ちている生首へ視線を落とす。置かれた巳月の頭が、クイナを見上げていた。


    「あんま見んなよ、恥ずかしいだろ」


    「ひゃあっ……！」


    　クイナはコンテナの壁に背を打ちつけて、へなへなと座り込んだ。


    　喋る生首は、動く胴体よりも気味が悪かった。


    「可愛かわいい声も出せんじゃねえか」とケラケラ笑う。


    　胴体は右手首を取り戻し、千子村正を両手で構えた。


    　瞬間、前傾姿勢となったヘリアンサスが駆け出す。


    「ちょーしに乗んなよ、首ないくせにっ」


    　巳月の胴体はヘリアンサスの猛攻を素早くかわし、隙すきを見つけて村正を振るった。首のない体は自動で動いているようにも見えたが、巳月の生首が、じっと戦いを観察している。


    「あれ、看守長が……動かしてるのですか……？」


    「ああ？　当たり前だろうが、ありゃ俺の体なんだから」


    「悪夢を見ているようです……」


    　スピードを上げた列車の揺れに合わせ、裸電球が右へ左へと揺れる。淡い光に照らされて、首なし死体と〝魔王の手〟を持つマガツカミが、お互いの攻撃をかわし合っている。


    　自身の体を目で追いかけながら、生首が喋った。


    「頭が暇ひましてっからお喋りしてやろう。俺はな、呪のろわれてるんだ。〝生き神〟にさ」


    「〝生き神〟……？」


    　クイナは生首のそばで、眉まゆ根ねをひそめた。クイナも祈き祷とう士しだ。ある程度のマガツカミの種類は知っているが、〝生き神〟というのは初めて聞いた。


    「まあ、超レアなマガツカミだしな。〝禍まがツ兵器計画〟は知ってるだろ。戦中、発生させたマガツカミを兵器として使おうって計画されたあれな。あん時、俺は一七だった。マガツカミを発生させろってよう。渡されたのは〝天叢雲あまのむらくもの〟だった。知ってっか？」


    「三種の神器ですか……。現存してたのですね」


    　天叢雲剣あまのむらくものつるぎは、日本神話に登場する伝説の剣である。〝八や咫たの鏡〟〝八尺瓊やさかにの勾まが玉たま〟と並んで三種の神器の一つとして数えられる宝刀だ。一介の祈き祷とう士しが触れるのも恐れ多い神器だが、巳み月づきはそれを使って、マガツカミを発生させたという。


    「その剣でな。蛇を斬きったんだ。頭を縦たてに二つに割ったけど、蛇は死ななかった。だからもう一ひと太た刀ち入れた。蛇はぎゃあぎゃあ苦しんでたけどよ。それでも死なない。だからもう一太刀、もう一太刀ってな。結局七回頭を斬って死んだ。頭は八つに分かれてた」


    「……その蛇がマガツカミに……？」


    「ああ。その蛇の生きたいって想いが、俺の握ってた天叢雲を依より代しろにしてマガツカミを発生させた。頭が八つある〝生き神〟八岐大蛇やまたのおろちだ。手の平サイズで可愛かわいい奴だったけどな」


    　生き死にを弄もてあそび、神を生み出す──。クイナは軍と巳月の行為を恐れたが、当の巳月は楽しい思い出でも語るように「ししし」と笑う。


    「そいつがな、俺の口から入って内臓を喰くらいやがった。俺は死んだと思ったが、ところがどっこい生きていた。それどころか、負った傷が瞬またたく間に治っちまう。今もあの可愛い八岐大蛇がよ。あの体ん中にいるんだ。俺の体ん中で、今でも俺を生かし続けてる。病気も毒も麻ま痺ひも裂傷も、俺には効かない。な、素敵だろ」


    　マガツカミによる肉体変化。それはマガツカミを従える六りつ花かのように、〝禍まがツ兵器計画〟の数少ない成功例といえるのかもしれなかった。しかし巳月は素敵、と言いながらも、その口調に憎しみや苛いら立だちを内包させる。


    「おかげで成長も止まっちまった。古い文献に載ってた生き神の能力は〝氏うじ呑のみ〟。人の名前を喰らい、不老不死にしちまうんだと」


    「名前を……？　看守長には名前、あるではありませんか」


    「違うんだよ。巳月は俺の名前じゃない。何とか月ってのは確かなんだ。けど〝巳〟じゃない。俺だけじゃなく、周りのみんなも、付けた親さえ俺の名を忘れちまった。記録されてた名義さえ全部〝巳〟に変わってる。喰われたのさ。あの八つの首を持つ蛇に」


    「そんなことがあり得るんですか……？」


    「あり得るから死ねてねえんだろうが。んな蛇ぶっ殺してやりてえがよ、体ん中から出てこねえ。依り代である天叢雲は、どっかに消えちまったんだ。それを捜して壊さない限りさ、俺は不老不死のまま。永遠の一七歳だ」


    　跳ねて距離を取ったヘリアンサスに、巳月の体は短刀を投げた。妖よう刀とう〝エペタム〟は狭いコンテナ内をシュルシュルと回転しながら、壁や天井を凍こおらせていく。


    「……天叢雲剣を捜して……だから刀を集めてるのですね」


    「全国にある刀の噂うわさを探ってると、自然と妖刀に行き着くんだ。まあ、ちょうどいいんだけどな。使い手の体を蝕むしばむ妖よう刀とうは、こんな体してなきゃ使えないだろ？」


    　胴体は腕を前に出し、エペタムを指先で操りながら、踵かかとを下げて頭へと近づく。村むら雨さめを背中の鞘さやに納め、ヘリアンサスの隙すきを見て、頭を両手で拾った。


    「あともう一個面白いことを教えてやろう。首斬きられんのはな、意外とそんなに痛くない。血がドバッと出てって、一瞬意識が遠のくけどな。しししっ」


    　生首を掲げ、「合っ体！」と叫んでくっつける。首の切断面がフシュウと水蒸気を発し、ほんの数秒で巳み月づきは両手を離した。完全に接合した首を、右に左にと倒して調子を確かめる。


    「やはり……悪夢を見ているようです」


    「俺もだよ」


    　巳月は看守帽を拾い、パンパンと太ももではたいてから被かぶり直す。


    　それから腕を前に出し、戻ってきたエペタムの柄つかを受け止めた。


    　ヘリアンサスはエペタムをかわし続けていたため、肩で息をしていた。


    「おかしいでしょ……。いくら呪のろわれてるからってさ、首斬られても死なないなんて！　あんたマガツカミ以上の化け物じゃん！」


    「はっ！　今さら気づいたかバカめ。ついでに俺は、マガツカミ以上に残酷だぜ」


    　巳月はエペタムを懐ふところに仕舞い、改めて村むら正まさを抜刀した。


    「来いよ、七回刻んでいたぶり殺してやる。いい声で泣けよ？」


    「……看守長。殺してはダメです」


    「おお、そうだった。捕まえるんだよな」


    「くっ……！　ボクをバカにするな……！」


    　ヘリアンサスは前傾姿勢を取り、飛び掛かる。


    　巳月もまた、前に跳ねた。


    



    　異常な切れ味を誇る千せん子ご村正が、コンテナを斜めに切り落とした。ずず、と斬られた斜面に沿って、コンテナのカドが落ちる。カドは線路のそばに落ちて、列車の後方に流れていった。


    　天板が開け、頭上に夕空が広がった。


    　斜陽を浴び、向かい合う人影が二つ。接触したまま動かない。


    「はあ、はあ……！」


    　ヘリアンサスは息を荒らげていた。巳月を掴つかむべく、広げた五指は巳月の目前で止まっている。その手の平には、千子村正の刀身が突き入れられていた。


    　コンテナさえ切り裂さく村正の刃が、〝魔王の手〟の平を貫通している。


    「暴れんな。なるべく傷つけないように連れてこいって言われてんだからよう」


    「うっさいバカ！　死んじゃえ！」


    　ヘリアンサスは指を曲げ、村正を奪う。思わず手を離した巳月に背を向けて、コンテナを飛び出した。


    　跳ねた先は前方車両──一四両目のデッキ。さらにそこからひとっ飛びし、展望ラウンジの屋根へと飛び移る。〝何でも斬れる剣〟は奪ってやった。これを使って逆に切り刻んでやる──と、左手で〝魔王の手〟に突き刺さった村むら正まさを引き抜いたその時、どくんと心臓が跳ねた。


    「くあ、何、これ……」


    　村正を掴つかむ左腕が、どす黒く濁っていく。痺しびれがぞわぞわと腕を這はい上がり、ヘリアンサスの体を侵食していく──。


    「あのバカ。妖よう刀とうは使い手を蝕むしばむってのに素手で掴みやがって」


    「うう……！　もうやだっ」


    　ヘリアンサスは妖刀の禍まが々まがしさを恐れ、車両の屋根の上から投げ捨ててしまった。


    「ああっ！　村正っ」


    　巳み月づきがとっさに動くも手は届かず。村正は線路脇に落下し、車両の後方へ消える。


    「お、お前……！　ありゃ展示物レベルの業わざ物ものなんだぞ！」


    「知らないよ！　もうやだ、あんたとは戦わない！」


    　未いまだ痺れの残る左手を胸に、涙目のヘリアンサスは巳月に背を向け駆けていく。


    「しまった。逃げんな、待て！」


    　すぐさまエペタムを取り出した巳月は、直後に背後から、ボコッと不穏な音を聞く。


    　振り返った先──巳月とクイナのいる一五両目よりも後ろ。最後尾に繋つながれたコンテナの屋根から、一人の女が飛び出した。


    「……はっ？」


    　肩の上で揺れる金髪に、深緑色のツナギ。そして、いかついガスマスクの女──。


    「看守長、あれは……」


    　クイナも青ざめ、前方車両へ跳びはねる女を見上げた。


    「嘘うそだろ、他のＨＣが起動してる……！」


    　コンテナからはさらにもう一体。三体目、四体目と次々にＨＣたちが顔を出した。


    　現れたＨＣは計一九体。ＨＣすべてが起動したことになる。


    「お、終わった……俺の出世が……」


    　夕日を全身に浴びながら、ＨＣは前方車両へ向かって跳びはねた。


    　落ちた無数の人影が、呆ぼう然ぜんと見上げる巳月を次々と通り越していった。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「襲撃だ！　たくさんいるぞ！」


    　デッキを有する第二展望ラウンジには、多くの祈き祷とう士したちがいた。


    　一般人の立ち入りを禁止していた車両だったが、今や前方車両から逃げてきた乗客にも解放されていた。祈き祷とう士したちに交じって、風か邪ぜの症状に苦しむ人々がソファーに横たわり、被災を免まぬがれた他の乗客や乗務員たちから、看護を受けていた。


    　窓際の祈祷士が叫んだことで、ラウンジ内の人々は一斉にデッキへと視線を移す。次々とデッキに着地するガスマスクの顔を見て、前方車両での戦闘を目撃した祈祷士がおののいた。


    「あ、あいつだ……！　まだあんなにいたんだ！」


    　祈祷士がデッキへと続く扉を閉めて、侵入を防いだ。しかし──。


    『サツリク×シンゲキ×カイホウ──』


    　ＨＣたちは次々と右手に巨大な腕をまとい、車両を攻撃し始める。デッキへの扉をへこませ、屋根に登ったＨＣたちは、車両の側面から窓を割って侵入した。


    「抜刀っ！　乗客の保護を優先しろ！」


    　リーダー格の祈祷士が声を上げ、次々とサーベルが抜かれた。


    　第二展望ラウンジは、阿あ鼻び叫きよう喚かんの混乱状態へと陥おちいった。パニックとなった乗客たちが逃げ惑い、その合間を縫ぬって祈祷士が駆ける。


    　車内に入ってきたＨＣの体へ、三人の祈祷士が次々と白しら雨さめの切っ先を突き入れた。


    　しかしＨＣは倒れない。


    『キトウシ×サツリク×ゲイゲキ──』


    　巨大な腕が一人の祈祷士を鷲わし掴づかみにし、窓の外へと放り投げる。車両に響き渡る絶叫、悲鳴、泣き叫ぶ声──。また一人握り潰つぶされた祈祷士が、血飛沫しぶきを上げた。


    



    　列車の暴走を止めるのは雪ゆき生おに任せ、七なの日かはヘリアンサスの檻おりを目指して、後方へと向かっていた。


    　バーカウンターまで来た時、向かう先の第二展望ラウンジから、乗客たちが駆けてくる。


    「何だ……？　ヘリアンサスか……？」


    　悲鳴を上げて駆ける人々の中に、紫色のフードを見つけた。七日は向かってくる人の間を縫って、ラティメリアのフードを掴んだ。


    「ぐえっ」


    「ラティメリア。何があった」


    　見れば両手に白しら錠じようがされている。拘束されていたのを逃げてきたのか。


    「ナノ！　大変なんだよ。私、サキちゃんを忘れてきちゃって！」


    「サキ？　待て、その前に龍りゆう之の介すけはどうした。ヘリアンサスは逃げたのか？」


    「ヘリアンサスは……。たぶん逃げたよ。檻、開いてたもん」


    「くそ……。気配、探れるか？」


    　七日に促うながされ、ラティメリアは目を閉じる。しかし調子がおかしい。集中して捜せば捜すほど、気配が散開してざわざわする。


    「……わかんない。いるとは、思うけど……」


    「わかんないって何だ。捜せないのか」


    「だって！　っぽいのがいっぱいいるんだもん！」


    「……っぽいの？」


    　ビタンッ、と窓ガラスに貼りつく女の姿。七なの日かとラティメリアは顔を向けた。金髪に深緑色のツナギ。そして顔にはガスマスク──。前方車両で雪ゆき生おが倒したＨＣが、右腕に巨大な影をまとっている。


    「ヘリアンサス・クローン……！」


    　七日つぶやいた直後、窓が巨大な右腕によって割られ、けたたましい音が上がった。


    　いたるところで割られた窓から、ＨＣが次々と侵入してくる。


    『シンゲキ×サツリク──ミナゴロシ』


    　乗客たちが悲鳴を上げ、前方、後方から祈き祷とう士したちが集つどう。


    「抜刀！　抜刀っ！」


    　ここでもまた、サーベルを抜いた祈祷士とＨＣとの戦闘が開始される。


    「おおっ、どうする、ナノ？　やっちゃう？　白しら雨さめも持ってないのに？」


    「お前は白しら錠じよう嵌はめられてんだから大人しくしてろ」


    　ラティメリアを壁際に寄せ、七日は前に躍り出る。このＨＣの群れの中に、本物のヘリアンサスはいないか辺りを見渡す。


    「うああっ、来るなっ！」


    　巨大な手に気け圧おされ、後あと退ずさりする若い祈祷士が七日にぶつかった。彼のサーベルを持つ手に自らの手を添えて、七日は背後から祈祷士を操り、振り下ろされた巨大な手を受け止める。


    「おいおい、ちゃんと構えろ、死にてえのかっ」


    　七日は祈祷士の手を掴つかんだまま、サーベルの切っ先をＨＣの首へと突き入れた。すぐに刃を横寝かせ、横よこ薙なぎに振り切る。首から血飛沫しぶきを上げ、ＨＣは崩れ落ちる。


    　七日は掴んでいた祈祷士を支えにして、背後から迫ったＨＣの顎あごに蹴けりを入れた。ＨＣは怯ひるみながらも腕を振るった。


    　七日は祈祷士を突き飛ばして退どかし、自身も飛び込み前転で横薙ぎの五指をかわす。そのまま倒れた祈祷士のそばに落ちていた白雨を拾い──同時に目の前に現れた別のＨＣの下段へ一いつ閃せん。その足首を切り離した。


    　次いで追いかけてきたＨＣの胸に切っ先を差し入れ、抜き取った次の動作で、足首を落とされ膝ひざをついたＨＣの首をはねる。


    「多いな……。二〇体っつってたっけ……？」


    　絶叫、悲鳴、喚かん声せいの入り乱れるバーカウンターで、七日は車両の奥に、羽は織おりが揺らめく姿を見る。


    「龍りゆう之の介すけ……！」


    　白しら雨さめを一本抜刀した龍之介もまた、襲おそいかかるＨＣを切り伏せていた。


    　七なの日かは龍之介に向かって駆ける。龍之介も七日に気づき、距離を詰めた。


    　お互いに迫り来るＨＣの首をはね、その勢いのまま振られた白雨が、車両の中央で交差する。


    　チィン──。ぶつかり合った二振りの刃やいばが、高い金属音を鳴らした。


    「……よお、龍之介。勘違いだったら悪いんだけどよう。これ、あんたの仕し業わざか」


    「謝る必要はないよ、古ふる川かわ。おおむね、僕の仕業だ」


    　龍之介は悪びれるふうもなく、しれっと白状した。


    　七日は交差する刀身越しに、その柔にゆう和わな笑えみを睨にらみつける。


    「……んとにクソ野郎だな。目的はヘリアンサスか」


    「ああ。その目的は果たしたけどね」


    「じゃ下げろよ、こいつら。もういいだろ」


    「指示装置は譲ったんだ。ここにはない」


    「譲った？　誰だれに」


    「ハイドランジアに」


    「はあ!?」


    　同時に刀身を押し合い、距離を取る。七日は龍之介を見据え、尋たずねた。


    「乗ってんの？」


    「乗ってるよ。この列車のどこかにね」


    「運転席だろ」


    　七日はすぐに思い至った。列車が止まらない理由は、それだ。蒸気機関車の暴走、無差別に襲おそいかかる殺さつ戮りくクローン──いかにも愉快犯が好みそうなシチュエーションである。


    「またあいつかよ……」


    　三日月のように弧を描いて笑う青紫の瞳ひとみを思い返し、七日は小さく舌打ちした。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「マガツカミも機械を使う時代か。未来だな」


    　辞典のように分厚い説明書を確認しながら、ハイドランジアは両手の人差し指を立て、タイプライターのボタンをポチポチと押していく。


    　運転台に置いたこのタイプライターこそ、ＨＣへ指示を出す指示装置だった。ハイドランジアが指示を打ち込み終えレバーを引くと、タイプライターがカタカタと自動的に動き出し、ＨＣたちの行動を記録していく。ロール紙がタイプライターの後ろから排出され、運転台の下に垂れていった。


    「お嬢、ロボットどもに何を命令したのです」


    　せっせと石炭を運んでいた翁おきなが、立てたスコップに触手を置いて尋たずねた。噴き出す汗を拭ぬぐうため、その頭のてっぺんに手ぬぐいが乗せてある。


    「ロボットではない。クローンだ。知りたいか？　私が組み合わせた命令」


    　ＨＣは行動を起こすたび、自動的に一〇万の単語から三つ抽出して活動するが、その基盤となる命令は、始めに操作者が指示装置でインプットする。打ち込まれた三つの単語が、クローンの性格を形作るのだ。


    「私が選んだのは、〝ニンゲン×サツリク×ミナゴロシ〟だ」


    「さすがは、お嬢。〝サツリク〟辺り、一介のマガツカミでは思いつかない単語でしょうな」


    「くふふ！」


    　一仕事終えたハイドランジアは帽ぼう子しを脱ぎ、パタパタとそれを扇おうぎ代わりにしてあおぐ。


    「さて。これで汽車が街に突っ込むまでの間ちょっとは楽しめそうだが……。しかしここにじっとしているのはつまらん」


    　スピードを上げる列車は、山の中を進んでいた。ついさっきまで赤かった空は、薄暗い群ぐん青じよう色に染まっている。ぼんやりと浮かぶ半月のそばに、一番星が瞬またたいていた。


    　等間隔に立つ電灯が、ものすごい速さで後ろに流れていく。左右に見えるのは雑木林ばかりで、変わらない景色にハイドランジアは飽き始めていた。


    　椅い子すを回し背後へと振り返る。すぐ後ろの石炭庫から溢あふれ、運転席にまで流れ込む石炭の山。スコップを使い石炭を運ぶ、翁の後ろ姿に告げた。


    「ちょっと覗のぞいてくるぞ、翁」


    　翁は手を止めて、手ぬぐいで顔しかないその額ひたいを拭った。


    「しかしよいのですかお嬢。龍りゆう之の介すけ殿が言うには、かの憎き古ふる川かわの小僧まで乗車しておるようではないですか」


    「それなあ……。会うのは怖いが、まあ見つからんようにするさ。影で小ちっちゃい虫的なものを作ってくれ。そこに目玉を埋め込む」


    「なりませぬ。お嬢の依より代しろはもうそれ一つしかないのだから、もっと慎重に行動なさいな。目玉はなるべく体から離さぬことじゃ」


    「嫌いやだ。見つからんようにすると言っとるだろう。さっさと作れ。でなければこの身で直接覗きに行くぞ？」


    「むう……。またわがままを……」


    　翁は不承不承影を繰り、拳こぶし一つ分ほどの甲虫を生み出した。


    　ハイドランジアは受け取ったカブト虫を掲げ、矯ためつ眇すがめつ観察する。


    「何だこれは」


    「カブト虫ですじゃ。雌めすの」


    「カブト虫ぃ？　蝶ちよう々ちようがいいな。綺き麗れいな柄がらのやつ」


    「ヒラヒラと舞う蝶など、目立ちますぞっ。壁に貼りつき、じっとしてなさいな」


    　仕方なく、ハイドランジアは青紫色の目玉を取り出し、虫の体内にねじ入れた。目玉のない〝化け神〟の体の一部に目玉を埋め込み、〝視界ジャック〟する。


    　翅はねを広げると覗のぞく背中に、青紫の瞳ひとみが埋め込まれている。


    「ふむ。カブト虫も悪くないかもな。それじゃあ、行ってくる」


    「道中お気をつけて。どうか無理はなさらないように」


    　バババと翅を振動させ、ハイドランジアの手から飛び立つカブト虫。しかし手元を離れたその直後、飛んできた輪ゴムがカブト虫を貫通し、パンッ、と影が弾けて砕け散る。


    「んおっ……、おじょおおおおっ!?」


    　翁おきなが振り返った先──強い風にスカートをひるがえし、石炭庫の上で割り箸ばし鉄砲を構えていたのは、大おお坂さか雪ゆき生おだった。


    「おのれ、誰だれじゃ……！　よくもお嬢をっ！」


    「とっ、取り乱すな、翁。私は平気だ」


    　ハイドランジアの体が、落ちた目玉を拾って、元の眼がん窩かに装着した。カブト虫は弾けたものの、依より代しろである目玉は奇跡的に直撃を免まぬがれたようだ。


    「そんなっ……。外した……？」


    　雪生は悔しそうにつぶやき、使い捨ての割り箸鉄砲を放り捨てる。


    「お嬢っ！　怪け我がはしておらぬか……!?」


    「大丈夫だ。うん。全然平気……。大丈夫」


    　目玉を取り戻したハイドランジアは、ダラダラと汗を流しながら何度もうなずく。


    　心を落ち着かせ、石炭庫の雪生を見上げる。


    「雪生か。小こ癪しやくな真ま似ねを」


    「ハイドランジア！　あなたが列車を暴走させてたんだね。一体どうして？」


    「問うな、雪生。その質問は私にとって、なぜ生きるのかと問われるに等しい」


    「……意味がわからないんだけど。列車暴走させなきゃ、死んじゃうの？」


    「つまらないと、死んでしまうのさっ」


    　ドヤ顔で両腕を広げるハイドランジア。雪生はその姿を睨にらみつける。


    「……じゃあ、死んでもらうしかないよね」


    「くくく。粋いきがるな雪生。ナノや獅し童どうならまだしも、お前に何ができる。六りつ花か隊たい最弱のお前に」


    　雪生はムッと唇くちびるを結び、ハンドバッグから小さな木き槌づちを取り出した。


    「……言っとくけど、私が弱いんじゃないんだからね。あの人たちが、おかしいんだから」


    　木槌は瞬時に巨大化し、雪生の身長を超える。石炭の山に突き立てた木槌の打撃面から、無数に発生する〝打〟の文字が、風に吹かれて散っていく。


    「遊びましょう、ハイドランジア。お望みならば、派手にねっ」


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「おおーぅ？　死んでるの？」


    　ラティメリアは未いまだバーカウンターにいた。祈き祷とう士したちとＨＣたちの戦闘が繰り広げられる中、白しら錠じようを嵌はめられたままのラティメリアは、窓際に避難し大人しくしていた。


    　四つん這ばいで移動したところ、ソファーに横たわる氷ひよう華かの姿を見つけ、その顔を覗のぞき込む。


    　先の戦闘でＨＣに握り潰つぶされた氷華は、目を閉じて眠っていた。体のどこかが痛むのか、額ひたいに玉のような汗を浮かべ、強く唇くちびるを結んでいる。制服のはだけた白い肌には、歌か留る多たがいくつも貼られていた。


    　ラティメリアがその頬ほおを人差し指でつついていると、ソファーの前で白しら雨さめを振るっていた炎えん華かがそれを見つけ、慌てて声を上げる。


    「うわああっ、喰くい神っ!?　氷華を喰うなっ！」


    　戦闘を放棄し、白雨を手に戻ってくる。


    　炎華に睨にらまれ、ラティメリアは立ち上がった。


    「失礼ね。私が何でもかんでも喰う卑いやしい子だとでも？」


    「さっき、ばい菌喰ってたじゃないか……。風か邪ぜは治ったのか？」


    「治ったわ！　元気いっぱいっ」


    「そりゃ良かったな……」


    　炎華は頬を赤く上気させている。会話の合間にも咳せきをしていた。ＨＣ襲撃だけでなく、蔓まん延えんする風邪の脅威もまだ、列車内には残っていた。


    「お前は敵なのか？　味方なのか。どう接すればいいのか教えてくれよ」


    　炎華は、辺りのＨＣを警戒して白雨を構える。返答次第では、この切っ先をラティメリアに向けなければならない。しかしラティメリアは小首を傾かしげた。


    「知らない。それを決めるのはあんたでしょ。私は私だもの」


    「……ああ、けど、マガツカミと祈祷士だから、敵……でいいのか……？」


    　迷う炎華の視界に、白の羽は織おりがひらめいた。ＨＣの猛攻をかいくぐり、ラティメリアのそばに立ったのは龍りゆう之の介すけだ。


    「局長！」


    「炎華、氷華。君たちも可能なら列車を降りなさい。この列車は止まらない」


    「……え？」


    　龍之介はただそれだけを告げ、ラティメリアを抱き上げた。


    「うわ、ちょっと、離して……！」


    「嫌いやだね。攫さらうと言っただろう？」


    　龍りゆう之の介すけはソファーを離れ、前の車両へと駆けていく。


    　その後ろ姿を、七なの日かが追った。ＨＣの首をすれ違い様ざまにはねて、祈き祷とう士しとＨＣが戦闘を繰り広げるレストランや、第一展望ラウンジを駆け抜ける。


    　乗客が後方に避難していたからか、人々を狙ねらったＨＣの襲撃は、後方車両に集中していた。八号車まで来ると座席の陰に隠れる乗客はちらほら見かけるものの、祈祷士やＨＣの姿はなくなっていく。


    　貫通扉の向こうに見える羽は織おりを追って、七日は駆ける。


    　龍之介の姿を目で追いながら、同時にヘリアンサスを気に掛ける。本来の目的はヘリアンサスを倒し、六りつ花かの右腕を取り戻すことなのだ。


    　ラティメリアは、檻おりが開いていたと言った。龍之介は、目的を果たしたと言った。考えられる最悪の状況は、ヘリアンサスにこの列車から逃げられることだ。彼女の持つ身体能力であれば、スピードを上げた暴走列車からも、飛び降りることは可能であるように思う。


    「……これしかねえか」


    　すれ違ってはいないのだから、ヘリアンサスは檻のあった後方にいるはずだ。しかし今は龍之介を追い、前方へと走っている。二に兎とを追う者は一兎をも得ず。ならば一兎には、こちらへ来てもらおう。


    　七日は駆けながら、左手で白しら雨さめの刀身を握った。思い切り引いて、手の平を傷つける。


    「──〝禍まが寄よせ〟」


    　自身の血肉を餌えさに、マガツカミをおびき寄せる。古ふる川かわ流独特の祈祷術である。


    　車両に、芳ほう醇じゆんな甘い香りが充満した。後方車両からはだいぶ離れてしまったが、獣じみた鋭敏さを持つヘリアンサスならば、きっとこの匂いに勘づくに違いない。


    「ちゃんと追ってこいよ、ヘリアンサス──」


    



    　すんすん、とヘリアンサスは鼻を鳴らした。どこからか、桃の花に似た甘い香りを感じる。


    「……ナノ？　ナノがいるの？」


    　すんすん。すんすん。四つん這ばいとなり、足あし下もとを這って進んでいく。七日や六花と同じ匂い。甘い血肉を持つ、古川家の人間の匂いだ。


    「お腹なか空すいた、お腹空いたっ……！」


    　檻から出て、まだ何も口にしていない。だからこそ、この血肉はどうしても欲しい。檻から晴れて解放された最初の食事。古川七日はそれに相応ふさわしいご馳ち走そうだ。


    「ナノ、ナノ、ナノ……!?　どこ？」


    　すんすん、すんすん。ある箇所でヘリアンサスはぴたりと挙動を止めた。


    「……ここ？」


    　掲げた右腕に、巨大な〝魔王の手〟をまとう。ヘリアンサスが腕を振り下ろしたのは、真下だった。走る列車の屋根の上。そこから車両の屋根を掴つかみ、握り潰つぶし、引き剥はがす──。


    



    　メキメキ、と不意に車両の天板が軋きしみ、窓ガラスが割れた。


    「……はっ？」


    　車両が浮き上がり、七なの日かは足を止めた。見上げた先で屋根がひしゃげ、まるで何かに吊されているようだ。


    「おいおい。そこかよ！」


    　金属音の擦こすれる音が響き渡り、いよいよ屋根が引き剥がされる。頭上に夜空が露あらわとなる。


    　ヘリアンサスはその巨大な腕で天板を持ち上げて、隣の車両の屋根の上から、七日を覗のぞき込んでいた。


    「ナノ。いたあ……！」


    　見上げる七日へ、笑え顔がおを見せるヘリアンサス。五年前よりも体は成長し、白いワンピースではなく黄色のツナギを着ているが、鮮やかな金髪や右手のまだら模様を見れば、あれが六花から右腕を奪った〝掴み神〟ヘリアンサスだとわかる。


    　クローンたちとは違う禍まが々まがしい雰ふん囲い気きは、本物だ。


    「腕を返してもらうぜ、ヘリアンサス……！」


    「はははははは！　いいよ。取ってみれば？」


    　ヘリアンサスは七日に向かって、棒状に握り潰した屋根を投げつけた。


    　通路を前転して避よける七日。鉄てつ塊かいと化した屋根は車両の床で跳ね、並ぶシートに倒れる。鉄板のぶつかる騒音が、夜空に響き渡った。


    「くっそ、どっかの誰だれかより幾分も派手だな……！」


    　破片の飛び散る中、ヘリアンサスはシートの上に着地した。息つく間もなく手の平を掲げ、七日に向かって飛び掛かる。


    「ナノ、ナノ！　ああ、なんて美お味いしそうなのっ」


    　禍まが寄よせによって旨うま味みを増した七日の血肉を求め、ヘリアンサスは巨大な腕を繰り出した。涎よだれを垂たらし、目を血走らせ、その姿はまるで獲物を狩る獣のように。


    　七日はその一撃一撃を丁てい寧ねいに避けていく。挙動の大きな攻撃は避けるに容易たやすい。掴まれなければ脅威ではないと思っていた。しかし──。


    「どっかあああっんっ！」


    　ヘリアンサスは辺りの座席シートごと、七日の体をすくうように手の平を振るった。腕の機能は〝掴む〟だけはなかった。引っ掻かく、叩たたく、弾き飛ばす。


    　シートとともに吹き飛ばされた七日は、車両の側面へと背を打ちつける。


    「つあっ……。くそ……ちょっとは落ち着けよ、んの野郎……！」


    　七なの日かの目前で、掲げられた右腕の五指が折りたたまれた。その手は掴つかむだけでなく、巨大な拳こぶしで、ぶん殴なぐる──。


    「死ねえええっ、ナノっ！」


    「おいおい……！」


    　七日は前転して拳を避よける。


    　直後に、破砕音が轟とどろいた。車体が衝撃に傾き、滑車が金属音を響かせる。乗客たちの持ち物だけでなく、座席シートそのものが弾け、飛び散った。


    　傾き、一時、片輪走行していた車両が重力に倣ならって車輪を下ろした。その衝撃がまた、ズシンと響いて車体を揺らす。


    　顔を上げた七日は、言葉を失った。


    　車両の壁がなくなっている。辺りのシートも外へ吹き飛ばされたのか、壁の前は開け、ビュンビュンと流れる雑木林を背景に、ヘリアンサスが立っていた。


    「……お前な。俺を喰くいたいんじゃないのか？　そんなパンチ食らったら、ミンチになっちまうだろうが……」


    「大丈夫だよー、ナノは。ミンチになってもきっと美う味まいっ」


    「ああ、そう」


    「ちゃんと全部食べてあげるね？　六りつ花かみたいにさ」


    「……」


    　七日はヘリアンサスを見据えて立ち上がり、再び白しら雨さめを構える。


    　しゃがめば頭上に手の平が降るし、跳ねても腕は伸びてくる。あの禍まが々まがしい巨大な腕は、どこにいても獲物を掴む。壁も天板も剥はがされたなら、さらに腕は動きやすくなるだろう。


    　ならばと七日は前に駆けた。巨大な腕の届かない、懐ふところに入る──。


    　しかしヘリアンサスは七日の接近に合わせ、自らも前に跳ねた。同時に巨大な腕が掻かき消える。七日が刃やいばを振る直前に、ヘリアンサスはその瞬発力をもって抱きついた。


    「へへへっ。捕まえたあっ」


    「……ああ、そっか。出し入れ自由なんだっけ、それ」


    　懐にさえ、死角はなかった。


    　ヘリアンサスは七日を抱き締め、その背へと爪つめを突き立てる。


    「んふ。いただきますっ」


    　舌舐なめずりを一つして、七日の首筋へと噛かみついた。


    



    〝禍まが寄よせ〟に反応したマガツカミは、ヘリアンサスだけではなかった。


    　龍りゆう之の介すけに抱きかかえられたラティメリアもまた、後方から漂う甘い香りに気づく。


    「……何？　すごい甘い匂い……！　これナノの匂いだよね？」


    　ラティメリアはジタバタと暴れ、龍りゆう之の介すけの腕からまろび出る。


    　龍之介も足を止め、後方車両を窺うかがった。


    「……〝禍まが寄よせ〟か。ヘリアンサスをおびき寄せるつもりかな」


    　後方車両から衝撃が伝わった。聞こえてくる破砕音。車両全体が大きく揺れる。一体何が起こったのか。ラティメリアは後方車両へ駆け出した。


    　残された龍之介は、一つ深いため息をつく。


    「やれやれ……。なかなかうまくはいかないな」


    



    　扉を開いたその向こうに、ラティメリアが見たのは大きく破壊された客車であった。天板が剥はがれ、壁は取れ、今や第二展望ラウンジのデッキのように外気に晒さらされた車両の真ん中で、こちらに背を向けた七なの日かが、ヘリアンサスに抱き締められていた。


    「……ナノ……？」


    　ヘリアンサスのその牙きばが、七日の首筋に食い込んでいる。流れる血液が、七日のスーツを汚している。


    「ナノっ！」


    「……何だよ、うるせえな」


    　七日はこちらを振り向きさえせず、気け怠だるそうに答えた。


    「なに喰くわれてんのよ！」


    「喰われてねえよ」


    　ヘリアンサスが七日の首筋から顔を離し、その鼻先に怨えん嗟さを唱える。


    「……何で、大人しく喰われてくれないかなあ……！」


    　ヘリアンサスの背に回された七日の左手には、ナイフが握られていた。他の祈き祷とう士しから失しつ敬けいすることにした白しら雨さめと違って、この対マガツカミ用ナイフ〝小こ雨さめ〟はラティメリアを召喚した時に、一緒に持たせていた。


    　その独特の斜線が入った短い刀身は、ヘリアンサスの体内へと突き入れられている。力を込め、さらにその根元まで差し込むと、ヘリアンサスは激しいうめき声を上げる。


    「ぐうああっ……！」


    　ヘリアンサスはその場に膝ひざをついた。


    　七日は白雨を振り上げる。


    「……じゃあな、ヘリアンサス」


    　別れを告げて首をはねるべく、白雨を振るったその瞬間、シュルシュルと回転して飛んできた短刀が、白雨の刀身を弾いた。


    「っ……」


    　シュルシュルシュル──。七なの日かの頭上を飛び回る妖よう刀とうエペタム。ブーメランのように弧を描き、戻ってきたエペタムを掴つかんだのは、獅し童どう巳み月づきである。


    「そいつは殺させねえっつったろ、古ふる川かわ」


    「……邪魔すんなよ、獅童さん。噛かまれ損じゃねえか」


    　その隙すきを突いて、ヘリアンサスは飛び出した。後方には巳月が立っている。ならば向かう先はラティメリアのいる前方車両──。


    　すぐに七日が反応し追いかける。


    　しかしヘリアンサスとすれ違い、前に出たのは紙し燭しよく龍りゆう之の介すけだった。


    「どけ！　龍之介」


    「どかない。僕も彼女を、殺させるわけにはいかない」


    「……くそ。何なんだお前らっ」


    　前方に龍之介、後方に巳月を迎え、七日は苛いら立だちを募らせる。六りつ花かの右腕はすぐ目の前にあるのに、かつての戦友たちが邪魔をする。


    　ヘリアンサスは龍之介の背に護まもられ、顔を上げた。


    「リューノスケ、背中刺されちゃった……！」


    「うん。そのナイフから受けた傷は痛むだろう。ヘリアンサス、もう列車を離れなさい」


    「え、やだ。せっかくご馳ち走そうがそこにいるのに！」


    「また機会は訪れる。訪れなければ、僕が作ろう」


    「嫌だってば！　ボクは今喰くいたいんだっ！」


    　龍之介は柔らかな笑えみを浮かべながら、ヘリアンサスの背に刺さった小こ雨さめを抜き取った。


    　その痛みに小さな悲鳴を上げるヘリアンサス。


    「うああっ……！」


    「あまり困らせないでおくれ、ヘリアンサス」


    　その柔にゆう和わな口調に隠された圧力を感じ取り、ヘリアンサスはうつむいた。


    「……ん。わかったよ」


    「それからヘリアンサス。一つ僕の願いを聞いてはもらえないだろうか」


    「え、何？　いいよ、リューノスケの願いだったら！」


    　ヘリアンサスのわがままを聞いてくれる龍之介だったが、彼の方からお願いをされるのは初めてである。ヘリアンサスは息巻いて顔を上げた。


    　龍之介が視線を移した先は、車両の隅に立つラティメリアだった。


    「あの子が欲しい。〝喰い神〟だ。一緒に連れていっておくれ」


    　突然矢や面おもてに立たされ、ラティメリアは目を丸くした。


    「……え？」


    　ヘリアンサスと二人、顔を見合わせる。


    「へえ。こいつが喰くい神？　欲しいの？　ちんちくりんなのに？」


    「まあそう言うな。君の妹だ」


    「そうなの？」


    　ラティメリアは戸惑い、車両中央の七なの日かを見た。


    「……まあ、そうみたいだけど。けど……私は──」


    　七日は顎あごで、前方車両を差す。逃げろと言っているのだ。


    「──私は、あんたを姉とは認めないわ！」


    　叫んでラティメリアは逃げ出した。白しら錠じようを嵌はめられたまま、前方車両へと駆けていく。


    「あ、待てっ」とすぐにヘリアンサスが追いかける。


    　七日も動いたが、その前に抜刀した龍りゆう之の介すけが立ち塞ふさがった。


    「すまない、古ふる川かわ。そういうことだから」


    「どういうことだよ。何であいつを欲しがる」


    「たぶん、君と同じ理由さ」


    　シュルシュルシュル──。


    　七日は背後に気配を感じ、飛び退のいた。龍之介もまた足を下げる。


    　スコン──と閉まった貫通扉に、エペタムが突き刺さった。


    「なあ。そこどいてくれねえかな、お二人さん」


    　次いで巳み月づきが懐ふところから取り出したのは、黄金色の鞘さやに納められた、新たな妖よう刀とうだった。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　ヘリアンサスが車両の壁を破壊した衝撃は、列車全体を振動させた。


    　その影響は、先頭を走る機関車にも及ぶ──。


    「きゃっ」


    　遊びましょう──と啖たん呵かを切った直後、石炭庫が大きく揺れて、雪ゆき生おは足を滑らせた。石炭の山に尻しり餅もちをつき、右手に木き槌づち、左手で捲めくれ上がるスカートを押さえ、滑り落ちていく。


    「きゃあ、やあっ」


    「しめた、喰くえっ。翁おきなっ！」


    「御ぎよ意いっ」


    　滑り落ちてくる雪生を、翁が大口を開けて迎え入れる。


    　雪生は足を前後に開き、翁の上唇くちびるとあごを足で支えて抵抗する。


    「いや、わ、ちょっと！」


    　パクパクと口を動かす翁。しぶとく抵抗する雪生の生足に、舌が伸びた。


    　べろりと太ももを舐なめられ、「ひいっ」と悲鳴を上げる雪生。


    「こいつあ良い肉付きをした女子じゃわい」


    　すると翁おきなの頭に、木き槌づちが降った。


    　ゴン──と翁の頭が潰つぶれ、伸ばしていた舌が噛かみちぎられる。


    「づあっ……！」


    　雪ゆき生おは、ハンドバッグから取り出した風かざ車ぐるまへ息を吹きかけた。くるくると羽根を回す風車を、再び開かれた翁の大口へと投げ入れる。


    「えいっ」


    　持ち手の先端が爆発する〝爆発風車〟である。翁が思わずそれを飲み込んだ直後──丸い体が、爆発音とともに破裂した。


    　──バフンッ！


    　ハイドランジアと雪生の間で、粉々に飛び散る翁の体。ビチャビチャッと飛び散る肉片が、顔を背そむける二人の体に降りかかった。


    　しばしの間があって。雪生は改めて木槌を構えた。


    「覚悟して、ハイドランジア。六りつ花かさんのその目玉、返してもらうよ……！」


    「……まあ、待て。雪生」


    　スカートに付いた翁の肉片を払い落としながら、ハイドランジアは雪生をなだめるように言う。
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    「そんなにこの目玉が欲しいのか？」


    「欲しいんじゃない。止めたいんだよ。六りつ花かさんの目から生まれたあなたが人を喰くうことを、私たちは許さない」


    「どうして？」


    「それが六花さんの願いだからだよっ」


    　険しい顔の雪ゆき生おとは対照的に、ハイドランジアは余裕綽しやく々しやくに笑ってみせる。


    「はは。それは矛む盾じゆんだよ、雪生。六花の体から生まれた私たちは、六花そのもの。私の胸の奥底で、六花が喰えと泣いてるんだ。それを否定することは、六花の願いを否定することになるじゃないか──」


    　ハイドランジアが一歩足を踏み出すと、雪生は距離を取って踵かかとを下げる。


    「忘れるな、雪生。私たち〝六花のマガツカミ〟は、六花の想いから生まれたんだよ？」


    「それは、そうかもだけどっ……」


    　ハイドランジアはそっと床を覗のぞき見た。


    　戸惑う雪生の足下に、翁おきなの肉片が集つどい始めていた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　その斬撃は空くうを裂さく。車両の端から端まで離れているのにもかかわらず、巳み月づきの振る小太だ刀ちの斬撃は、七なの日かや龍りゆう之の介すけに届いた。七日は左側の座席シートの裏へ、龍之介は右側のシートの裏へとそれぞれ身を隠した。


    　盾たてにしたシートが、触れてもいないのに縦たてに裂さけ、クッション材を散らした。


    　七日と龍之介が座席の裏に隠れてしまったので、巳月は斬撃の乱発をやめ、一人で勝手に話し始めた。


    「──琉りゆう球きゆうの北ちや谷たんってとこに伝わる悲しい物語だ。ある農婦が台所で菜っ葉を切ってたんだよ。トントントンって、こんな感じでよ」


    　誰だれも見ていないというのに、まな板を包丁で叩たたくジェスチャー付きだ。


    「──すると突然、台所のそばで遊んでた農婦の幼い子どもの首が飛んだ。なんにも触れてないのに、自然にポンってな。実は農婦の握ってた菜切り包丁が呪のろわれててよ。離れたとこにあるものも斬きっちまう、凶悪な包丁だったんだな」


    　七日と龍之介は、座席シートの裏でコンタクトを取っていた。龍之介は声を潜ひそめ、「君が行け」と巳月の方向へ指を差す。


    「ふざけんな、あんたが行けよ」と七日も手振りを添えて伝えると、龍之介は自分たちが背にする貫通扉を指差した。


    「僕が行くと、君はヘリアンサスを追いかけるだろう。それをよしとしない僕が、ここから離れられると思う？」


    「……ちっ。だが俺も嫌いやだね。あいつを攻撃してる間、あんたに背を見せることになる」


    「はは。僕が後ろから君を斬るとでも？　まるで人でなしじゃないか」


    「ああ？　人でなしだろうが」


    　シートの裏で言い合う二人。巳み月づきは一人、語り続ける。


    「──その呪のろわれた包丁を、刀として作り直したのが、この〝北谷菜切ちやたんナーチリー〟だ。刃長二三センチの小刀だが、この妖よう刀とうは斬撃を飛ばす。触れてもいないのに首が飛ぶ──」


    　動こうとしない七なの日かに業ごうを煮やして、龍りゆう之の介すけが無防備に立ち上がった。


    「……やれやれ。恐れるな、古ふる川かわ」


    　座席シートから体を出した龍之介に向かって、巳月が今だとばかりに北谷菜切を振るう。


    「──こんなふうになあっ！」


    　ちらと巳月を見た龍之介は、半身を下げて斬撃を避よけた。背後の壁が切り裂かれる。


    「ただの飛び道具だ。どこをどう斬りつけるのか、いちいち振りかぶって教えてくれる分、銃よりも優しい。しかも刃やいばを振って斬撃が届く間に、〇・五秒程度のタイムラグがあるじゃないか。ものすごく刀身の長い剣だと思えば、避けるのも容易たやすいだろう」


    　龍之介は巳月の動きを見ながら、次々と斬撃を避けて七日を説得する。


    「っせえな、わかってんだよ」と七日も対抗して立ち上がった。


    　巳月は姿を現した七日に対しても、北谷菜切を振り続ける。


    　二人は繰り出される斬撃を最小限の動きでかわしながら、口喧げん嘩かをしていた。


    「偉そうに語んな。あんた、まだ副隊長でいるつもりなんじゃねえの」


    「それはすまない。君があまりにガタガタ震えてたから、戦場を思い出してしまってね」


    「当たれよ！　お前らっ！」


    　小太刀を振り疲れた巳月が、肩で息をしながら声を荒らげた。


    「こっちは寿命削けずって妖刀振ってんだ。ちょっとは当たれ。しんどいわ」


    「別にいいだろ、あんたの寿命は無限なんだから」


    　龍之介がテコでも動かないので、七日が巳月の元へ跳ねた。白しら雨さめを構え、通路を真まっ直すぐに駆け抜ける──最中、ちらと後方を一いち瞥べつした。


    　龍之介が、ヘリアンサスの背から抜いたナイフ──小こ雨さめを投とう擲てきしていた。


    「ほらな！　この人でなしがっ！」


    　七日は身を捻ひねって横に飛び、小雨の刃をかわす。


    　小雨は七日を通りすぎ、巳月の正面へ──と、その刀身を指で挟みキャッチする巳月。そのまま体を一回転させ、さらにスピードに乗せ、七日へと投げた。


    「ほいっ！」


    「っざ、けんな……！」


    　横っ飛びで体勢を崩していた七なの日かだったが、かろうじて小こ雨さめを指先で挟み、スピードを殺さないまま龍りゆう之の介すけへと流した。


    　スコン、と龍之介が頭を横に倒した直後、背後の壁に小雨が突き刺さる。


    　天板も片側の壁もない車両の中、三人はトライアングルを描く立ち位置で刃やいばを向け合い、お互いを牽けん制せいする。


    　轟ごうとスピードを上げる列車。頭上ではぼんやり灯ともる半月が、粛しゆく々しゆくと夜を溶かしていた。


    「……いやいや。何でこんな面倒なことになってるんだ」


    　七日は左右に気を張りながらつぶやく。六りつ花かの右腕を取り返せるこの絶好の機会に、元六花隊の二人とやり合っている暇ひまなどないというのに。


    　龍之介は七日を置いて、巳み月づきに話しかけた。


    「さすがに驚いたな、獅し童どう。まさか、首をはねられても生きていられるとは。大抵のマガツカミでさえ、胴と首が離れれば絶命するというのに」


    「おうおう、おののけ。この呪のろいは永遠だぜ。誰だれか殺してくれよ」


    　巳月は両手を広げて言ったあと、龍之介を睨にらみつける。


    「つうかお前も、古ふる川かわと同じで〝六花のマガツカミ〟に固執してんのか。関東の支部局長ともあろうお前が、未いまだ隊長の影に囚とらわれたサイコ野郎だったとはな。俺を敵に回して逃げられると思うな。もう戦友でもねえや。お前は俺の首をはねたんだからよ、逆に首をはねられたって文句は言えねえよなあ……！」


    　龍之介はただ、肩をすくめた。


    　七日が巳月に尋たずねる。


    「獅童さん。あんたヘリアンサスを追ってきたんだよな」


    　七日が巳月に尋ねた。


    「おうさ。俺はヘリアンサスを捕まえたい。そしてあいつは、ヘリアンサスを逃がしたい」


    　巳月の視線を受けて、龍之介は微ほほ笑えみ付け加える。


    「そして古川は、ヘリアンサスを殺したい」


    　三人の目的はヘリアンサスだが、彼女をどうしたいかが違っている。


    　巳月が七日に北谷菜切ちやたんナーチリーの先端を向けた。


    「よし古川。お前、一番年下なんだから我慢しろ。ヘリアンサスは諦あきらめてどっか消えてろ」


    「いやここで年関係ねえだろ。だったらむしろ、あんたらが先輩なんだから譲ってくれよ」


    　ならばと巳月は、説得を試みる。


    「まあ確かに三人目的は違うけどよ。古川、俺とお前には共通点があるだろ？　龍之介の向こうにいるヘリアンサスを追いたいってこと。こうやって三つ巴どもえのまま膠こう着ちやくしてたら、逃がしたいあいつの思う壺つぼだ」


    「わかってる」


    「このまま逃げられちまうってことが、お前にとっても最悪じゃないのか？　逃げたヘリアンサスはまた散々殺すぞ？　隊長だってそれを望んでないはずだろう……？」


    「ああ、いいよ別に、感情に訴える感じの言い方はやめろ。わかってる。まずは捕まえること優先だって言いたいんだろ」


    「さすが隊長の弟だ。罪なき人々をマガツカミから護まもる……立派だぜ、古ふる川かわ」


    「うるせえ死ね。どうせこうなると思ってましたよ」


    「拗すねんなって。俺が速攻で捕まえてくるから、その後で襲おそいに来い。タイマンで相手してやるからよ」


    　一時共闘を約束した七なの日かと巳み月づきは、扉を守る龍りゆう之の介すけに向かって構える。


    　龍之介は二人を前にして「まあ、そうなるか」と頷うなずいた。


    　それから笑えみを湛たたえたまま、静かに唱える。


    「サモンズ・コード──〝麒き麟りん〟」


    　龍之介の足あし下もとで金色の光が発生し、手の平サイズの小さな麒麟が現れた。鹿のツノに竜の顔、体に黄金の鱗うろこを有する、四本足の霊獣である。


    　メロディのような美しい鳴き声を響かせたあと、龍之介の体が黄色い光に縁取られる。


    「けっ。〝四し瑞ずい召しよう喚かん〟ときたか……」


    　巳月が忌いま忌ましげにつぶやく。呼び出された霊獣は、戦い自体には参加しないが、術者のステータスを向上させる。麒麟によって強化されるのは、素早さだった。


    「ま、同時に責めれば通過くらいできるだろ。お前、左な」


    「はいはい」


    　戦場にいたあの頃のように。巳月は先頭切って駆け出し、北谷菜切ちやたんナーチリーを振るった。


    　龍之介も一歩前に出る。その敏びん捷しよう性は増している。斬撃を避よけつつ、接近した巳月の北谷菜切を白しら雨さめで弾き、反対側から振られた七日の一撃をかわした時には、脇を通り抜けようとした巳月の腹を裂さいている。


    「くあっ……」


    　巳月は血飛沫しぶきとともに内臓を散らしながらも、足を止めはしなかった。追い打ちの一ひと太た刀ちを背中に食らいつつ、前に突き出した手を後ろに引く。


    　貫通扉に刺さっていたエペタムが動き出し、巳月と龍之介の間を割った。


    　龍之介がひるんだ隙すきを突き、巳月は前方車両への扉を開けた。


    　後を追おうとした龍之介の前には、七日が立ち塞ふさがる。


    「行くなよ。少し話そうぜ」


    「君と話すことなどないと思うけど？」


    「あるだろ。何で〝六りつ花かのマガツカミ〟側に立つ？　あんた勘違いしてんじゃないのか？　あいつらは、六花じゃない」


    「けれど六りつ花かの想いから生まれた存在だ」


    「禍まが々まがしい想いだよ。六花の抱えていた負の部分だ」


    「だからさ」


    　龍りゆう之の介すけは静かに答え、七なの日かへと白しら雨さめを構えた。


    「憎しみも悲しみも、底知れぬ殺意も。その禍々しい想いが六花から生まれた感情なのであれば、僕はそのすべてを肯定する」


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    〝六花のマガツカミ〟は、六花の想いから生まれた──その想いを否定するのかと、ハイドランジアに問われた雪ゆき生おは、静かに言い返す。


    「……否定……するよ。だって六花さんはずっと、戦時中、あなたたちを召喚している間中ずっと、自分の心が淀よどまないよう、懸命に戦ってたんだ。私たち六花隊は、六花さんを支えるために集められた。だから、否定するよっ。六花さんの禍々しい想いであるあなたたちを、私たちは否定するっ！」


    　雪生の言葉に、ハイドランジアは肩をすくめる。


    「ふん。嫌われたもんだな。……じゃあもう、喰くってしまえ、翁おきなっ！」


    　腕を上げたハイドランジアの合図で、雪生の足あし下もとに集まった影が、大口を開けて盛り上がる。雪生の体を、真下から丸呑のみにするべく──。


    　しかしその寸前に、雪生は後ろへ跳ねていた。


    「ハイドランジアと行動をともにする〝化け神〟。古ふる川かわくんから聞いてるよ。暗がりから生まれたあなたは、暗がりがある限り蘇よみがえる……！」


    　目の前で再び球体を形作り、飛び掛かってくる翁へ、雪生は取り出した爆発風かざ車ぐるまを投げた。


    「倒せないんなら何度だって！　バラバラにしてあげる」


    「愚おろかな。同じ轍てつは踏まぬわっ」


    　翁は口に放られた風車を、今度は飲み込まなかった。口とは逆側に穴を開け、そのまま体の外へとスルーしたのだ。


    　ただし翁の背後の運転席には、ハイドランジアが立っている。慌てて身をかわすハイドランジア。風車の先端は、ＨＣをコントロールするタイプライターへと突き刺さった。


    「あ」「あ」「あ」


    　三人が声を揃そろえたその直後、運転席で爆発が起こった。


    「きゃああっ！」


    　雪生は爆風に煽あおられ、再び石炭の上に尻しりをつく。


    　ハンドルもメーターも屋根も機械系統も、ＨＣの指示装置さえ破壊され、運転席は濛もう々もうと黒い煙に包まれた。


    　見回しても辺りにハイドランジアの姿はない。爆発に巻き込まれたのかと思ったその時、列車の走行音と炎上音に混じって、高々と笑う声が聞こえた。


    「やるようになったじゃないか、雪ゆき生おっ」


    「ハイドランジア！」


    　黒煙の立ち上のぼる夜空に、全身煤すすだらけとなったハイドランジアが浮かんでいた。その頭上に浮かぶ影の球体が大きく羽を広げ、二本の手でハイドランジアを吊している。


    「ＨＣを失ったのは痛いが、まあいい。楽しかったぞ。なかなか派手で、な」


    　さらばだ、と捨て台詞ぜりふを吐き、ハイドランジアは列車の後方へと飛んでいく。


    「……逃がしちゃった。これも古ふる川かわくんが言った通り〝あいつはしぶとい〟ってやつだね」


    　つぶやき炎上する運転席を眺め、涙目になって頭を抱える。


    「っていうか、どうしよう、これ……！」


    　運転席が破壊されても、列車はスピードを落とさなかった。


    　立ち上る大量の煙が、風に流され消えていく。列車はまだ、止まらない。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　雪生によって指示装置が壊される少し前。祈き祷とう士したちは乗客や負傷者を車両の隅へ集め、彼らを護まもるような陣形をとっていた。


    　それぞれ武器を構え、まだ戦うことのできる祈祷士は六名。対して迫り来るＨＣたちは七体。


    　窓の大きく割れたバーカウンターにて、戦闘は続いている。


    「何なんだよ……こいつら」


    　目の前に巨大な手を広げるＨＣを迎え、炎えん華かはじりじりと踵かかとを下げる。


    　ＨＣの耐久力は尋常ではなかった。こちらを取り囲むＨＣの中には、体のあちこちに白しら雨さめの突き刺さった者さえいる。なのに彼女たちは倒れない。元は祈祷士たちの方が数で勝まさっていたはずなのに、今や立っているのはＨＣたちの方が多い。


    　祈祷士側の全滅は時間の問題だった。


    　炎華は背後の氷ひよう華かの姿を覗のぞき見る。負傷している氷華もまた、他の怪け我が人たちとともに、車両の隅に集められている。意識がないまま唸うなる氷華の横顔を、炎華は不安げに見つめる。


    「氷華……」


    　その時、炎華の目前のＨＣが動いた。


    　振りかぶられたその巨大な腕に、鞭むちが巻きつく。腕を引かれてつんのめり、体勢を崩したＨＣの首筋に小雨が突き入れられる。クイナは首をちぎったＨＣを放り、呆ぼう然ぜんとする炎華を注意した。


    「どうか油断なさらないよう」


    「……ご、ごめんなさい」


    　毅き然ぜんとした口調を崩さないクイナだが、その息は荒い。白のブラウスに滲にじむ赤は、コンテナにいた時よりも広がっていた。簡単な手当をしただけの体で、クイナは鞭むちを構える。


    「来ますよ」


    　ＨＣたちが一斉に右腕を掲げ、前のめりとなった。


    『キトウシ×サツリク×ミナゴロシ──』


    　炎えん華かも最後の力を振り絞り、白しら雨さめを構える。


    　ＨＣたちが駆け出した。──先頭車両で爆発が起きたのは、その時だった。


    　指示装置が破壊され、指針を失ったＨＣたちは、一体、また一体と、次々に膝ひざから崩れ落ちる。


    「何……？」


    「誰だれかが指示装置を破壊したようですね」


    　クイナが倒れたＨＣの頭を、パンプスで転がしながらつぶやく。唐突に訪れた戦闘の終結。息をついたクイナが傷口を押さえ、ふらふらとソファーへ腰掛けようとしたところに、奥の車両から乗務員が顔を出す。


    「獅し童どうさま」と呼ぶ声に、クイナは痛みに歪ゆがんだ表情を消して、スッと立ち上がる。


    「看守長は前方におります。ご用件でしたら私が承りましょう。秘書ですから」


    「お電話が入っております！　『銀河鉄道の旅プロジェクト事務局』の方から」


    　それはこの旅を主催した企画会社であった。


    　日本政府が会社を通して連絡を寄越したのか。しかし彼らが自分たち祈き祷とう士しへ連絡してくるのなら、そんなものは通さず、別のツールを使うはずだ。


    　クイナは眼鏡めがねの位置を指先で直す。嫌いやな予感がした。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「うあんっ……！」


    　白しら錠じようを嵌はめられたままでは走りにくい。ラティメリアは四号車まで駆けたところでつんのめり、通路に転がった。すかさずその背中に、ヘリアンサスが跨またがる。〝魔王の手〟は消失させているため、右腕はまだら模様の通常の大きさのままである。


    「捕まえたあっ。何で逃げんのさ。ボクが怖い？」


    「あんたっ、ていうか、私を攫さらおうとするあいつが怖いわ！」


    「リューノスケが？」


    　ヘリアンサスは尻しりを浮かし、「よいしょっ」とラティメリアの体を反転させた。仰あお向むけとなったラティメリアの腹に、再び尻を落とす。


    「うぐっ」


    「ねえっ、リューノスケからいろいろ聞いたよ。ボクが捕まってた時、たまに会いに来てくれたんだけどさ、リューノスケはねえ、君の話ばっかするんだ。むかつくことに」


    　馬乗りとなったヘリアンサスは、ラティメリアの顔を覗のぞき込む。その開かれた瞳ひとみに、ラティメリアの怯おびえた顔が映る。


    「ボクたちの喰くい残した六りつ花かの〝歯〟から生まれたんだって？　君さ、ホントにボクたちの妹？　じゃあどうしてナノを喰わないのさ」


    　ラティメリアはその瞬間、ヘリアンサスが七なの日かの首に噛かみついていたのを思い出した。


    「喰うわ！　喰うに決まってるじゃない！　そうよ、あんた。なに私のご馳ち走そうに手ぇつけてくれてんの!?　あいつは私のものなの。あいつは私が喰うんだから」


    「はああああ？」


    　ラティメリアがすごい剣幕で怒り出したので、ヘリアンサスは上半身を起こした。


    「〝私のもの〟だって。偉そーに。喰い残しのくせにさ」


    「喰い残し言うな！　──ふぐっ」


    　右手でラティメリアの頬ほおを挟み、ヘリアンサスは再びその顔を見据える。


    「調子に乗んなよ？　喰い残しぃ。ナノはボクたち〝六花のマガツカミ〟が先に目ぇつけてたんだ。あとからピヨピヨ生まれて横取りなんてさ、調子よすぎない？」


    　ラティメリアは顔を振って、ヘリアンサスの手から逃のがれる。


    「んなもん知ったこっちゃないわ！　私からして見れば、横取りしようとしてるのはあんたじゃない。あんたなんか知らないし！」


    「ふふん。じゃあ取り合うゲームね？　勝った方がナノをもらうの。君は喰ったマガツカミの能力を真ま似ねするんでしょ？　見せてよ、その卑いやしい力」


    　言ってヘリアンサスは〝魔王の手〟を発現させ、ラティメリアの手首に嵌はめられている白しら錠じようを、握り締めて破壊した。


    「血でいい？」


    　ヘリアンサスは左腕についた傷口を、ラティメリアの口へと宛あてがう。巳み月づきの村むら正まさから受けた裂傷だ。


    「ふがっ……！」


    　無理やり口を塞ふさがれて、初めは暴れたラティメリアだったが、やがてヘリアンサスを睨にらみ返し、その牙きばで腕へと噛みついた。


    　痛みで僅わずかに目を眇すがめるヘリアンサス。しかし肉を噛み、懸命に喉のどを鳴らすラティメリアの仕草は、なかなか愉快だ。


    「……リューノスケは、どうしてこんなのが好きなのかな。……ボクがいるのにさ」


    　連れて列車から降りろと言われはしたが、ヘリアンサスはラティメリアを連れていくつもりはなかった。後から生まれた喰くい残しに、龍りゆう之の介すけも七なの日かも奪われるのは、〝むかつく〟。


    「……間違って殺しちゃったら、リューノスケは怒るかな？　たぶん大丈夫だよね？　だって、間違って、だもんねっ」


    　腕を離すと、ラティメリアは「ぷはっ」と声を上げ、息を吸う。薄紅色に上気した頬ほおに、ぽたぽたとヘリアンサスの腕からの血が垂たれる。


    　ヘリアンサスは、そのほっぺたを包み込むように両手を添えた。まぶたの上から頬の下に向かって、親指を押しつけてなぞる。指先についた赤い血が、ラティメリアの頬に曲線を描いた。


    「……欲しいものがあるならさ、自分の手で掴つかんでみなよ、喰い残し」


    　耳元に囁ささやいた直後、うめき声を上げたラティメリアの、右腕の袖そでが弾ける。露あらわとなったその手には、ヘリアンサスと同じ、黄色と茶のまだら模様が浮かび上がっていた。


    「……へえ」


    「ああああっ……！」


    　ラティメリアが声を上げ、暴れ出した。その体に跨またがるヘリアンサスが、ラティメリアの両肩を押さえて、顔を覗のぞき込む。


    「どうしたのー？　つらいの？　苦しいの？」


    「あああっ、やだっ、これ……！」


    　摂取したヘリアンサスの血によって、〝ドレスアップ〟が始まっている。ただし口にした〝六りつ花かのマガツカミ〟の血は、他のマガツカミのそれとは違っていた。


    　禍まが々まがしい衝動が体内を駆け巡り、ギュウと締めつけてくるのを顕けん著ちよに感じる。脳が痺しびれ、右手が熱を帯おびていた。かつて三〇〇年生きた轢ひき神を喰った時のように、心臓が猛たけり早鐘を打つ。しかしこれはあの時とは違う。沸わき上がるのは喜びや悦楽ではなく、底知れない憎しみだった。


    　黒く禍々しい感情に、浸食されていく──。


    「やあああああああっ──！」


    　ラティメリアの右腕に、黒く透き通った〝魔王の手〟が発生した。


    「およっ？」


    　巨大な手はヘリアンサスの体を鷲わし掴づかみにし、車両の窓へと投げつけた。


    　けたたましい音を上げて窓が割れ、車外に消えるヘリアンサス。


    　窓が割れたことで風が吹き込み、ふらふらと立ち上がったラティメリアは、その巨大な腕を折りたたむようにして、腕で顔を覆おおった。


    　フード付きのパーカーが、青紫から鮮やかな黄色へと染まっていく。


    　辺りに金の花びらを散らし、ラティメリアの姿は変へん貌ぼうしていった。フードに付いた耳は長く尖とがり、パーカーの裾すそは向日葵ひまわりのように花開く。


    　金色に輝く髪に緑の髪留め、足には靴くつ紐ひもの長い白ブーツ。


    　ラティメリアはゆっくりと、〝魔王の手〟を持ち上げ顔を晒さらした。その巨大な指先がシャンデリアを引っ掻かき、光に煌きらめく破片を散らす。まぶたを開けば深緑色の光彩。ただしその顔に、笑え顔がおはなかった。脳の痺しびれは収まった。ヘリアンサスの血は体に馴な染じみ、締めつけてくることはない。しかしまだ心に靄もやがかかったように、ラティメリアは、淀よどんでいた。


    「んあああっ！」


    　ラティメリアは叫び、辺りの座席シートを右腕で次々に切り裂さいた。


    「ふうっ……、ふう……！」


    　たぎる、たぎる。じっとしていられない。なぜこんなにも──悲しいのか。


    「へえ、可愛かわいいじゃん！」


    　窓の外から逆さに顔を覗のぞかせたヘリアンサスが、ラティメリアの衣装を見て素直に褒ほめた。


    「喰くい残された醜みにくい深海魚が、向日葵ひまわりを食べておめかしだね！」


    「……私はっ、醜くなんか、ないし……！」


    　ヘリアンサスはうにゃりと目を細めて笑った。


    「おいでよ、喰い残し。六りつ花かから生まれた者同士。仲良く殺し合おう」


    「死ぬのはあんただわっ……！」


    　ラティメリアは〝魔王の手〟を持ち上げて、窓際へと駆けた。


    



    　ラティメリアが変身し、窓から列車の屋根へ移るのを、巳み月づきは隣の車両から眺めていた。


    「……おうい。マジかよ、上……？」


    　駆ける足音の響く天板を見上げ、呆ぼう然ぜんとする巳月。どこから上ろうか迷っているところに、トランシーバーに連絡が入る。


    『看守長。ご無事ですか』


    「おう。今追いかけてる途中だよ。そっちはどうだ」


    　巳月のトランシーバーは、秘書であるクイナにしか繋つながらない。負傷したクイナは簡単な手当てを自ら施ほどこしたあと、後方車両でＨＣの回収に当たっているはずだった。


    『ＨＣはすべて機能停止しました。指示装置が破壊されたようです』


    「それは何よりだ。残ってる祈き祷とう士し使って負傷者の手当てしてろ。連中には俺から説明する。お前はＨＣの残ざん骸がいを集めて、誰だれも近づかせないように──」


    『看守長。先に、緊急連絡があります』


    　クイナは巳月の指示を途中で遮さえぎり、受けた連絡を巳月に伝えた。


    『政府は列車を放棄しました。銀河鉄道カムパネルラは、会あい津づ若わか松まつに入る前に沈められます』


    「……沈める？」


    　列車の暴走やＨＣの襲撃を知った政府は、国家機密ごと列車を消す判断を下した。


    　このまま列車が街へ突っ込めば、事はさらに大きくなる。ＨＣの存在は世間に知れ渡ることになるだろう。それだけでなく、ヘリアンサスやＨＣの計画は、すべてＧＨＱに奪われることとなる。手に入らないくらいならばと、政府は大量の情報を乗せるこの列車を、乗客や祈き祷とう士したちごと天てん鏡きよう湖こに沈め隠そうというのだ。


    　すでに列車の進む先では、線路のルート変更作業が行われているという。


    　クイナが受けた連絡は、政府の決定に反発した密告者からのものだった。


    「相変わらずひでえな。つーかそもそも何で列車が暴走してんだよ。機関士は何してんだ」


    『襲撃を受けたものと思われます。機関士へ連絡を試みた車しや掌しようによれば、見知らぬ女が出たと。私の方からまた連絡してみましょうか』


    「いやいい。俺が話す。んで？　この列車はあとどれくらいで天鏡湖に突っ込むんだ？」


    　次から次へと巻き起こる事態にうんざりしながら、巳み月づきは尋たずねる。


    　クイナは淡々と平板な口調で、残された時間を告げた。


    『通常運行であればあと二〇分ほどです。しかし走行スピードが上がっていますから、脱線などしなければもう、一五分を切っているかと──』


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　ダダン、ダダン。ダダン、ダダン──！


    　猛スピードで走り抜ける列車によって、周囲の木々がざわめいた。閉じた踏切の遮断機が暴風で折れ、遥はるか後方で木片を散らす。雑木林を走り抜ける銀河鉄道カムパネルラは、緩ゆるやかなカーブで僅わずかに車体を浮かせた。甲かん高だかい金属音を響かせて、火花が散る。


    「きゃああああっ」


    　雪ゆき生おは黒煙の立ち上る運転席で、立ち上る炎を消そうと奮闘していた。しかし周囲に水はなく、消火器は炎の中。運転席側の手すりにしがみついたまま、噴き出す鼻血を拭ぬぐう以外に為なす術すべをなくしている。


    　ジリリリと電話の呼び出し音が聞こえた。雪生は燃える運転席に手を伸ばし、受話器を取る。


    　そのコードが届く範囲ギリギリまで炎から離れ、受話器を耳に当てた。


    「もしもし!?」


    『おいこらてめえこの野郎っ！　さっさと列車を止めろ、ぶっ殺すぞっ』


    「ひいぃっ!?　ごめんなさい、ごめんなさい！」


    　受話器から聞こえた巳月の怒声に、雪生は半泣きで謝罪する。


    『あれ……？　その声は……雪生か？　お前が暴走させてたのかよ、どうした！　悩み事か!?』


    「違うよ！　暴走させたのはハイドランジアだよっ」


    　雪生は手短に事情を説明した。ハイドランジアは雪生が追い払った。しかし戦闘の最中、運転席を破壊してしまい、炎に包まれていること。自分には列車を止めることができないということ──。


    「どうしよう、獅し童どうさん！　私のせいかもっ。このままじゃ、列車が……！」


    　声を震ふるわせる雪ゆき生おに、巳み月づきは「落ち着け」と言い聞かせる。それからしばらく黙考し、「展望ラウンジだな」とつぶやく。


    　乗車前に頭に叩たたき込んだ避難マニュアルでは、走行中の機関車両は切り離せないが、第一展望ラウンジと客車は火災などの緊急事態に備え、手動で分離できるとあったはずだ。


    『止まんねえもんは仕方ねえや。後ろまで戻ってこい雪生。車両を切り離すぞ──』


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「ははははははっ。楽しいねえ、喰くい残しぃ！」


    　右腕を持ち上げ、ヘリアンサスは幾度となくかぎ爪づめを振るう。


    　ラティメリアもまた巨大な右腕を前に出し、ヘリアンサスの猛攻を受け流していた。しかし〝魔王の手〟という特殊な武器を、上う手まく使いこなせずにいる。


    「くっ……。あっ、うあっ……！」


    　攻撃をいなすたびに声を漏もらし、右腕から伝う衝撃に表情を歪ゆがめる。その手つきは危あやうい。いよいよかぎ爪を捌さばききれなくなったラティメリアは、距離を取るべく後ろに跳ねた。


    　強い風吹く天板の上。暴風に煽あおられ、その体はふわりと浮き上がる。普段よりも長い滞空時間。その分、距離を開けられたと思ったが、ヘリアンサスもまた前に跳びはねていた。


    「逃げないでよ、ねえっ！」


    　追い風に乗ったヘリアンサスは右腕を広げ、平手をラティメリアの頭上に降らせた。


    「……っ！」


    　──バツンッ！


    　ラティメリアは、列車の天板へと押し潰つぶされる。


    　ヘリアンサスはラティメリアを天板に押しつけたまま、列車を駆けた。


    「はははははは。はははははは」


    　体を擦こすられ、ラティメリアは悲鳴さえ上げられない。


    　ぐったりしたラティメリアを頭上に掲げ、ヘリアンサスは小首を傾かしげた。


    「あらあらあ？　可愛かわいい服がボロボロになっちゃったねえ？　何か可哀かわい想そうになってきちゃったよ。……逃がしてあげようか？」


    　頬ほおは擦すり切れ、フードが外れ、乱れた髪を風に流すラティメリアを見上げる。ヘリアンサスは幼い子に言い聞かせるように、左手の人差し指を立てた。


    「リューノスケの前にも、ナノの前にも現れないこと。それを守れるんなら、見逃してあげてもいいよ？」


    　しかしラティメリアは握り締められながらも、声を振り絞った。


    「なんでっ……私が、そんなこと──」


    「だって君は、ただの喰くい残しじゃんか？」


    「違うわっ！　私は喰い残しじゃない、喰い神よっ」


    　ラティメリアは体と一緒に握られた腕を、ぐぐぐと開いて拘こう束そくを解く。


    「ナノは私のものなんだから。ナノが死んだら私が喰うのっ。ちゃんと約束してるんだから！」


    「約束ぅ？」


    　ラティメリアはヘリアンサスの手の中から身を捻ひねって飛び出し、逆に掴つかんだヘリアンサスの腕を引っ張って、放り投げる要領で振るった。


    　ラティメリアを中心に半円の軌道を描いたヘリアンサスの体は、天板へと叩たたきつけられる。しかし衝撃にへこんだ天板の上で、ヘリアンサスは両足で着地している。


    「甘いよっ」


    　今度はヘリアンサスが掴んだラティメリアを持ち上げ、まったく同じモーションでラティメリアを放り投げる。ヘリアンサスの頭上を越えたラティメリアは、天板に全身を打ちつけた。


    「んがっ……！」


    　二度も三度も天板を跳ねて、転がるラティメリアを追ってヘリアンサスは駆けた。追い打ちを掛けるべく五指を広げたところに、列車がトンネルを前方に迎える。


    　ヘリアンサスは、ラティメリアに覆おおい被かぶさるように四つん這ばいとなった。


    「おひょ、危なっ」


    　辺りが真っ暗闇に包まれ、列車の走る轟ごう音おんが反響する。


    　先頭車両から濛もう々もうと吹き上がる煙に、ヘリアンサスは顔をしかめた。


    　ヘリアンサスはラティメリアの上に重なりながら、その顔を覗のぞき込んだ。


    　打ちつけたどこかが痛むのか、歯を食いしばっているラティメリアを見下ろし、つぶやく。


    「君はさ、悲しいね」


    　ラティメリアの深緑の瞳ひとみが、ヘリアンサスを見上げる。


    　トンネル内に等間隔に設置された赤いランプが、ヘリアンサスの顔を照らしては去っていく。


    「約束してるだって？　ナノが死んだら喰うって？」


    　ヘリアンサスは目を細める。


    「お馬ば鹿かさんだなあ。ナノは君を騙だまして利用しているんだよ。ボクたち〝六りつ花かのマガツカミ〟を捜すためにさ。ボクたちを全員斬きり殺したあと、ナノが最後に斬るのは君だよ」


    「私？　何でっ……」


    「君だって喰い残された六花の体から生まれたからさ。あいつは、ボクたちの依より代しろである六花の体を欲しがってるんだろー？」


    　ヘリアンサスはラティメリアの頬ほおに自身の頬を寄せ、囁ささやいた。


    「戦争のあとに生まれた君はさ、きっと人間を知らなすぎるんだ。人間ってのは醜みにくくて、卑いやしくて、自分勝手で、残酷で。裏切らない人間なんていないんだよ？　ほら、聞こえない？　六りつ花かの声がさ。みんな嫌い、人間なんて大嫌い──」


    　この姿にドレスアップしてからずっと、ラティメリアの胸を締めつける六花の強い想いを、ヘリアンサスが代弁する。


    「喰くえ、喰え、喰っちまえってさあ……」


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　一号車の扉を外から開けて、車内へと戻って来た雪ゆき生おは膝ひざをついた。


    「はあ。疲れた。帰ってお風ふ呂ろ入りたい……」


    　その白い肌も栗色の髪も、煤すすで黒く汚れていた。


    　この列車に潜入したのは、〝六花のマガツカミ〟討とう伐ばつのため。それはもちろんわかってはいたが、七なの日かと行く高級列車の旅に、少なからず心躍らせていたのは秘密である。ちゃちゃっとヘリアンサスを倒してしまえば、あわよくば、満天の星空を映す天てん鏡きよう湖こを七日とともに見られるのではないかと、持っていく玩おも具ちやを選ぶ以上に、ドレスの色に迷ったのもまた秘密。


    　なのに別行動を指示されるわ、煤だらけになるわで散々だった。


    「はあ。これなら巫み女こ服でもよかったかな……」


    　ため息ばかりつきながら、雪生は二号車へと足を進める。一五分足らずで列車は天鏡湖へ突っ込むというのだから、もはや星空を楽しむどころではなかった。


    　乗客は後方車両に避難済みなのか、一号車にも二号車にも、人ひと気けはなかった。しかし二号車に入ったその時、キャンキャンと犬の吠ほえる声を聞く。


    　見れば前列のシートの下で、バスケットを抱きかかえ泣いている女の子がいた。


    「……あなた、一人？」


    　顔を上げた女の子は、小学校にも上がらない年齢に見えた。桃色のワンピースにツインテール。おめかしをしていたが、雪生の声に上げた顔は、涙と鼻水でくしゃくしゃになっていた。


    「……ペスが怖がって逃げちゃって……それで、追いかけて……」


    　話を聞けば、女の子は後方車両に避難していたが、逃げた子犬を追ってここまで戻ってきたのだという。ペットは無事バスケットに戻したものの、激しい戦闘による車両の揺れと騒音に心細くなり、その場を動けなくなっていた。


    　女の子はがたがたと震ふるえている。膝を曲げた雪生はハンドバッグから紙風船を取り出し、女の子の目の前で膨ふくらませてみせた。ぽんと手で弾いて、女の子に投げ渡す。


    　うだうだしてはいられない──気を張り直した雪生は、優しく微ほほ笑えんだ。


    「ここは危ないから、私と一緒に後ろに行こ？」


    　女の子がうなずいたその時、車両内に緊急放送が流れた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    『非常事態が発生しています。客車両におられる乗客のみなさんは、速すみやかに第一展望ラウンジまで避難してください。非常事態です。速やかに避難してください──』


    　車内放送の流れる中、七なの日かと龍りゆう之の介すけの戦闘は続いていた。


    　麒き麟りんによって俊敏になった龍之介の剣筋を、七日は黙々とかわし、あるいは弾いて凌しのぎ続ける。攻撃に転じる隙すきはなかった。瞬またたきすら躊躇ためらわれる連撃。月明かりに煌きらめく白しら雨さめの軌道に、集中するだけで精一杯だ。


    　麒麟がタイムリミットを迎え消失し、ようやく龍之介が動きを止める。涼しい顔をしたまま汗一つかいていない龍之介に対し、七日は肩で息をしていた。


    「ぜえ……ぜえ……」


    「しんどそうだね。運動不足じゃないか？」


    「……うるせえよ」


    　その時、前方車両から巳み月づきが走ってきた。牽けん制せいし合う二人の間を割って、駆け抜けながら声を上げる。


    「まだやってんのか、お前ら。この列車、天てん鏡きよう湖こに突っ込むことになったぞ。展望ラウンジまで下がれ」


    　七日がその後ろ姿に尋たずねた。


    「何でだよ。あんた、ヘリアンサスはどうしたんだ」


    「喰くい神と屋根に登りやがった。手が届かん」


    　巳月は後方車両の手前で振り返り、列車の屋根を指差す。


    「ヘリアンサスも大事だがな、それ以前にこの列車自体がもう危ない。あいつと天鏡湖に沈みたいんなら止めねえがな、俺はごめんだ。あいつと心中なんて」


    「……いやあんた死なないだろ」


    　巳月は手を伸ばし、「どこだ、エペタム！」と叫んだ。転がる座席シートに刺さっていたエペタムが呼びかけに応こたえ、シュルシュルと巳月の手に戻る。


    「展望ラウンジと客車の間を切り離すから、お前らも早く来い。突っ込むまでもう、一〇分ねえからな！」


    　エペタムを鞘さやに納めた巳月はすぐに踵きびすを返し、去っていった。


    　龍之介が白雨を構えたまま尋ねる。


    「だ、そうだよ。どうする？」


    「あんたはどうやってこの列車を降りるつもりなんだ」


    「さて。四し瑞ずい召しよう喚かんで防御力を上げて飛び降りるかな。それでもだいぶ痛そうだけど」


    「逃がすかよ。〝六りつ花かのマガツカミ〟の味方をするってんなら、お前も俺の敵だ」


    「そうだな。つまり君は僕の敵だ。そろそろ終わらせよう」


    　うなずいた龍りゆう之の介すけは、再び唱える。


    「チート・コード──〝麒き麟りん〟」


    　ただし今度のは、チートモードである。ただでさえ使える術士が少ない四し瑞ずい召しよう喚かんだが、〝壊れた麒麟〟を召喚できるのは、祈き祷とう士しの中でも龍之介、ただ一人しかいなかった。


    　差し出した龍之介の手の平が輝き始める。発生した光の中から現れたのは、手の平サイズの麒麟。その鱗うろこの色は金ではなく、白だった。鹿しかのようなツノも、牛のような尻しつ尾ぽも、そのすべてが純白に輝いていた。


    　手の平から飛び出した麒麟は、瞬時に龍之介の膝ひざ丈たけほどまでに肥大化する。


    「おいおい、それは大人げないだろうっ」


    　後ろに跳ね、距離を取る七なの日か。龍之介は悠々と尋たずねる。


    「ところで古ふる川かわ。甲こう良ら神社で轢ひき神を斬きったらしいな。第二級災さい厄やくの三〇〇年もの相手に七分半、か。だいぶ健闘したようだね」


    「うるせえよ。その会話二度目だからな、今日」


    　白しら雨さめを前に構える七日に、龍之介は微ほほ笑えんだ。


    「まあ僕なら、四秒だけどね」


    　白い麒麟が歌うように雄お叫たけびを上げた。


    　龍之介の体が白い光に縁取られた、次の瞬間──その姿が掻かき消える。


    　七日は白雨の刀身を左側に構え、盾たてにした。〝壊れた麒麟〟が消失するまでの四秒の間、異常なまでにスピードを上げた龍之介の姿は、もはや目で追えるレベルではなかった。動きを先読みし、食らうダメージを最小限に抑えるしかない。


    　チン、と七日の構える白雨が震ふるえた。柄つかを握る手が痺しびれる。七日は眼前に、龍之介の残像を捉とらえた。初手の一撃は防いだ。しかし次の一手は右か左か──迷った時にはもう、龍之介の振るう刃やいばは、七日の脇腹へ届いていた。


    「っ……!?」


    　白雨の刀身が、あばらへと喰くい込む。七日は声も出せないまま、車両を貫通扉に向かって吹き飛んだ。


    〝６号車〟と書かれたプレートに背を打ちつけ、息が詰まって動けない七日の前に、龍之介が歩み寄る。〝壊れた麒麟〟が消失すると、龍之介のまとう白い光も掻き消えた。


    「ん……。やっぱりどうしても折れてしまうね」


    　龍之介の持つ白雨は、半なかばからぽっきりと折れていた。チートレベルのスピードになると、武器の方が耐えられずに壊れる。二刀流でもない龍りゆう之の介すけが、白しら雨さめを二本帯刀するのはこのためだ。


    　龍之介は深く息をつき、七なの日かの倒れるそばの座席シートへと腰掛けた。


    「……ふう。まったくチート・コードの疲労感は異常だ。獅し童どうの妖よう刀とうじゃないけれど、それこそ寿命を削っている気がするよ」


    　龍之介は足を組み、朗ほがらかに笑う。


    　体への負担が大きいチート・コードを使うと、しばらく満足に動けなくなる。四秒間の無敵状態は、相手を倒し損なえば逆にこちらが窮地に陥るという、諸もろ刃はの剣つるぎでもあった。ただし龍之介が今までこの術を使って、倒せなかった敵は皆無であったが。


    　疲労感に息をつく龍之介以上に、その足あし下もとに倒れる七日は動けない。肋ろつ骨こつが折れているのか、息を吸うたびに胸が軋きしんだ。何とか仰向けになり、ぼやけた視界の中に龍之介を捉とらえる。


    「……あんたが、今でも六りつ花かを、慕うなら……」


    　声の振動であばらが痛む。しかしそれでも、七日は龍之介へ訴える。


    「あんたは……〝六花のマガツカミ〟を、斬きるべきだ」


    　龍之介は組んだ足に肘ひじを乗せ、あごを支えながら七日を見下ろした。そっと首を横に振る。


    「それは六花の願いじゃない」


    「……あいつは──くっ……」


    　話を続けようとする七日だったが、激痛に顔をしかめ言葉を飲み込む。


    　代わりに龍之介が訴えた。


    「君は、人を憎む六花の感情が、一時的な気の迷いだと思っているんだろう。戦場の特殊な環境がそうさせたんだと。本当の六花は心優しく、慈じ愛あいに満ちた女性なんだと。僕は違うと思う。君だってわかっているはずだ。戦争犯罪者として投獄された六花が、あの牢ろう獄ごくで何を考え、どんな気持ちで死んだのか──」


    　人を愛して死んだのか。もしくは、憎んで死んだのか。


    「……わかるわけ、ねえだろ。六花はもう喋しやべれなかった。あいつの気持ちなんて──」


    「いや。君は見ないふりをしているだけだ。本当はわかっている。気づいている。知っている。見ないふりをしているだけだろう。六花が最期を迎えたあの部屋で。六花が生み出したマガツカミは──〝喰くい神〟だったのだから」


    　ラティメリアこそ。〝覗のぞく〟よりも〝結ゆう〟よりも〝掴つかむ〟よりも。〝六花のマガツカミ〟の誰だれよりも、よりマガツカミらしい想いから生まれている。それはつまり。


    　喰え、喰え、喰っちまえと。六花は最期までそう願って、死んだことを意味していた。


    「それすなわち、人間への憎しみ。それこそが、六花の願いだ」


    「……だが、あいつは。ラティメリアは、人を喰わない」


    　七日は痛みに耐えながら、声を荒らげる。龍之介の言葉を否定する。


    「君が禁じるからだろう。喰くい神に喰うことを禁じるなんて。酷こくなことをする」


    　龍りゆう之の介すけは静かに七なの日かを見下ろす。


    「理想像を六りつ花かに押しつけてやるな、古ふる川かわ。認めるんだ。〝六花のマガツカミ〟もまた、六花の大切な想いであることを」


    「……るせえよ。六花は……あいつは戦場で、自分はマガツカミだと泣いたんだ。俺に刺される直前。自分の胸を占める禍まが々まがしい感情に気づいて、泣いたんだよ。……あいつの暴走を止めるのは俺だ。あいつが、自分をマガツカミだって泣くのなら、そんな禍々しい感情をぶった斬ぎって否定してやるのが、俺の役割なんだ」


    「それが君の生きる理由か。やはり相あい容いれないな、古川。〝六花の〟という修飾語が付く限り、僕は彼女たちを肯定する。それが僕の生きる理由だ」


    「……は。俺だって〝六花の〟弟なんだけどな……」


    「ふふ。だから殺さないであげたんじゃないか」


    　その時、前方車両から雪ゆき生おが姿を現した。車両を見渡し、声を上げる。


    「ええ!?　何で屋根がなくなってるの!?」


    　女の子をおぶり、後ろに回した腕には、子犬の入ったバスケットを提さげている。


    　車両の屋根は剥はがれ夜空が覗のぞき、壁が片面吹き飛んだ空間に、雪生は足を踏み出すのを躊躇ためらっていたが、向こう側の扉近くに倒れている七日を見つけ、「古川くんっ！」と走り出す。


    　龍之介がシートに座ったまま、折れた白しら雨さめの先端を向けた。


    「ダメだ、大おお坂さか。近づくな。今、古川の傷を治されては困る」


    「龍之介さん……」


    　雪生は戸惑っていた。


    「やだよ……。どうして龍之介さんと古川くんが……。六花隊同士が戦わなきゃいけないの？　こんなの、六花さんが見たらきっと──」


    　雪生の言葉を遮さえぎって、龍之介が言う。


    「止めるだろうね」


    「それどこか、怒り出すさ」


    　六花の行動はありありと目に浮かぶ。恐らく七日と龍之介の間に立ち、「どうして仲良くできないのっ？」と声を荒らげて二人を叱しかりつけるだろう。六花には理屈が通じない。だからどっちが悪いかなど、言い合うのも無意味になってしまう。


    　今にも泣き出しそうな雪生の顔を見て、龍之介は折れた白雨の切っ先を、くるりと反転させた。


    「……喧けん嘩かなどしてないさ。ただちょっと、お喋しやべりをしていたんだ。なあ、古川」


    「ああ。気にするな」


    「お喋りなら、避難してからにしてよ！　もうすぐ列車は湖に突っ込むんだよ……？　もう一〇分もないかもしれないのにっ」


    　素直に二人の言葉を聞くわけにはいかない。壁に背をもたせ上半身を起こす七なの日かは、ただそれだけの動作ですら痛みに顔を歪ゆがませている。


    　しかし七日は壁に背をもたせ、「行け」と口調を荒くする。


    「先に行ってろ。ラティメリアを連れて戻るから」


    「……」


    　柔にゆう和わな笑えみを浮かべ、貫通扉へと腕を広げる龍りゆう之の介すけに促うながされ、雪ゆき生おは仕方なく二人の間を割って、後方車両へと足を進める。すれ違い様に歌か留る多たを落とそうかとも考えたが、龍之介がそれに気づかないはずもない。彼の底知れない鋭敏さは、雪生もよく知っている。


    「絶対に……戻ってきてね」


    　次の車両に移る前に、一度だけ振り返った。


    　一人はシートに腰掛け、一人は壁に背をもたせて。端はたから見れば確かに、二人はただ、だらだらとお喋しやべりをしているだけのように見えた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　雑木林を抜け、景色が開けた。前方に、月明かりを受けて煌きらめく天てん鏡きよう湖こが現れる。


    　山々に囲まれたその大きな湖は、まるで凪ないだ海のように静かだった。


    　その湖に架かかる天鏡橋は、建設途中のため未いまだ半分だけ。湖の中央あたりで途切れている。


    　湖岸に添って進むはずだった銀河鉄道カムパネルラが、橋へと突入する。その天板にて。


    　縦じゆう横おう無む尽じんに跳び回るヘリアンサスに、ラティメリアを翻ほん弄ろうされ続けていた。


    「うあっ……！」


    　その鋭い爪つめで胸を裂さかれ、血飛沫しぶきを散らすラティメリア。気を抜けば、すぐに暴風に煽あおられる。風に飛ばされたラティメリアは、天板に突き立てた巨大な手の爪をフック代わりにして、体を固定した。追い打ちを恐れ、すぐに顔を上げる。しかしそこにヘリアンサスの姿はない。


    「……？」


    　眉まゆ根ねを寄せた次の瞬間、列車の側面を伝って接近したヘリアンサスが、足あし下もとから飛び出した。


    　怯ひるんだラティメリアの体を鷲わし掴づかみにする。


    「そー、りゃっ！」


    　そのまま錐きりもみ状に回転し勢いをつけて、着地と同時にラティメリアを上空へと放り投げる。すかさず自身も膝ひざを曲げ、ハイジャンプしてラティメリアを追った。


    　線路を走る列車の轟ごう音おんが遠い。星の瞬またたく寂せき寞ばくの空で、ラティメリアは宙を掻かいた。


    「うあ、あっ……」


    　焦るラティメリアの顔に影が掛かった。すぐそばに現れたヘリアンサスが、五指を広げて月明かりを遮さえぎったのだ。巨大な腕を頭上に掲げ、嗜し虐ぎやく的な笑えみを浮かべてラティメリアを見下ろす。


    「うー、りゃっ！」


    「やっ……！」


    　バチンッ──！　振り下ろされた手の平にはたかれて、ラティメリアは落下する。


    　破は砕さい音おんを上げ、突っ込んだのは屋根のない六号車だった。


    　瓦が礫れきをどけて、ラティメリアはよたよたと立ち上がる。見上げた先に屋根はない。輝く半月を取り囲むように、無数の星が瞬またたいていた。どこへ行ったのか、ヘリアンサスの姿は見えない。


    　追撃が来ないと知って、ほっと安あん堵どして。すぐに、そんな自分を恥じた。


    　──何？　私、あいつにビビってるみたいじゃない……。


    　見下ろした自分のまだら模様の指先が震ふるえている。カチカチと僅わずかに歯が鳴っていた。視界がぼやけ、ラティメリアは涙を乱暴に拭ぬぐう。みたいではなく、ラティメリアは確かに怯おびえていた。しかしだからといって、ヘリアンサスに従い、七なの日かを諦あきらめたくはない。


    「嫌いなのよ……命令されるのは……」


    　自分を喰くい残しなどと呼んだヘリアンサスに、負けたくはなかった。戦争のあとに生まれたからといって、何も知らないとバカにしたあの姉に、七日を奪われたくはなかった。


    「知らないわっ。仕方ないじゃない……！　六りつ花かの死んだあとに生まれたんだもの。六花の気持ちなんか──！」


    　否──。六花の想いは、ヘリアンサスの血を飲んだ時に、確かにラティメリアへと注がれていた。その憎しみや悲しみやたぎる殺意は、今でもこの胸を穿うがつ。


    　喰え、喰え。そうだ、私は喰い神なのだから──。


    　ヘリアンサスが現れる前に、早く体力を回復しなくてはと思った。何かを口にして、次の攻撃に備えなければ、今度こそやられてしまう──。


    　とその時、崩れたシートの向こうに、「みゃ」と小さな声を聞く。


    「……サキちゃん？」


    　ラティメリアはシートを起こして、ショルダーバッグに入ったままうずくまるウミネコを救い出した。屋根が剥はがれ壁が取れ、様変わりしていて気づかなかったが、ここは初めにラティメリアたちが乗車していた、六号車だったのだ。


    　ああそうだった。自分はウミネコを捜していたのだったと思い出す。


    　ラティメリアに抱かれるウミネコは、羽をたたんで足を曲げ、元気こそはなかったものの、頭を持ち上げ、ラティメリアを見上げる。そのつぶらな瞳ひとみに映るラティメリアとの再会を、喜んでいるようでもあった。


    「みゃ、みゃー」


    　ラティメリアはその羽を優しく撫なでた。献身的な看病で、傷の治った白い羽。抱き締めたウミネコの温かさに息をつく。しかしそれでも、胸を渦巻く衝動は消えない。


    　──喰くえ。喰え。喰っちまえ──。


    「……そっか。サキちゃんを食べればいいんだ」


    　ラティメリアはこのウミネコを、食べるために連れていた。傷が治るのを待ったのも、新鮮な肉を食べたいと思ったからだ。やっと訪れた、食べるべきタイミング。食うことで回復するラティメリアにとって、このウミネコは、ちょうどいい回復アイテムだったのだ。


    　ラティメリアのまとう禍まが々まがしい雰ふん囲い気きに気がついたのか、ウミネコは目を瞬まばたかせる。


    「いいよね？　サキちゃん」


    　ラティメリアが小首を傾かしげて尋たずねると、「みゃっ」と鳴いたウミネコは羽を広げた。


    　すぐにその体を押さえつける。心から、生かしておいてよかったと思った。夢の島でドーナツと引き替えに手に入れたウミネコはきっと、今ここで食われるために生かされたのだ。


    　ぐっと力を込め、ウミネコの首を握り絞める。鳴いて暴れるウミネコは、苦しそうに目を細めた。ジタバタと羽を振って暴れるため、辺りに白い羽毛が散った。


    「ちょっと、大人しくしてよ！」


    　片方の手で首を、もう片方で両足を掴つかみ、ラティメリアはウミネコを頭上に掲げる。そして露あらわとなった肉付きのいい腹に、大口を開けてかぶりつこうとする。


    「みゃあっ！　みゃあっ！」


    　ウミネコは一ひと際きわ大きく暴れ、ラティメリアのまぶたを突いた。


    「痛いっ！」


    　思わず手を離すラティメリア。空を飛んで逃げようとしたウミネコを、まだら模様の右手で掴み、屈かがんだ。


    「みゃっ」と声を上げ床に倒れたウミネコに、ラティメリアはすかさず手を伸ばす。


    「みゃ、みゃあっ、みゃっ！」


    「暴れないでっ！　だってサキちゃんは鳥なんだよ？　ホントだったら、捕まった時に食べられていたんだよ？　なのにどうして暴れるの！　痛いよっ。食えないよ」


    「みゃあっ！　みゃあっ！」


    「だって……！　食べるために看病したんだ。〝サキちゃん〟って名前だって、食べるために付けたの。食べるために一緒にいたの。食べるためなの……！　なのに、なんで──」


    　座ったままウミネコを持ち上げ、ぽってりとした腹へとかぶりつくラティメリア。その目は固く、閉じたまま。わけもわからず、涙が溢あふれた。


    「なんで──食べられないの……？」


    　傷を回復しなくてはならないのに。食欲はあるのに。


    　どうしてかウミネコの腹の、薄皮一枚を食い破れずにいる。


    　突かれたまぶたが、ズキズキと痛んだ。


    「痛い……痛いよ……」


    　ラティメリアの手を離れ、ウミネコは羽を広げる。「みゃあっ！」と甲かん高だかく一つ鳴いて、夜の空へ逃げるように去っていった。


    「痛い、痛いよう……痛い……」


    　ぼろぼろと涙が溢あふれ零こぼれた。


    　喰くえという衝動と、胸の痛みが一緒くたに渦巻いて、嗚お咽えつがこみ上げる。洟はなをすすり、目元を擦こすった。まぶたに触れた指先に、血が滲にじんでいた。


    「……ぼろぼろだな。お互い」


    　不意に聞こえた声に振り返る。七なの日かが壁に背をもたせ、座っていた。そこにいるのは七日だけで、龍りゆう之の介すけの姿はない。七日はラティメリアがウミネコを襲おそうのを、見ていた。あえて声を掛けず、ただじっと見つめていたのだ。


    「ナノ……。いたの？」


    　ラティメリアはよろよろと立ち上がり、七日の元へ歩いた。


    「食えなかった……！　私、喰くい神なのに。どうして……？」


    　歩きながら、声を上げる。壁を背にもたせ立ち上がる七日に、声を上げて尋たずねる。


    「喰えって心の中の誰だれかが言ってるの。なのに、喰えなかった！　サキちゃんはちっとも、美お味いしそうじゃなかったよ！　どうして!?　私はマガツカミじゃないの!?」


    　衝動と反する感情に、ラティメリアは溺おぼれていた。


    「それじゃあ、私は……何!?　何なの!?」


    　顔をくしゃくしゃに歪ゆがませ、錯乱するラティメリア。その姿を、七日は黙って見つめる。着ているパーカーは黄色に染まり、形状も変わっている。〝ドレスアップ〟だ。〝六りつ花かのマガツカミ〟の血を飲んで、ぐらぐらと心が揺れているのか。


    「ねえ、どうして？　私が、喰い残しだから……？」


    　しかしラティメリアは、ウミネコを食わなかった。


    　目の前まで来たラティメリアの頭に、七日はそっと手を伸ばした。


    「……お前は、お前だろう」


    　その手がフードに乗せられて、ラティメリアはびくりと肩を跳ねさせる。


    「……ブレないお前が、何ブレてんだ。お前は、ラティメリアだろう」


    「……」


    「喰い残しだって、言われたのか？」


    「あと……裏切らない人間はいないって言われたわ。ナノは私を騙だましてるって。〝六花のマガツカミ〟をみんな斬きったら、最後は、私の番だって……」


    「裏切らねえよ。奴やつらを全員斬ったら、この体はお前のものだ。喰っていい」


    「……」


    「信用できないか？」


    　ラティメリアはうつむいたまま、黙ってしまった。七なの日かはスーツのポケットに手を入れた。取り出したのは、紙に包まれたアボガドバーガー。バーカウンターまで戻った時に、中身だけ回収しておいたものだ。ずっとポケットに入れていたため、潰つぶれてしまっていた。


    「俺が嘘うそを言ったことがあるか？」


    　ハンバーガーを目の前に差し出され、ラティメリアは顔を上げる。


    「……嘘言ってばっかなくせに」


    　ラティメリアはハンバーガーを受け取らず、代わりに一歩前に出た。七日の襟えり首くびへ両手を伸ばし、引き寄せて屈かがませる。つま先を立て背伸びして、口を寄せたのは七日の首筋。


    　ヘリアンサスに噛かまれ、血に濡ぬれたその傷口に、歯し牙がを突き立てた。


    「つっ……」


    　鋭い痛みに顔をしかめる七日。その血をすすりながら、ラティメリアは念を押す。


    「……あんたを喰くうのは、この私なんだから」


    「ああ」


    「……ちゃんと、約束したわ」


    「ああ」


    「……私は、喰い残しなんかじゃない」


    「ああ。〝ツカメリア〟だな」


    　掴つかみ神を喰ってドレスアップしたラティメリアに、七日はそう名付けた。


    　隣の車両の天板に、ヘリアンサスが降り立つ。煌こう々こうと輝く半月を背景に、巨大な〝魔王の手〟を発現させた持ち上げる。


    「言ったよねえっ！　ナノの前から消えろってさあ……！」


    「言ってないよね！　はい消えます、なんてさっ！」


    　ラティメリアもまた、まだら模様の右腕に〝魔王の手〟をまとった。


    　その隣で、七日が白しら雨さめを構える。


    「さっさと終わらせて帰ろう。列車の旅はもう、こりごりだ」


    　ダダン、ダダン。ダダン、ダダン──！


    　天てん鏡きよう湖こは、目の前に迫っていた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　一〇号車から第一展望ラウンジへの貫通扉を通って、車しや掌しようが巳み月づきの元へ戻ってきた。丸々太った車掌はその短い距離を走るのにも、ハアハアと息を荒らげる。しかし仕事はきちんとこなしてきたようだ。


    「あちらのロックは外しました。あとはここのレバーを押し込めば、連結を解除することができるはずです」


    「おう。走行しながらでも安全に解除できるのか？」


    「安全かは……わかりかねますが、外れはすると思います」


    　巳み月づきは小さく舌を打つ。


    「……村むら雨さめがあればパパッとぶった斬ぎれんのによう……」


    　乗員乗客をすべて第一展望ラウンジより後ろに集め、連結部分を外す準備はできていた。


    　多くの人がひしめく展望ラウンジは、人いきれで熱気を帯おびている。けが人のうめき声や子どものぐずる声、はぐれた誰だれかを呼ぶ叫び声に満ちていた。


    　クイナが巳月のそばに立ち、報告する。


    「看守長。天鏡橋到着まで約五分を切りました」


    「三分前まで待とう。それでも来なけりゃタイムオーバーだ。面倒見きれねえよ」


    　巳月が告げたその時、けたたましい音とともに車両が大きく揺れた。見れば貫通扉のそばで、車しや掌しようがレバーを押している。早くも連結部を外そうというのだ。


    「おい、車掌！　お前、何してる!?」


    　叫んだ巳月の後ろから、太った車掌が「何か？」と顔を覗のぞかせる。


    「は？　何で車掌が二人いんだよ」


    　するとレバーを押した方の車掌が、グニャグニャと形を崩す。現れたのは丸い球体。深しん淵えんの如き黒の影に、口が一つついた〝化け神〟翁おきな。


    「なっ、何だこいつはっ!?」


    　巳月が叫んだ途端、翁の体は細かく分裂して散っていった。


    「はーっはっは！　ナイスリアクションだな、獅し童どう」


    　人で溢あふれる展望ラウンジの、ソファーの背もたれに足を組む女が笑った。


    「お前はっ……。誰だ？」


    「ハイドランジアだ！　言わせるな」


    　栗色の長い髪に眼帯。いかにも高級列車に乗っていそうなご令嬢風の格好をしていたが、そのブラウスもスカートも、全身煤すすで黒く汚れている。


    「〝覗のぞき神〟か。何しに来やがった……！」


    　ハイドランジアの元へ駆ける巳月。しかし人混みに邪魔をされ、うまく前へ進めない。


    「わ、やばい、来た」とハイドランジアはソファーから離れ、割れた窓から車外へと飛び出した。


    「また会おう、さらばだ！」


    　ジャンプしたハイドランジアに影がまとわりつき、その背に黒い羽を広げる。


    　夜空へと去っていくハイドランジアを、巳月は為なす術すべなく見送った。


    「……マジで何しに来たんだ……？」


    「看守長！」


    　貫通扉のそばで、クイナが叫ぶ。


    「連結が外れそうです」


    　レバーの押された連結部分は、完全に離れたわけではなかった。しかしフック同士の接合が緩ゆるみ、今にも外れそうになっている。走行中の列車では、改めて連結することはかなわない。


    「まずいな……。もう持たない」


    　その時、一〇号車に女の子を背負った雪ゆき生おが到着する。


    「急げ、雪生！」


    　巳み月づきに促うながされ、雪生は通路を駆ける。しかし──。


    　ガコン、と再び車両が揺れて、連結部が外れた。


    「うお。やべえっ！」


    　巳月は咄とつ嗟さに一〇号車の手すりを掴つかんだ。離れていく車両に手を、展望ラウンジ側の欄干には足を引っ掛け、自らロープ代わりとなって車両同士をつなぎ止める。しかしいくら不死身とは言え、巳月の体一つで、列車が引き留められるはずもない。


    　徐々に間隔を離していく二つの車両。みちみち……と巳月の四し肢しが引っ張られる。


    「あ、やばいこれ、バラバラコースだ。雪生、俺がちぎれたら拾ってくれ！」


    「え、やだ。怖いっ」


    「ひでえな！　俺今こんななってんの、お前のせいだぞ」


    　さらに車両が大きく揺れて、二つの車両が離れゆく。巳月の手が手すりから離れた。


    「ぬおっ……！」


    　頭から線路に転落しかけたところ、コートの襟えりを掴つかまれた。


    「グロ注意です、看守長」


    　巳月を支えたクイナは、同時に雪生が立つそばの手すりへ鞭むちを放つ。展望ラウンジ側の手すりには持ち手側を結び、列車同士をつなぎ止める。


    「よし、ジャンプしろ雪生！」


    　巳月は縁のギリギリまで寄って、両手を伸ばした。


    　しかしすでに車両の距離は、雪生のジャンプ力では届かないほどに開いていた。下を見れば、すさまじい速さで線路が流れていく。轟ごうと激しい音を上げ、車両は大きく揺れている。


    「ダメ……跳べないよ。獅し童どうさん」


    　鞭は早くもちぎれ始めていた。


    「跳べるよ雪生！　俺を信じて全力で来い、受け止めてやるから」


    「私は跳べない……。けどこの子たちだけでも助けてあげて！」


    　言って雪生は、先にバスケットを放った。受け止めた巳月の腕の中で、キャンキャンと子犬が鳴いている。


    　雪ゆき生おは、怯おびえる女の子を胸に抱き寄せた。


    「いい？　目をつぶってて？　あのお兄ちゃんが絶対に受け止めてくれるから」


    　不安げながらも頷うなずく女の子の頭を撫なでて、雪生は微ほほ笑えむ。


    「獅し童どうさん！　今、渡しますから──」


    　雪生は声を上げた。しかし巳み月づきもクイナも、向こうの車両にいる人たちが皆、雪生ではなく雪生の後ろに注目している。


    　視線を追って振り返った先──車両の奥で、白の羽は織おりがはためいていた。


    「龍りゆう之の介すけさん……？」


    　龍之介は車両をゆっくり歩きながら、すらりと白しら雨さめを抜刀した。


    「サモンズ・コード──〝応おう龍りゆう〟」


    　龍之介が唱えると、手の平に青い光が発生し、小さな龍が現れる。コウモリのような羽を広げ、鋭いかぎ爪づめを持つこの龍は、祈き祷とう術じゆつを使うのに必要な霊力を増幅させる。


    　龍之介の周りを泳ぐように飛びながら、龍はその体を肥大化させ、龍之介の頭上で鳴いた。青い光をまとった龍之介は、続けて唱える。


    「エンチャント──〝氷〟」


    　龍之介の握る白雨が、冷気を帯おびて煌きらめいた。応龍によってその威力を増したエンチャントは、白雨の刀身だけでなく、辺り一面に霜しもを降らせた。龍之介が歩くたびに、床に張った氷がミシミシと割れる。


    　雪生が道をあけると、龍之介は白雨を払うように振るった。瞬間、手前の車両から向こうの車両に向かって、ミシミシと厚い氷が発現し伸びていく。


    　たった一振りで、向こうへ続く氷の架け橋を形成した。


    　龍之介は歩みを止めることなく、白雨を鞘さやに納めて、そのまま橋に足を掛けた。そうして皆が呆ぼう然ぜんと見つめる中、橋を渡りきったあとにふと足を止め、雪生へと振り返る。


    「所詮は氷だ。早く渡らないと、すぐに砕けちゃうと思うよ」


    「……は、はい」


    　龍之介が再び歩き出すと、展望ラウンジの人垣が割れる。その祈祷術に圧倒され、祈祷士たちや乗客たちが自然と道をあけた。この場で龍之介の謀む反ほんを知るのは、巳み月づきとクイナだけだった。しかし今は二人とも、それを責め立てる場面ではないと判断する。


    　雪生は女の子を抱き締めて、恐る恐る橋を渡った。凍こおった鞭むちに手を添えて、滑らないよう一歩ずつ慎重に──。


    　展望ラウンジへ渡った直後、離れゆく車両に引き剥はがされて、氷の橋は砕け散る。


    「いけない。まだ、古ふる川かわくんとラメちゃんがっ……！」


    「もう無理だ、下がれ雪生」


    　前へ出る雪ゆき生おの体を、巳み月づきが押さえる。


    　前方の車両はどんどん離れていく。線路の向こうに、暗がりが広がっていた。凪ないだ海のように広がる天てん鏡きよう湖この静けさを、暴走列車の乱暴な滑走音が裂さいていく。


    　客車から後ろを切り離された銀河鉄道カムパネルラは、天鏡橋入り口のバリケードを破り、灯あかりのない暗がりへと突き進んでいった。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　変だ。ラティメリアは、ヘリアンサスの繰り出すかぎ爪づめを避よけながら、七なの日かを横目に見る。


    　──ナノの動きが鈍い。


    　狭い車両の中、七日は通路を行き、ラティメリアは座席シートの背もたれに足を掛け、それぞれヘリアンサスに迫っていた。しかし、通路でヘリアンサスと対たい峙じする七日の様子がおかしい。手が遅く、すでに息を切らしている。


    　巨大な腕の甲に弾かれ、七日はよろよろとシートの背もたれに体をもたせた。


    　その頭上に〝魔王の手〟が迫ったところに、ラティメリアが跳ねた。七日を左手で抱き寄せ、窓を割って列車の外──天板の上へと逃げる。


    「何ぼーっとしてんのよ！」


    　強い風にラティメリアの金髪がなびく。ヘリアンサスのいる車両から、後方に走って距離を取る。走りながら、七日を一いち瞥べつした。


    「ナノ！　聞いてるの!?」


    　七日は応こたえない。息を荒らげ、苦しそうに顔を歪ゆがませるだけだ。


    「ちょっと、大丈夫……？」


    　ラティメリアは足を止め、天板の上に七日を降ろした。


    「時間がないんでしょ!?　速攻で斬きるんじゃないの？」


    「そうしたいとこだがな……体が動かん」


    　龍りゆう之の介すけにもらった一撃は、肋ろつ骨こつを砕き内臓にまで届いていた。ダメージは思いのほか大きく、激痛は収まらない。白しら雨さめを握るだけで精一杯。構え、戦うことができずにいる。


    「俺も、列車ももうもたない。お前が倒せ」


    「……私？」


    　列車は橋の上を走っていた。鉄骨のアーチが、ものすごい速さで後方に流れていく。水上には数台の巨大クレーンが首をもたげ、まるで恐竜のように佇たたずんでいた。


    　こちらの岸と向こう岸から、徐々に伸びる天鏡橋は、湖の中央で途切れている。天板に登ってきたヘリアンサスがそれに気づき、「あれっ!?　橋切れてね？」と声を上げていた。


    「急げ、ラティメリアっ。沈むぞ」


    「ううっ……わかってるよっ！」


    　七なの日かに後押しされ、ラティメリアはヘリアンサスへと駆けた。声を張り上げ、力の限り、がむしゃらに〝魔王の手〟を振り回す。しかしラティメリアの攻撃は当たらない。


    　下から上へ抉えぐるように、ラティメリアは右腕を振り上げる。そのかぎ爪つめが天板を引っ掻かき、金属の裂さける音が響く。


    　ヘリアンサスには当たらない。爪を避よけたヘリアンサスは、逆にラティメリアの胴を掴つかみ、振り上げて天板へと叩たたきつけた。裂かれた天板は衝撃に割れ、ラティメリアは車両の中へと突っ込んだ。


    「んきゃあっ……！」


    「じゃあね、喰くい残し。ボク、君と遊んでる暇ひまはないみたい」


    　ヘリアンサスはラティメリアを捨て置き、七日の元へ駆ける。列車はすぐに線路を飛び出すだろう。その前に、ご馳ち走そうである七日を捕まえて脱出する──。


    　駆け抜け様ざまに七日の体を掴み、引き寄せる。車両を後方に向かって、ヘリアンサスは全速力で駆けた。


    「ナノはボクが喰ってあげるよ……！　喰い残しなんかに喰われるより、マシでしょ」


    　息も絶え絶えな七日は、ヘリアンサスの腕の中でつぶやいた。


    「俺もさっき知ったんだがよう……」


    　列車の走る騒音に混じって、七日の独どく白はくがヘリアンサスの耳に届く。


    「〝喰い残し〟も、あれはあれでいろいろ葛かつ藤とうしてるっぽいんだよな」


    「は？　葛藤？　何言ってんの？」


    「お前に俺はあげらんねえよ。あいつにやるって、約束しちまった」


    　ヘリアンサスは、屋根の剥はがれた車両を眼前にして跳ねた。向こうの車両へ向かってひとっ飛び──。と、見下ろした車両から、ラティメリアが五指を広げて跳びはねてくる。


    「喰い残しっ……!?」


    　車両内をヘリアンサスと併へい走そうしていたラティメリアは、不意を突いてヘリアンサスの胴を握った。


    「喰い残しじゃないっ！　ツカメリアだっ」


    　そのまま大きく振り回し、天板へと叩きつける。破砕音にヘリアンサスの悲鳴が混じった。


    「んああっ！」


    　拍子に飛び出した七日もまた、天板を転がる。力を振り絞って立ち上がり、白しら雨さめを構えた。


    「こっちだ、ラティメリア……！」


    　ラティメリアはヘリアンサスを握り締めたまま、七日の元へ駆ける。


    　ヘリアンサスは〝魔王の手〟を持ち上げた。


    「このっ、喰い残しがああっ！」


    　その爪つめがラティメリアの背を裂さくよりも早く、白しら雨さめの刀身が、すれ違い様ざまにヘリアンサスの首をはねる。スン、と鮮やかに金髪の首が飛び、血飛沫しぶきが上がった。


    　敵は死んだ。しかし二人は気を緩ゆるめない。七なの日かは〝魔王の手〟を消失させたヘリアンサスの右腕を、まだら模様の消えた六りつ花かの腕を、根元から切り離す。その姿に、ラティメリアが叫ぶ。


    「ねえ、どうすんの!?　列車、水に突っ込んじゃうよ！」


    「俺を投げろ。岸辺に向かって、思い切り」


    「はあっ？　私はどうなんのよ！」


    「まだ信用できないか？」


    　立ち上がった七日を、ラティメリアは見返した。


    　またその台詞せりふ。何も語らない七日を、感情を晒さらさないこの男を、どうして信用しろというのだろう。マガツカミである自分を人のように育て、喰うことを禁じ、自由に歩かせる。その意図は何？　まるでこの男は、とラティメリアは思う。


    　──私が世界に馴な染じむかどうか、試しているみたいだ。


    　信用しろ、と言うのなら、自分だって尋たずねたい。


    「……じゃあナノは。私を信じてるの？」


    　七日は、回答を待つラティメリアの瞳ひとみを見つめる。初めてだ。そのようなことを訊きかれたのは。そのようなことを、考えたのは。


    　車体が大きく揺れ、先頭車両が線路を離れた。


    　列車が夜空へと飛び出し、体がふわりと浮き上がる。


    　滑走音が消えた後に、ラティメリアは七日のか細い声を聞いた。


    「……信じてるさ」


    「……あんたが、信じてくれるならっ──」


    　ラティメリアは七日の元へ駆け、その体を掴つかむ。言葉の続きは、胸の中につぶやいた。


    　──私だって、信じるわ。


    「おおおおっりゃっ！」


    　その巨大な腕を以もつて、七日を満天の空に放り投げる。


    



    　車両から岸辺へ放物線を描いて、七日は星空の中を舞う。眼下を走る長い列車が、未完成の天てん鏡きよう橋ばしから飛び出していく。


    　片方の手に六花の腕を抱き、白雨を捨てたもう一方の手で、ポケットから山やま吹ぶき色いろの巾きん着ちやくを取り出した。


    　──来い、ラティメリア。


    　夜空に光を発生させて、ラティメリアを召喚する。


    「おおうっ!?」


    　七なの日かは風を切りながら、お互いが離れないよう、ラティメリアを引き寄せた。


    「すごい、綺き麗れいっ……！」


    　目の前に広がる雄大な景色に、ラティメリアは声を跳ねさせる。頭上に浮かぶ半月が、眼下の水みな面もにも輝いてた。高い透明度を誇る天てん鏡きよう湖こは、鏡のように天を映す。


    　満天の星空が上にも、下にも広がっている。


    「飛んでるみたい……」


    　柔らかな月明かりを頬ほほに浴びながら、ラティメリアは目を輝かせた。


    「気を抜くなよ。着地はお前がするんだ。木の枝でも掴つかんでクッションに──」


    「ねえナノ」


    　ラティメリアは七日の首を抱き寄せ、つぶやく。


    「私、サキちゃんに謝らなきゃ」


    「……そうだな」


    　一度かじられたウミネコが戻ってくるとは思えなかったが、七日は答えて頷うなずいた。


    　カムパネルラは、銀河に沈む。煙突から濛もう々もうと煙を上げて天鏡湖に突っ込み、大きな水柱と飛沫しぶきをあげた。直後に大爆発が起こり、空に轟ごう音おんを響かせる。


    　水面に広がる炎の揺らめきが、満天の星空を赤く染め上げていた。
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    　　　×　　　×　　　×


    



    「あれ？　ねえ、あれ雪ゆき生おじゃない？」


    　雑木林の斜面に降り立ったラティメリアの黄色いフードには、折れた小枝や葉っぱが付いていた。〝魔王の手〟をフック代わりに樹木へ引っ掛けての着地にはだいぶ体力を消耗したが、ラティメリアは元気だ。


    　折れた枝を杖つえのようにして、よろよろと斜面を下る七なの日かの方が、よっぽど重傷だった。


    　夜の雑木林は暗い。辺りに満ちる虫の声。夜空には救急車のサイレン音が響く。


    　二人が下る丘の麓ふもとに、線路が延びている。切り離された後方車両の周りには、多くの救急隊や警察官が集まっていた。いくら日本政府でも、鉄道事故自体は隠し通すことはできなかったようだ。最も多く見られたのは祈き祷とう士しで、彼らは乗客たちの救出よりも優先してコンテナにバリケードを張っていた。


    　コンテナのそばにいるフォーマルドレスの淑女を指差し、ラティメリアは七日へ振り返る。


    「ナノ！　汽車に雪ゆき生おが乗ってたかもしれない。奇跡だわ！」


    「……呼んだからな。会ってなかったのか、お前──って、おい。待て」


    　七日が制止するのも聞かず、ラティメリアは丘を下っていく。


    「やれやれ……」


    　七日は岩場に腰掛けた。あばらの折れた状態では、斜面を下るのにも一苦労である。雪生に治ち療りようを頼みたいところだが、他の祈祷士連中と顔を合わせたくはなかった。


    　膝ひざの上に、スーツで包んだ六りつ花かの腕を置く。


    　頬ほお杖づえをついて、回転灯の眩まぶしい麓をしばし眺めた。


    　ラティメリアが雪生に抱きつくのが見える。クイナは立っているのもやっとであったようで、救急隊員に包帯を巻いてもらっていた。巳み月づきは自ら祈祷士たちに指示を出し、乗客を車両から降ろしている。


    　担たん架かに乗せられ運ばれていくのは氷ひよう華かだ。そのそばには炎えん華かが付き添っていた。


    　ふと、コンテナ付近の祈祷士たちがざわつき始めた。見れば、龍りゆう之の介すけがコンテナから降りてくる。集まった祈祷士たちは、関東支部局長である龍之介の謀む反ほんを知っているようだった。白の羽は織おりを羽織った龍之介を取り囲み、隊長格らしき祈祷士が、投降を促うながしていた。


    　龍之介は笑えみを湛たたえたまま、静かに両腕を上げる。


    「……あいつが大人しく捕まるもんかね……」


    　つぶやいた七日は背後に、「さて、どうかな」と柔らかな声を聞く。


    　振り返った先に、腕を組んだ龍之介が立っていた。


    「なっ……あんた……」


    　驚いた七日は、再び麓ふもとへと視線を戻した。祈祷士たちに囲まれた龍之介は、無数のライトに照らされて、その体の縁取りをゆらゆらと揺らめかせていた。


    「化け神か……！」


    　ぐにゃりと形状を変えていくニセ龍りゆう之の介すけ。四方八方に放ったのは、影の触手だ。突然の化け神襲撃に、祈き祷とう士したちが抜刀する。


    　騒々しさを増した麓ふもとを笑え顔がおで見下ろし、龍之介はつぶやいた。


    「謀む反ほんを起こしたのは僕じゃない。僕に化けた化け神だ。あれを従える〝覗のぞき神〟ハイドランジアが、可愛かわいい妹ヘリアンサスを救うべく、列車を暴走させ、檻おりを開けた」


    「っていうシナリオか」


    「っていうシナリオさ。僕は不覚にも乗車中に襲おそわれ、化け神に成り代わられた」


    「あんたがそう簡単にやられるなんて、誰だれが信じるんだよ」


    「信じるさ。相手は〝六りつ花かのマガツカミ〟だ。彼女たちはブランドだよ。その名前一つで、祈祷士たちは恐れおののく」


    　翁おきなが祈祷士たちの猛攻を受け、逃げ出す。その様子を、二人はじっと見下ろしている。


    「僕は人の上に立つ人間ではないけれど。この地位を失うのは惜しい。いろいろと自由が利くからね。〝六花のマガツカミ〟の情報も入ってくるし」


    「他の奴やつらも集めるつもりなのか？」


    「集めるつもりはないさ。ただ彼女たちが望むのなら、力になってやりたいだけだ」


    　龍之介は羽織の袖そで口ぐちから手を出し、あごに指を添えた。


    「君の連れる喰くい神は……欲しいけれどね」


    　それはまるで軽口のように聞こえ、七なの日かは鼻で笑う。


    「……あいつ、ウミネコを喰えなかったんだ」


    「……ウミネコ？」


    　顎あごに指を添えたまま、小首を傾かしげる龍之介。


    「ああ。だからもう、見ないふりはやめた。あいつが六花の憎しみから生まれたとしても。それでもあいつは、人を喰わない。俺はあいつを、信じることにした」


    　七日は立ち上がり、龍之介の顔を見据える。


    「やらねえよ。あいつは俺の喰い神だ」


    「……そうかい」


    　龍之介は、静かに微ほほ笑えんだ。


    「うん、じゃあ僕は観光でもして帰ろうかな。運がよければまた会おう、古ふる川かわ。……いや、悪ければ、かな」


    　言って踵きびすを返し、ひょうひょうと去っていく。


    　雑木林の暗がりに消えていく白い羽は織おりを、七日は見えなくなるまで目で追いかけた。


    



    　満天の星空を鏡のように映し、天てん鏡きよう湖こは煌きらめいていた。


    　騒々しさを増す線路から離れた湖岸で一人、龍りゆう之の介すけは岩場に腰掛け湖を眺める。諳そらんずるのはいつか、六りつ花かがおどけて聞かせたあの台詞せりふだ。


    「──〝しかし、しかし君、恋は罪悪ですよ。わかっていますか？〟」


    　六花から借りた文庫本を、ぺらぺらと捲めくる。未いまだ肌身離さず持ち歩いているものだ。


    　龍之介は星空を映す天鏡湖へ、顔を上げた。


    「……うん、やっぱり。何がいいのか、わからないな」


    　どんなに煌めく絶景でも、龍之介の心は動かない。


    「……どう考えても、君の方が綺き麗れいだ」


    　手元に開いた文庫本には、あの日六花と見上げた〝禍まがツ桜ざくら〟の花びらが一ひと枚ひら、思い出の中の桃色そのままに、挟まれていた。

  


  
    あとがき


    



    　いつもならば嫌いやだ嫌だと逃げ回るあとがきでございますが、今回ばかりは駄々をこねるわけにはいきますまい。


    　謝辞を言わねばなりますまい。


    　だってさ原稿めっちゃ遅れたのだから。


    　おおよそ二か月で一冊分したためるところ、〆切の二一日前までプロットもできていない有あり様さまでございました。


    　初稿が遅れるということは、その後の工程に余裕がなくなってしまうことでありまして、過密なスケジュールの中、担当編集さんには遅ち筆ひつを補おぎなって整えていただいて、大変ありがとうございました。徹夜ばっかさせてしまって、過労で倒れちゃったらどうしよう。心配。


    　何より、ナウリさんのスケジュールを圧迫してしまっているのがもう、心苦しくて心苦しくて。次こそは、と二巻時に宣言したはずなのに、またも押してしまって申し訳ありません。


    　額がく縁ぶちに入れたナウリさんのサイン入りイラストは部屋に飾り、西日に煌きらめくラティメリアの笑顔を「天使だ、天使だ」と眺めては活力をもらっておりました。いけない、日差しで絵がダメになると気づいてからは、日の当たらない部屋の隅で、それでもその笑顔は咲き誇っております。天使だ。


    　また、読者からいただいたファンレターやイラストなどが励みでございます。なんとか仕上げられたのも、三巻待ってるー的な応援あってのことでございましょう。


    　手にとっていただけるだけで御おんの字。追いかけてくださる読者のみなさま、三巻までご愛読ありがとうございます。


    　二話と三話は前編後編なのに、二話終わった時点で三話のプロットができてないってどういうことなの。毎晩同じファミレスに行ってるせいで「いらっしゃいませ」が「こんばんは」になり、帰りにワンカップ酒買って近くの公園で一杯。満開の桜がいつの間にか葉は桜ざくらとなり、はらはら花びら舞い散る様を見ても特に思い出す人はなく、ただただ〆切までの日数を数える毎日。幸せって何だろう、「幸」ってよく見たら「辛」と似てね、僕は一体どこで一画落としてしまったのだろう、などと考えて過ごす日々はもうこりごりだ。


    　次があるならば次こそは、余裕あるスケジュールで悠ゆう々ゆう自じ適てきかつ華か麗れいに、原稿を仕上げてぐっすり眠りたいと思う次第でございます。


    　刊行に合わせてブログも再開いたしますので、気が向いたら検索してみてね。


    



    　最後に、熊本地震における被災地の一日も早い復興を願って。


    



    
      カミツキレイニー
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    カミツキレイニー


    Kamitsuki rainy


    



    朝八時に寝て夜八時に起きる生活リズムが直らないんですが、どっかのタイミングでぎゅるりんって半回転してくれませんか地球。
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